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    　オープニング　窮きゆう鼠その喘あえぎ声


    



    　金髪碧へき眼がんの少女、アニー・ブラウンは、ニュース番組の中で識者と呼ばれる人たちが深刻そうな顔をして語る様子を見て、ニヤニヤと口の端はをつり上げていた。


    『最近ね、子供がたくさん生まれて、世間は浮かれてますがね、これがどれだけ危険な状況か、わかっていない人が多すぎるんですよ』


    『というと？』


    『いま生まれている子供たちはね、簡単に言えば、《こうのとりインフルエンザ》に耐たい性せいがあるんです。耐性があるので発症はしない。けれど病びよう原げん菌きん──すなわち卑ひ猥わいな知識は媒ばい介かいしますから、近づくのは非常に危険なんですよ』


    『ええっ！　それはつまり、自分たちは子供がつくれるのに、周りの人を子供がつくれないようにするってことですか!?』


    『そうなんです。なので今年から来年にかけて生まれる子供は総じて保菌者ベクターとして扱い、できるだけ接触しないよう心がける必要があるんですね』


    『怖いですねぇ』


    『ええ、本当に。子供たちが可か哀わい想そうです』


    　そして番組は終了し、これまで何度も何度も放送された金かね子こ玉たま子この《ラブホスピタル》に行きましょうスピーチが差し込まれ、それからＣＭに移った。


    「追い詰められてマース」


    　アニーは愉快そうに呟つぶやいた。


    《こうのとりインフルエンザ》などという奇病が蔓まん延えんしていると主張していた政府の信用は、第三次ベビーブーム発生によって地に落ちている。


    　いくら《ラブホスピタル》の利用者数を回復させたいからとはいえ、生まれてくる子供を差別するような言げん説せつを垂れ流しては、政府への不信感はさらに増すだけだ。


    　そんなことは政府側もわかっているはず。だがそうせざるをえないほど、彼らは追い詰められているのだ。


    「確かこういう状況はニッポンのコトワザで〝キュウソがネコを嚙かむ〟と言うのデスネ。女の子が抵抗すればするほど逆に男を興奮させて、もっとよくない状況を引き寄せてしまうという意味の……実に奥が深いデース！」


    　そんな言葉を生み出した素晴らしい国にいま降り立とうとしている。いやが上にもテンションが上がった。


    「バンザイ！　エロ本国家バンザイ！　イチモツ、ニクアナ、サンチクビ！」


    　ビービービーッ！


    　アニーの首と両手首に装着されていたＰピーＭエムが禁止単語を感知し、けたたましい音を発した。


    「またお前か！」


    　すぐさま白い制服に身を包んだ善ぜん導どう課職員が飛んでくる。


    「ちっ、違うデース！　コシが！　コシが勝手に動いて！」


    　ん？　クチだったか？　とアニーは首を傾かしげた。日本語は、奥が深く難しい。


    「何度言えばわかるんだ！　禁止単語を口にするのはこの国では違法！　そんなことでは、いつまで経たってもここから出すわけにはいかん！」


    　アニーはいま、空港内の外国人専用再教育部屋に軟なん禁きんされていた。


    　日本独自の文化、ＰＭとその役割、公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法についての理解を強要するための施設だ。


    　アニーがここに収容されてから早三日が経とうとしていた。


    「大丈夫デス！　ニッポンの決まりはもう十分に理解しました！　チンコとかマ●コとか言わなきゃいいんデスネ!?　公序リョージョク大事デース！」


    　ビービービーッ！


    　ＰＭが禁止単語を感知して耳障りな音を出す。


    「本当なら即刻本国へ送り返すところなんだが……」


    　善導課の職員が弱ったように額ひたいを押さえた。


    「もうっ！　早くここからドピュッと出してクダサイ！」


    　アニーは駄だ々だをこねるようにして叫んだ。


    　自分には使命がある。


    　日本政府や《セクシャリティ・ノー》の手先である《ＳＯＸソツクス》から、ＰピーＭエム無効化機能を有する重要アイテムを奪い取り、連中を無力化しなければならないのだ。


    　こんなところで足止めを喰くらっている場合ではないのである。


    「早く出してクダサイ！　大丈夫！　ワタシは安全日デース！」


    　アニーが切実に訴えるも、善ぜん導どう課職員たちはうんざりしたように首を横に振るだけだった。

  


  
    



    　第一章　ヘンタイ！　ロリコン！　エロドージン！


    



    　二月の初旬。


    　僕は昨日きのうからうちのアパートに泊まっている母さんと朝ご飯を食べていた。


    　母さんはもりもりご飯を食べながら、爽さわやかな朝の食卓にふさわしくない殺気を滾たぎらせている。


    　奥おく間ま爛らん子こ──善導課の幹部であり、いまなお最前線で直じき々じきに変態を葬ほうむり続けている母さんは、その名前だけで下ネタテロリストを震え上がらせる。そんな母さんの殺意は股こ間かんと心臓に悪い。


    　母さんは昨日からずっとこの調子で、僕はおちおち朝あさ勃だちもできないでいた。


    「……母さん、なんかあった？」


    　第三次ベビーブーム到来とそれに伴ともなう性知識の蔓まん延えんに政府や善導課は大わらわで、母さんもかなり忙しくしていたけど、だからといってここまで不機嫌なのは少し不自然だった。


    「心配してくれているのか」


    　母さんがみそ汁を一気に飲み干してから言った。


    「ならば一発殴らせ──いや、久しぶりに組み手にでも付き合ってもらおうか」


    「……嫌なんだけど」


    　心配してくれる息子を修練の名の下もとにサンドバッグ扱いしようとしている母がいた。


    　いやまあ、僕も日常のストレスをムスコにぶつけたりするけどさ。殴るんじゃなくて撫なでる感じで。


    「馬ば鹿か者。貴き様さまはもう少し鍛きたえておくべきだ。またこの前のような怪しい連中に狙ねらわれたらどうする」


    　この前といえば、アンナ先輩や不ふ破わさんと一緒にフェリーに閉じ込められたときのことだろう。


    　あれは本当に危機一髪だった。


    　もう少しでアンナ先輩に子こ種だねを搾しぼり取られてめでたくパパに、《ＳＯＸソツクス》ではハブに、その後母さんの手でホトケにされるところだったのだから。


    　……そういえば父さんから昔、射しや精せいしたつもりはなくともカウパーにも種は含まれてるから気をつけろ的なことを深刻な表情で教えられたことがあるけど……だ、大丈夫だよね！


    　アンナ先輩がぐちゅぐちゅしてたのは下の口ならぬ上ま●こだし、フェラー……じゃなくてフェリーの一件から一か月以上経たってなんの音おと沙さ汰たもないし。なにかの間違いでアンナ先輩がご懐かい妊にんなんてことはないはずだ。


    　そんなことをぐるぐる考えていると、母さんが大きくため息をついた。


    「いや、ここは正直に話そう。ぶちのめしたいやつがいるのだが、上からの命令でそれができず、ストレスが溜たまっている」


    「ぶちのめせないって、なにそれ」


    　母さんがぶちのめしたい相手となると、心清らかな優しい息子か、さもなくば公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法違反者くらいのものだ。


    　それが上からの命令でぶちのめせない？　


    　母さんの愚ぐ痴ちを聞くというよりは、それがどんな相手なのか気になって僕は相づちを打っていた。


    「そいつは海外からの技術大使なのだ」


    「技術大使？」


    「うむ。政府は最近、ＰピーＭエム技術の向上や海外への輸出を目的として、海外から多くの技術者を招き入れている。そして厄やつ介かいなことに、その中でも最優秀と目もくされる者が、件くだんのろくでなしなのだ。いますぐ教育してやりたいが、上に土下座までされては手が出せん」


    　そりゃまあ海外からの大使に母さんの凶育なんて施ほどこそうものなら、外交問題まったなしだもんね……。


    「そこで貴様の出番だ」


    「どこで!?」


    「貴様を技術大使の代わりに殴──いや、久しぶりに稽けい古こをつけてやろうと言っている」


    　これだから体育会系は！　稽けい古この名の下もとに立場の弱いやつをいじめたりするんだ！　ほかにも上下関係を利用して後輩のケツを性欲処理の道具にしたりするんだろ!?　全部お見通しなんだぞ！


    「そろそろ学校の時間だから！」


    　食器をさっさと流しに運び、僕は家を飛びだした。


    



    　　　　　　●


    



    「寒い……」


    　制服の下に重ね着してさらに上着まで羽織っているのに、手先足先から寒さがのぼってくる。


    　ふむ、金玉の縮み具合から察するに、今日きようは今年一番の冷え込みかもしれない。


    　そんなことを考えながら駅に辿たどり着く。


    　と、通勤通学ラッシュの人混みに見慣れた顔を見つけた。


    「あれ？　華か城じよう先輩？」


    　三つ編みに眼鏡めがね、地味なコートに身を包んだ生徒会モードの華城先輩が、駅の入り口辺りに佇たたずんで、誰かがやって来るのを待っているかのようにきょろきょろとしていた。


    　朝っぱらからこんなところでどうしたんだろう。　


    　華城先輩の通学ルートからはかなりズレているはずだ。


    　またなにか頭のおかしい下ネタテロを考えついて、その下見でもしているのだろうか。


    　僕は死角から近づき、後ろから声をかけ──ようとしたところで、華城先輩がぼそぼそと「ちんこちんこちんこちんこ──」と呪じゆ詛そのように呟つぶやいていることに気づいてしまった。


    　すっごく話しかけたくなかったが、ここまで近づいてしまったのを引き返すのもおかしいので、そのまま普通に挨あい拶さつをする。


    「どうしたんですか、こんなとこで」


    「……っ」


    　声をかけた途端、華城先輩の肩がローターのスイッチを入れられたかのように跳ねた。


    　ギギギ、と壊れたブリキみたいな動きで振り返り、目をぎょっと見開いている。


    　やっぱり今日はかなりの冷え込みらしい。


    　華城先輩のほっぺは亀き頭とうみたいに真っ赤かだった。


    「あ、あら、狸たぬ吉きちじゃないの。奇遇ね。今日は寒いわね、ちんこと金玉はしわっしわ？」


    　なんだか少しテンパっているように見えたけど思い過ごしらしい。


    　ポケットの中のケータイを操作してＰピーＭエムを無効化し、いつものように下ネタを口にしていた。


    「そういえば人も年をとると寒い日のちんこみたいにしわっしわになって小さくなるわね。ま●こから生まれた人間がちんこみたいになっていくなんて、世の中うまくできてるわ」


    「あの、先輩、そうそう周りには聞こえないと思いますけど、そろそろ控えて」


    「脳みその皺しわが多いほど頭がいいなんて俗説があるけど、そんな感じで金玉の皺が多いほど性欲が強いなんて俗説をいま思いついたわ！」


    「静かにしろって！」


    　皺にいつまでこだわるんだ！


    「あら狸たぬ吉きち。そんな猛たける肉棒を上の口に突っこんで黙らせようとする鬼き畜ちくレイパーみたいなセリフを吐いて、一体どうするつもり？」


    「どうもしねえ！」


    「ちなみに、下の口にねじ込むと黙るどころかさらに声が出ちゃうから注意よ。アッ──！　てね！」


    　それ下の口じゃなくて後ろの穴につっこまれてませんかね？　男が。


    「おちんちん！」


    「せめて文脈に合ったこと言ってくださいよ！」


    「ま●こ？」


    　か、可愛く首を傾かしげたってダメだからな！


    　なぜかいつにも増して下ネタを連呼する華か城じよう先輩を落ち着かせるのにしばらくの時間を要した。
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    　華か城じよう先輩の暴走に端たんを発した《ＳＯＸソツクス》解散の危機を乗り越えてから一か月。


    　第三次ベビーブームを無事に引き起こしたことで、華城先輩も少し緊張の糸がゆるんでいるのかもしれなかった。


    「で、どうしたんですか。こんなところで。華城先輩、普段この駅使わないでしょ」


    「え、あ、いや、そうだったかしら」


    　華城先輩の目が不自然に泳ぎ、下ネタを口にしているときとは対照的に歯切れが悪い。


    　あの悪夢ならぬ淫いん夢むのフェリーを脱出してからというもの、たびたびこういうことがある。


    「なんか華城先輩、最近よくおかしくなりますよね」


    　いやまあ、おかしいのはいつものことではあるが、なんというか、おかしさのベクトルが変わるのだ。


    「この前電話したときも、出るのが随分遅かったり、出てくれたと思ったらやけにしどろもどろだったり」


    「あ、あれは〝おっさんに犯されてる最中恋人と無理やり電話させられたＪＫごっこ〟よ！　いつかどこかで披露しようと思っている、細かすぎて伝わらない物まね（十八禁）の一つよ！」


    　それただのシチュエーションプレイじゃないですか。


    「と、とにかく！　女の子の様子がおかしいときは、股こ間かんにローターを仕込んでいると相場は決まっているものよ！　スルーするのが紳士でしょ！」


    　酷ひどい言いわけだった。なんだよそのエロマンガ理論は。


    　大体、女の子の股間にローターが仕込まれているとわかったらスルーなどせず、それをネタにして欲求不満解消のお手伝いを無む償しようで行おこなってあげるのが真の紳士というものだろう。


    　僕が納得できないでいると、華城先輩は顔を背そむけ、


    「きょ、今日きようはその、狸たぬ吉きちに用があったのよ」


    　やっぱりどこか歯切れ悪く言った。


    　どうにも話が進まないので、僕は自分から切り出した。


    「わかってますって。華城先輩がわざわざこんな朝から僕のとこに来てくれた理由」


    「……え？」


    　華城先輩の顔がぎくりと強こわばった。


    　和解してしばらく経たつとはいえ、僕たちは組織を二に分ぶんして対立していた身だ。そしてそれは華城先輩の独断が原因だった。まだ少し気まずいものがあるのだろう。フェリーの一件以来華城先輩の様子がおかしいのも、その辺りに原因があるんだろうなと僕は考えていた。


    「またなにか頭のおかしいテロのアイデアを思いついて、その打ち合わせでしょう？」


    　いままでは常軌を逸した下ネタテロにうんざりすることも多く、華城先輩に色々激しくツッコミを入れてきた。けどいまはそんなことないですよ、むしろ一緒に頭のおかしいことができて楽しいくらいですという気持ちを込めて、僕は「ですよね？」と華城先輩の答えを促うながした。


    　けれど、


    「……」


    　華か城じよう先輩はなぜか真顔になっていた。


    　そして拗すねたように唇くちびるを尖とがらせると、


    「前から気になっていたのだけど、狸たぬ吉きちは本当にちんこが生えているの？　金玉は機能しているの？」


    　特に理由のないセクハラが僕を襲おそう！


    「いきなりなんですか！　大体、華城先輩、見たことあるでしょ！」


    　春先。アンナ先輩に初めて襲われたときのことだ。アンナ先輩に下半身をひん剝むかれていたところに華城先輩がやってきて、僕のムスコと「こんにちは」してしまった。


    　あの日煌きらめいた股こ間かんの痛みを僕はまだ忘れない。


    「あのとき私が蹴けり抜いたせいで機能が停止したんじゃないかと思って」


    　大丈夫だよ！　ちゃんと元気に勃たったり萎なえたり、玉のほうは収縮したり弛緩したり、それぞれ達者にやってるよ！


    「もしくはあのとき私が見たのはおっきしたペニーじゃなくて、異常膨ぼう張ちようしたクリトリスだったんじゃないかと疑っているわ」


    　なんでそんなぶっ飛んだ仮説まで持ち出してまで僕の男性性を否定しようとしてるんだ、この人は。僕にだってちゃんとちんこと金玉はありまぁす！


    　僕が首を傾かしげていると、


    「いいかしら狸吉。普通男の子はね、金玉から放出される幻げん覚かくホルモンによって、周りの女の子全員に種たね付つけできるに違いないという幻想を抱いだいて幸せに暮らしているのよ」


    　偏へん見けんもここに極まれり。


    「消しゴムを拾ってもらっただけで『俺おれの白いのに自分から触った＝精せい液えきも受け入れＯＫ！』と勘違いし、ちょっと目が合っただけで『俺に向かって雌めすの顔をしていた！』と肉棒にチャージを始めるのが健全な男子高校生でしょう」


    　股間にいくつ金玉ぶら下げてたらそんなことになるんだよ。


    「だから、そうならない狸吉は、鈍どん感かんだわ」


    　そうして華城先輩はそっぽを向いてしまう。


    　鈍感って、なんの話だ。話の流れからして、性器の感度についてとか？


    　確かにアンナ先輩の責めを耐え抜いた僕のムスコは一見鈍感に思えるかもしれないが、あれはシチュエーションによるところが大きい。なんのしがらみもなく心の底から安心できる自室などで自みずからを慰なぐさめるときは媚び薬やくでも使っているかのように敏感なのだ。そういうものなのだ。


    　などと心の中で言いわけしていると、華城先輩がぐっとなにかを決心したようにこちらを見上げた。その表情はどこか自信なさげというか、珍しく緊張しているみたいだった。


    「今日きようはちょっと、狸たぬ吉きちに訊ききたいことがあったのよ」　


    「訊きたいこと？」


    　そんなの学校でいいじゃないですかと返すと、華か城じよう先輩は「……学校だと、誰に邪魔されるかわからないもの」と呟つぶやいた。


    　そうだろうか。


    　とても不思議なことにあのフェリーの一件以来アンナ先輩は怖いくらいにおとなしく、僕に襲おそいかかってくるようなことは激減していたし、少し話をするくらい、問題ないと思うのだけど。


    「それで、質問なんだけど……その、狸吉は甘いのと苦いの、どっちが好き？」


    　？？？


    　何の話だろう？


    　甘いのと苦いの？　


    「華城先輩、朝なのにもうＰピーＭエムの無効化時間を使い切ったんですか？」


    「は？　なによそれ。アナルビーズ」


    　どうやら使い切ってはいないらしい。


    　甘いのと苦いの、なんて言うから、母ぼ乳にゆうと精せい液えきの隠いん語ごかと思ったのに。


    「華城先輩はなんの話をしてるんです？」


    　今後の下ネタテロについての話なのだろうけど、質問の意図がはっきりしないと答えようがない。


    　質問に質問で返した僕に、華城先輩はなぜか目を泳がせうろたえる。


    「な、なにって……これだから童どう貞ていは……」


    　唐とう突とつに罵ば倒とうされた。


    「ほ、ほら、もう二月でしょ」


    「はあ」


    「黒っぽいというか、茶色っぽいものの季節でしょ？」


    　華城先輩はなにをいきなりスカトロの話を……。


    　華城先輩の下ネタ好きはいまに始まったことじゃないけど、爽さわやかな朝、通勤通学で賑にぎわう駅構内でそんな話をされてはドン引きせざるをえない。


    「な、なによ、その特殊性せい癖へき者しやを見るような目は！」


    「いやだって、急に排はい泄せつ物ぶつの話をされたら」


    　華城先輩が目をかっと見開いた。


    「最低！　人が真ま面じ目めな話をしているのに！　狸吉は私のことを、そういう目で見ていたのね！」


    　と、凄すさまじい勢いでまくし立てたのだが、すぐにはっと我に返り、


    「……じ、自じ業ごう自じ得とくだったわ」


    　自己完結したらしかった。


    　そしてぽかんとする僕の肩をぽかぽか殴りつけると、


    「もう今日きようは無理！　狸たぬ吉きちのせいよ！」


    　謎なぞの言葉を残し、僕を置き去りにして改札口を駆かけ抜けていってしまった。


    「……結局、なんだったんだ？」


    　まあいいか。また学校で話す機会もあるだろう。


    　華か城じよう先輩を追うように改札を抜けようとしたときだった。


    　駅の入り口辺りで長く立ち話していたせいか体が冷え、急に尿意を催もよおしてきた。


    　人の流れに逆らって男子トイレに向かう。


    　そこでなにやら周囲が騒がしいことに気づいた。


    「おい、あいつはどこ行った!?」


    「あんな目立つやつ、すぐに見つかるだろう！」


    　真っ白な制服に身を包んだ善ぜん導どう課の職員たちが血相を変えて走り回っている。


    　深刻そうな様子のわりにはやけに人数が少ない。なにがあったんだろう。


    　気にはなったがそろそろ限界が近かったのでいそいそとトイレに向かう。


    「あっちで目撃証言があったらしいぞ！」


    　どん！


    「んはあっ!?」


    　善導課職員の一人が僕を突き飛ばした。突とつ如じよ膀ぼう胱こうに刺激が加わり、変な声が出てしまう。


    　善導課職員はそのまま脇わき目めも振らずに目撃証言があった場所とやらに走っていってしまった。


    「う、おおおっ」


    　ふ、ふざけんなよあいつ！　……あ。や、ヤバイ！　男の子なのに潮吹いちゃうよぉ！


    　文句を言う余裕もなく、僕はひょこひょこ歩きでトイレに入った。


    　おしっこを我慢してる女の子をくすぐって遊びたいとか常日ごろ考えていると、こういう罰が当たるのだろうか。


    「善導課のやつら……覚えてろよ……」


    　オナニーじゃイケない体にでもなってしまえばいいんだ。


    　呪じゆ詛そをかけつつ用を足す。


    　そのときだった。


    　きい、と背後で個室の開く音がして、


    「匿かくまってクダサイ！」


    　いきなり両肩に手をかけられた。


    「え!?　は!?　ちょ!?」


    　僕は大いに慌あわてた。


    　ムスコをまだハウスに収納していなかったし、なにより僕の背中に当たる柔らかな二つの膨ふくらみや投げかけられた声の高さからして、僕の肩をつかんでいるのが明らかに女の子だったからだ。


    　ここ男子トイレだぞ！　痴ち女じよはもうアンナ先輩だけでたくさんだ！


    　心の中で叫びながら首だけで振り返る。


    「……っ！」


    　そこには異国の少女が立っていた。


    「あなたいま、ゼンドーカに文句言ってマシタ！」


    　クセのある金髪、赤いフレームの眼鏡めがねの奥で光る青い瞳ひとみ、アンナ先輩くらいの長身にすらりとした長い手足、そしてその顔立ちは明らかに日本人のものじゃなくて、肌はだは作り物みたいに白かった。


    　そしてなぜかジーンズにキャミソールという超絶薄着で、寒さでがくがくと震えている。


    　ただでさえ外国の人を生で見るのは初めてだったのに、この奇き天て烈れつな状況も手伝って完全に混乱してしまう。なにこれ。どうすれば正解なの。


    「お願いしマース！　助けてクダサイ！　なにもしてないのに、ゼンドーカが追ってくるのデス！」


    　異国の少女が繰り返した。

  


  [image: ]


  
    　善ぜん導どう課に追われている？　もしかしてさっきの善導課たちはこの子を追っていたのか。


    　ここは《ＳＯＸソツクス》の一員として助けたほうがいいかと思いつつ、鼓こ修す理りがこの第一清せい麗れい指定都市にやってきたときのことを思い出して少し躊ちゆう躇ちよした。


    　悪い子には見えないけど、男子トイレに隠れちゃうような人だしな……。


    　いろいろ考え、僕が答えに窮きゆうしていたときだ。


    「なんでもしますから！　ワタシには、やらなくちゃいけないことがあるのデース！」


    　ん？　いまなんでもするって言ったよね？　じゃあ日本語がやけに上じよう手ずな君に一つ質問させてほしいんだけど、『ＹイＥエＳス』は『あんっ、あんっ』って訳してもいいの？　……ああいや、そんなことはどうでもよくてだな。


    　僕はその少女の双そう眸ぼうに釘くぎ付づけになっていた。そこには確固たる信念みたいなものが感じられて、事情はどうあれ放っておくことはできなかった。


    「……わかった」


    「っ！　ありがとございマス！」


    　よほど心細かったのだろう。少女がぱっと表情を明るくした。


    「とりあえず、まずはこれ着て」


    　僕は少女に渡すため上着を脱ぐ。これならフードがついているし、目立つキャミソールやブロンドを隠せるだろう。


    　準備を整え、出しっ放しだった股こ間かんのモンスターを社会の窓に収納してからトイレを出ようとしたときだった。


    　少女がじーっと下のほうを向いて首を傾かしげていることに気づいた。


    「どうしたの？」


    「あの、さっきから気になってたデスけど」


    「なに？」


    「ニッポン男児のチンチンは触しよく手しゆ状じようになっていると聞きマース。でもあなたのチンチンはただのチンチンみたいデース。あなたは本当にニッポン男児なのデスか？」


    「……………………………………」


    　思考がフリーズして言葉が出ない。


    　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！


    　止まっていた時を動かしたのはけたたましく鳴り響くＰピーＭエムだった。


    　鳴っているＰＭはもちろん目の前の少女のものだ。


    「あ！　もしかして！　ボッキしたら触手になるデスネ!?　パンツの隙すき間まからうにょうにょデスか!?」


    　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！


    　少女のＰピーＭエムが禁止単語を感知して荒ぶりまくる。


    「ええと、ニッポンの人はあるかけ声で全員いきり立つと聞いたことがあるデース……ンー、あ、思い出しマシタ！　起立！　気をつけ！　礼プ！」


    　な、なにが「なにもしてないのに～」だ！


    　思いっきり法律違反してんじゃないか！


    　日本にやってくる外国人にはＰＭ装着の義務が発生し、装着時に《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》についての説明もなされる。知らずに違反しているという可能性はゼロだ。


    　こんな子と関わったら母さんにぶっ殺されるし、なにより《ＳＯＸソツクス》にも迷惑がかかる！


    　ええいこんな子といっしょにいられるか！　と逃げ出そうとしたそのときである。


    「あ、あわわ」　


    　トイレの入り口にサラリーマン風の中年男性が立っていて、


    「も、もしもし、善ぜん導どう課ですか!?　お、女の子が、男子トイレに連れ込まれて、その、襲おそわれてるみたいなんです！」


    　あんたの目は肉穴か！　チンコぶち込むぞ!?　


    　とにかくだ。いますぐこの場から逃げないと、絶対に面倒なことになる。サラリーマンを押しのけてトイレから脱出──しようとしたところで異国の少女に手をつかまれた。


    「どこイクのデスか！」


    「いや、ちょっとトイレに……」


    「肉便器ならここにあるデスヨ!?」


    　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！


    「君みたいに禁止単語連発するような人はさすがにちょっと助けられない！」


    　大体、禁止単語連発してたら善導課に位置がもろバレだし、もう逃げられないよ？


    「そ、そんなセッショーな！　大丈夫デス！　もう言いまセン！　もう言いまセンから！」


    　少女がぶんぶんと僕の手を上下に揺らす。


    「大丈夫デース！　さっきのは、ヘンタイ国家ニッポンの触しよく手しゆチンポが見られてテンションが上がってしまっただけで──」


    　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！


    「Ｏオｈー!!　やっちまったデース！」


    「言ったそばから！」　


    　その柔らかい手をふりほどいて逃げようとするも、少女は頑かたくなに僕を離そうとしない。


    「こんなことでぐずぐずしてる場合ではないのデス！　ワタシにはやらなくちゃいけないことがあるんデス！」


    　またあの目だった。


    　まっすぐに燃える瞳ひとみ。


    　華か城じよう先輩のそれに似た、強い光だ。


    「……っ。仕方ないなぁ！」


    　とりあえず少しだけ助けて、あとは自分で頑張ってもらおう。


    　僕は少女に上着を着せ、入り口でまだあわあわしているサラリーマンを押しのけてトイレを飛びだした。　


    　少女のＰピーＭエムから発される音やら信号やらに引き寄せられた善ぜん導どう課がもう集まってきている。


    「ありがとございマス！　ワタシ、アニー・ブラウンいいマース！　アニーと呼んでクダサイ！」


    　逃走中だというのに、異国の少女──アニーは[image: ]はつ剌らつとした笑え顔がおで自己紹介した。


    　僕は彼女の手を引いて走りながら、


    「え、ええと。僕は……名乗るほどの者でもないっていうか」


    　言いよどんだ。この子、捕まったりしたら僕のことぽろっと言っちゃいそうなんだよね。


    「Ｏオｈー！　ジャパニーズ・シノビノモノ!?」


    　なんかよくわからん勘違いをして恋する乙おと女めのように目を輝かがやかせはじめたので、無言で肯こう定ていしておいた。


    「とりあえず駅から出て、雑ざつ踏とうに紛まぎれよう！」


    「木を隠すならチツの中というやつデスネ!?　さすがはシノビノモノデース！」


    　まあ確かにオメ●の中になにか隠すのはくノ一っぽいですよね。つまりバイブを仕込んで町を歩く女の人は忍者。快楽に堪たえ忍んでいる。男の場合はただの変態。


    　善導課は思ったよりも全然少ない。これなら逃げきるのは簡単だろう。まあ、アニーのＰＭはこの先ずっと詳細な位置情報を善導課に発信し続けるから、振り切ったところで大した意味はないんだけど。少なくとも僕はアニーから解放される。


    　そのときだった。


    　べしゃっ！


    「アウチ！」


    　アニーがなにもないところで転んだ。


    　手を握っていた僕もつられてすっ転ぶ。


    「なにしてんの!?」


    「め、眼鏡めがね……眼鏡……」


    　アニーがふらふらと立ちあがり、足あし下もとにあった赤フレームの眼鏡を踏みつぶした。


    「ねえ、さっきからなにしてんの!?」


    「あああっ。もうなにも見えないのデース……」


    　がくりと項うな垂だれたアニーは臆おく病びような子供みたいに僕の手を離さない。


    　ええい、このまま背負って逃げるか？　などと考えていたときだった。


    　背後から後頭部を鷲わしづかみにされた。


    「動くな」


    　聞き慣れた声こわ音ねが耳じ朶だを打ち、心臓が射しや精せいしているみたいに激しく脈打った。どくんどくん。


    「なぜ貴き様さまが、そこのゴミといっしょにいるのだ？」


    　善ぜん導どう課の制服に身を包んだ母さんが、僕の耳元で殺す気満々こに囁ささやいた。


    　全身の穴という穴から汁が噴出する。人間は全身肉穴だらけ、エロいにもほどがある。なんてまったく関係ないことを考えた。現実逃避である。


    「手まで繫つないで、随分と親密なようだな？　……アンナというものがありながら」


    　ちなみに母さんは僕とアンナ先輩が結婚を前提に付き合っているとかそういうデマをアンナ先輩から吹きこまれているので、こういう浮気っぽい状況を目撃されるのは非常にマズイ。


    　そうでなくともアニーは公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法違反者なのだ。


    「あ、あの、母さん、これは違くて……」


    　僕が粗末な言いわけを始めようとしたとき、驚いたようなアニーの声がそれを遮った。


    「このモンスターが!?　あなたの!?　そんな！　だってあなた、肉便所でゼンドーカをボロクソ言ってたじゃないデスか！」


    　ちょっとやめて！


    　それだと僕が女子トイレで善導課に不満を漏もらしながらなんかいかがわしいことやってた変質者みたいじゃないか！　


    「……詳しく話を聞かせてもらおうか」


    　母さんが、若者を善き方向へ導けるとはとても思えない嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。


    　今日きようは学校をお休みすることになりそうだった。


    



    　　　　　　●


    



    「大体の事情はわかった」


    　母さんがようやくその一言を発したとき、既に日は暮れ、僕は心身ともにボロボロになっていた。ああ、普通の尋じん問もんなんて辛つらいだけだよ。快楽責めを受けてみたいよ。


    　ここは僕とアニーが捕まった駅からほど近い善導課の詰め所で、アニーは別室で通訳も同席しつつの尋問を受けているらしい。


    　ナニを教材にしたのか、アニーの日本語はどうも怪しくて、英語でないとあらぬ誤解を招きそうだったのだ。


    　ようやく誤解が解けて一段落したところで、僕は母さんに切り出した。


    「にしても、なんか、随分と甘くない？」


    　それはアニーの待遇についてだ。


    　いくら日本の現状に疎うとい外国人とはいえ、公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法に違反すれば事情なんてほとんど聞かず強制送そう還かんするのが普通だ。だからいま、日本に海外からやってくる人は激減しているわけで。それなのにアニーはわざわざ通訳まで呼んだりなんかして、随分と厚こう遇ぐうだ。なにより母さんが一発も殴っていない。


    「今け朝さ話しただろう。あれが例の技術大使だ」


    　母さんが苦々しげに口を歪ゆがめた。


    　聞けばあのアニーという少女は僕と同い年ながら、何年も前に海外の有名な大学を卒業した天才で、今回来日した技術大使たちの中でも最年少かつ最優秀という逸いつ材ざいらしかった。


    　なにもないところで転んだり眼鏡めがねを踏みつぶしたりしていたアニーの姿が浮かぶせいで、母さんの口から語られる情報がいまいち信頼できないが。


    「本来なら即刻強制送そう還かんするところなのだが、やつは仮にも大使という立場だ。善ぜん導どう課はおおっぴらに動けない。いまこうして拘こう束そくしていることさえ、バレるとマズイのだ。本当なら空港で足止めしておきたかったが、それも上からの圧力で解放せざるをえなかった」


    　アニーは技術大使たちの中でもとびきり優秀で、ＰピーＭエム生産工場やＰＭを管理するサーバーなどの施設を見学しつつ、政府お抱えの技術者と話をしまくり、来日してすぐに大まかな部分は理解してしまったという。


    　その優秀さゆえに元々日本での行動にかなりの自由が保障されており、あり余った時間でいろいろ出かけてはトラブルを起こして善導課をヤキモキさせているのだそうだ。


    　どうりでアニーが連行されるとき、周りの善導課職員の顔が苦々しかったわけだ。アニーのやつ、拘束されてからもやけに自信満々かつ流りゆう暢ちように「不当逮たい捕ほ！　外交問題！　責任は誰がとる！」とか叫んでたしな。


    　なんだ。なら、わざわざ逃げなくたってよかったじゃないか。


    　僕、完全にとばっちりなんですけど。ねえアニー、お詫わびに僕と乳ち首くび相ず撲もうしてくれない？　やり方は簡単、紐ひもを結んだ洗濯ばさみをお互いの乳首に挟んで引っ張り合うだけだよ！


    「しかしだ。あんな禁止単語を振りまくような人間を放っておくわけにはいかない」


    　まあ、そりゃそうか。


    　なんて他ひ人と事ごとみたいに聞いていると、母さんが僕の肩をぽんと叩たたいた。


    「そこで貴き様さまの出番だ」


    「どこで!?」


    　なんか、今朝もこんなやりとりしたぞ。


    「我々善導課はやつに手を出せない。監督することもできない。代わりにやつの言げん動どうを監督する人材が必要だ」


    「僕はいやだっ！」


    　絶対面倒なことになるじゃん！　巨きよ乳にゆうが貧ひん乳にゆうを慰なぐさめるときくらい面倒なことになるじゃん！


    「やつに日本で禁止されている言げん動どうを懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えることが可能で、やつからある程度の信頼を得ており、我々善ぜん導どう課の意向を完全に汲くむことのできる傀かい儡らい」


    「やだったらやだからね!?」


    　駄だ々だをこねる僕の言葉には一切耳を貸さず、母さんはなにやら誓せい約やく書しよのようなものを机に置いた。その紙面には「アニー・ブラウンが公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法に違反するたび、奥おく間ま狸たぬ吉きちの臀でん部ぶにミドルキック」とか書かれていた。アニーを間接的に取り締まるため、僕を利用するつもりらしい。


    　誰がこんな誓約書にサインなんてするか！　僕の尻しりを蹴けっ飛ばしたかったら、報ほう酬しゆうとして女の子のお尻をスパンキングする権利を僕にくれよ！


    「これにサインするまでここから出さん」


    「お、横おう暴ぼうだ！　取調室の透明化はどこ行った！」


    「それは善導課でなく、警察の話だろう」


    　クソがぁ！　卑ひ猥わいを根こん絶ぜつすべき善導課が密室の取調室なんて卑猥な空間を所持しているのは矛む盾じゆんだと思います！


    　僕が不満たらたらでサインをしぶっていると、


    「さっさとサインしておけ。これはお前のためでもある」


    　母さんが謎なぞの理屈を持ち出してきた。だ、騙だまされないぞ！　どうせ「精せい液えきは美容にいいからごっくんしてよ」みたいなわけわからん理屈で言いくるめるつもりでしょ！


    「実際に助けるつもりはなかったとはいえ、育成法違反者の逃走を補助したのだ。このくらいで禊みそぎが済むなら安いものだと思え」


    「ぬぐぐ」


    　それを言われては痛い。


    「いいから、とっとと、書け」


    　母さんの目は据すわっていた。


    　僕の禊とは別に、アニーの言動をスルーせざるをえない状況によほど辟へき易えきしているのだろう。


    　結局僕は母さんに逆らうことができず、その誓約書にサインすることとなった。


    　気分はまさに弱みを握られて醜ぶ男おとこに犯されることを承諾せざるをえない清らかな乙おと女めそのものだった。
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    「やっと解放されたデース」


    　アニーがうーんと腕を伸ばして気持ちよさそうに息を吐いた。


    　僕はその横でどんよりしながら、アニーとはまったく違う種類の息を吐いていた。


    「どうしたタヌキチ？　顔色が悪いデスヨ？」


    　アニーがじゃれるように腕を絡めてくる。


    　アニーは気に入ったのか、僕の上着をそのまま着用している。そのおかげであの豊満なおっぱいの感触が伝わってきたりはしないものの、ごく自然なボディータッチにドギマギする。


    　いまにも露ろ出しゆつ魔まが出てきそうな人ひと気けのない道を歩いているからいいものの、そうでなければ僕とアニーの組み合わせは随分と目立ってしまっていただろう。


    　これ以上の心労は勘弁願いたいので、そのまま人気のない道を選んで歩き続けた。べ、別にいかがわしいことなんて考えてないんだからね！


    「あんな誓せい約やく書しよにサインさせられたら、気分も悪くなるよ」


    　基本的に学校のない時間帯は常にアニーと行動を共にして、その言げん動どうを監視、なにか間違いがあればその都つ度ど教えてあげないといけない。


    　そして一日の終わりにはいまこうしているように、アニーが滞在している第一清せい麗れい指定都市内のホテルに送り届ける義務がある。


    　しかもアニーはいつ帰国するかわからないらしく、最低でも一か月はこの状況が続くだろうという見通しだった。


    　母さんからアンナ先輩に説明しておくとのことだったけど、こんなことがずっと続けば、またアンナ先輩がまた精せい液えきを求める魔ま獣じゆうと化してしまうだろう。最近妙に大人しいアンナ先輩だが、一か月も放置が続けばまた斜め上の方向にその性欲を爆発させてしまいそうだ。


    　せっかくこの前まで《ＳＯＸソツクス》再興やら第三次ベビーブームの到来やらでいい気分だったのに……また面倒なことに巻き込まれてしまった。


    　そんなふうに落ちこんでいると、アニーが眼鏡めがねの奥の碧へき眼がんを細め、明るく笑った。


    　ちなみに眼鏡は善ぜん導どう課で拘こう束そくされている最中に新しいものを届けてもらったらしい。


    「ワタシはタヌキチといられて満足デスヨ？」


    　あっけらかんとそんなことを言う。


    　あんまりはっきりしているものだから、逆にこっちが恥ずかしくなってしまう。


    「だってタヌキチはあんな怖い人が親なのにワタシを助けてくれたデス。それに、ゼンドーカの人たちの話によると」


    　そこでアニーはキラキラとその綺き麗れいな瞳ひとみを輝かがやかせて、


    「タヌキチはニッポンのエロい風習を網もう羅らした若き天才紳士だそうじゃないデスか！」


    　なんだその風ふう評ひよう被害!?　つーか善導課がそんなこと言うわけないだろ！　どんだけ脳内変換してんだ！　とツッコむ間もなく、アニーのＰピーＭエムがビーッ！　ビーッ！　と音を立てた。


    　アニーのＰＭは仕様が変更されたらしく、そのけたたましい音は数秒で収まる。


    　しかしその代わりとでも言わんばかりのタイミングで、僕のＰＭに母さんから着信。僕が嫌々電話に出ると、


    『……ろすぞ？』


    「申し訳ありません！」


    　反射的に頭を下げながら謝罪する。


    　するとアニーは興味深げに僕を見つめると、


    「これがシャチク。ニッポンの性せい奴ど隷れい！　タヌキチはまさに古きよきニッポンジンなのデス！　ワタシにもっと、ニッポンのこと教えてクダサイ！　ヘンタイ！　ロリコン！　エロドージンの国のことを！」


    　ついさっき静かになったばかりのＰピーＭエムがまた大きな音を立てて、アニーの法律違反を知らせる。


    「だああっ！　わかったから禁止単語を連発するのはやめて！」


    　どうやらアニーは日本に対して一昔前の、それも相当偏かたよったイメージを抱いだいているらしい。


    　そりゃ僕だって、まだＰＭ装着が義務化されていないくらい昔はいろいろ勘違いしてたよ？　抗こう癌がん剤の材料が睾こう丸がんだと思って震え上がっていたり、お注射を性的な行為のことだと勘違いして予防接種を恥ずかしがったり（可愛い！）。


    　けれどアニーの勘違いはそんなのよりずっと根本的というかなんというか、矯きよう正せいにはとても時間がかかりそうだった。


    　駅で善ぜん導どう課に追われていたのも、電車で女の子のおっぱいを揉もんで通報されたのが原因で、その理由が「ニッポンの女の子は妊にん娠しんしてなくても母ぼ乳にゆうが出ると聞いて！」だったらしいしなぁ。


    　忍者や侍さむらいが大昔に姿を消したのと同じように、いまの日本に変態文化なんてまともに残っていないというのに。まあ変態自体はしぶとく生き残っているけれど。


    　しかしそれにしても、いくら憧あこがれの日本にやってきてテンションが上がっているからといって、こうむやみに禁止単語を連発されてはかなわない。　


    「アニーはさ、ちゃんと禁止単語を把握してるの？」


    「当然デース！　ワタシの頭脳をもってすれば朝飯の前デス！」


    「本当に？　なんかアニーってちょっとぬけてるっていうか、頭よさそうに見えないんだけど」


    　これまでの意い趣しゆ返がえし的な意味も込めて少しからかうように言うと、アニーがムッと頰ほおを膨ふくらませた。


    「失礼デース！　ワタシは《ＳＯＸソツクス》と《セクシャリティ・ノー》をぶちころすためにやってきた戦士！　マヌケなんかじゃないのデース！」


    「……は？　いまなんて？」


    　なんかいま、聞き捨てならないセリフが飛びだしたような……。


    　僕が呆ぼう然ぜんとしているとアニーがハッとした様子で口を塞ふさいだ。


    「あ、ち、ちが、これ言っちゃダメなやつデス！　ち、違うデスヨ！　ワタシは別に、テロリストとかじゃないデス！　ケースケとかとも関係ないデース！」


    「は!?　ケースケってまさか、鬼おに頭がしら慶けい介すけ!?」


    　鬼頭慶介といえば僕とアンナ先輩をフェリーに閉じ込め交尾させようとした、女じよ装そう癖へきの変態糞くそ野や郎ろうだ。紆う余よ曲きよく折せつあって僕たちの仲間となった邪じや悪あくな中学生、鬼頭鼓こ修す理りの父親でもある。


    　そんなやつと関係がある、しかもテロリスト!?


    　い、いやでも、あの慎重な慶介がこんなポンコツを送り込んだりするだろうか。


    　なにかの聞き間違いなのではと改めてアニーのほうを向く。


    「し、知られたからには、口封じ、デス」


    　アニーがそこら辺に転がっていたらしいコンクリート片を高々と掲かかげてぷるぷるしていた。


    　そして躊躇ためらいなくそのコンクリート片が僕の頭めがけて振り下ろされる。


    「うわっ!?」


    「不ふ慮りよの事故、不慮の事故デース」


    　幸いにもアニーの動きは緩かん慢まんだったので避けるのは簡単だったが、嫉しつ妬との炎に焼かれたアンナ先輩とはまた違う、まるで躊ちゆう躇ちよのないアニーの攻撃にぎょっとして体が強こわばる。


    「うわっ!?」


    　アニーががむしゃらに体当たりしてきて、そのままもつれて倒れてしまった。


    　と、股こ間かんがなにか柔らかく温かい感触に包まれる。


    「身体能力で劣おとっていても、この触しよく手しゆを先に潰つぶせば、ワタシの勝ちデース」


    　目の前にはジーンズに包まれた大きなお尻しり。


    　アニーが馬乗りとなり、僕を地獄に突き落とそうとしていた。


    　アカン！　それ触手やない！　オチンコや！


    　金玉潰されたら、なんで男すぐ死んでしまうん？


    　謎なぞの走そう馬ま燈とうが脳内を駆かけ抜けるくらいにはヤバイ状況だった。


    　一瞬のうちに頭がフル回転し、男の勲くん章しようを守りなおかつ《ＳＯＸソツクス》にとってなにが最善か一つの策を思いつく。


    　この間、実にコンマ一秒のさらに何十分の一。パンチラが拝めるその刹せつ那なよりも短い時間で結論を叩たたき出した僕は、そのセリフを口にした。


    「僕もテロリストなんだ！」


    　だから金玉は勘弁してください！　僕から生きる喜びオナニーを奪わないで！　オカズ選びは至福の時間。シコる行為は祈るに似たり。そう、オナニーはまさに人類賛歌。男の股間はなんていうか、救われてなくちゃあダメなんだ……。


    　そんなウジのわいたような熱意が通じたのか、アニーが股間からは手を離さないまま、「え？」と首だけで振り向いた。


    「ウソじゃないぞ！　僕はこの街で卑ひ猥わいな知識を流る布ふするために、そこら中にイラストを隠したりしてるんだ！　たとえばそこの自動販売機の下とか！」


    「……」


    　アニーはまだ半はん信しん半はん疑ぎなのだろう。


    　僕の股こ間かんを右手で握ったまま僕を起こし、自動販売機まで歩かせる。


    　僕は自動販売機の前で四つん這ばいになり、その下を漁あさる。


    　おかしい。四つん這いで後ろから美少女に股間を触られているという状況なのに、かけらも興奮しない。出るのは我慢汁ではなく冷や汗ばかりである。


    「ほら、これ」


    　僕はエロイラストをアニーの前に掲かかげた。


    　つい最近隠したエロイラストだ。よかった、まだ回収されてなくて……。


    　するとアニーはぱっと股間から手を離し、僕が渡したエロイラストを食い入るように凝ぎよう視しした。


    「こ、これがニッポンの、本場の……っ」


    「わかってくれた？」


    　興奮のあまり言葉もないらしいアニーに声をかける。


    　途端、アニーがハッとしたようにまた僕の股間をつかんだ。も、もうやめて……。


    「で、でも！　タヌキチのマミーはあんななのに、おかしいデス！」


    「そうだよっ。だから君がおかしなことして、僕の正体までバレるのは困るの！」


    　わりとマジで命がけなんだよね、僕の場合、下ネタテロって。


    「それに、親がどう言ったって、卑ひ猥わいな冗談の一つも言えないこの世界はおかしいし、納得できないんだから、戦うしかないんだよ。……力が足りないから、こっそりだけど」


    　アニーを説得するために少々クサいとは思いながら語ってみる。


    　と、アニーは予想以上の反応を示した。


    　白い肌はだにはうっすら朱が差し、真剣な目で僕を見つめている。


    　金玉を握っていた柔らかい手が、今度は僕の手をしっかりと握る。


    「最後に一つ確認デスが……」


    　アニーは熱に浮かされたように、


    「アナタは、《ＳＯＸソツクス》ではないのデスネ？」


    「う、うん。弱小な組織で、えーと《俺おれのペニを舐なめろ》って組織名」


    　即興とはいえ酷ひどい組織名だった。おかしい。僕の口からこんな汚い言葉が飛びだすなんて。


    　けれど《ＳＯＸ》を名乗るわけにはいかないから仕方がない。


    　詳しい事情はまだわからないけれど、アニーは慶けい介すけ側の人間で、なぜか《ＳＯＸ》のことを《セクシャリティ・ノー》なんかと同列の組織だと敵視しているみたいだったから。


    「そうデスネ。タヌキチみたいな人が、あんな卑ひ劣れつな組織の一員なわけがないのデース」


    「《ＳＯＸソツクス》が、卑ひ劣れつな組織……？」


    「そうデース。政府に表現規制の口実を与えるためにテロを行おこなう、豚のエサみたいな連中デース」


    「それは、どういう──えっ？」


    　事情を聞き出そうとしたところで、僕はいきなり起きた出来事に身を硬くした。


    　アニーがうっとりした様子で、甘えてくる子猫みたいに体をすり寄せてきたのだ。


    　え？　え？　なに？　


    「ああ、これは運命デス。タヌキチみたいにキュートな男の子がワタシを助けてくれて、そのうえ理想のニッポン男児だったのデスから……」


    「理想の日本男児？」


    「わき上がる己おのれのヨクボーとセーヘキを押し殺しながら、闇やみに紛まぎれてニクボーを振るう、ニッポンのスーパーヒーロー、ニンジャヘンタイ！」


    　おいそれただのムッツリスケベじゃね？　となるとオープンスケベはサムライ変態なのか……。


    　などとどうでもいい考察で現実逃避したくなるくらいにアニーのＰピーＭエムはけたたましい音を発しており、母さんから届いたメールには『生まれてきたことを後悔させてやる』と書かれていた。あの人、生かさず殺さず僕をいたぶり続ける気だ……くっ、殺せ！


    「タヌキチ」


    　アニーがするりと僕の首に両手を回し、息がかかるくらいの距離にまで顔を近づけてくる。


    「これからよろしくお願いデス」


    　それはあまりにもナチュラルな動きだった。


    　唇くちびるで突き殺そう吸い殺そうとでもするアンナ先輩とはまるで違って。


    　だからゆっくりと近づいてくるアニーを避けることができなかった。


    「……っ!?」


    　アニーの唇が、僕の唇に重なっていた。
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    「なるほど。それは厄やつ介かいなのと関わる羽は目めになったわね……」


    　翌日の放課後。生徒会室に向かう前に空き教室で華か城じよう先輩と合流し、昨日きのうの出来事をかいつまんで伝えた（ちんこ摑つかまれたりキスされたりは恥ずかしいので伝えていないぞ）。


    　第三次ベビーブーム到来によって、性知識の撲ぼく滅めつに力を注ぐ政府への不信感が根付き始めたいま、早急になにか大規模なテロを起こす必要はないわけだけど、性知識流る布ふには地道な活動が不可欠だ。


    　だから毎日エロイラストを流る布ふしたり、より効率よく知識を伝達する手段がないか模も索さくする必要があるのだけど、アニーの出現によってそれらの活動も滞とどこおりそうだった。


    「海外からの刺し客かくねぇ。あっちは獣じゆう姦かん系が評判だって話を聞いたことがあるけど、本当かしら」


    　華か城じよう先輩は呑のん気きなもので、ＰピーＭエムを無効化しながらまたわけのわからないことを言い出す。


    「一応言っておくけど、動物×人間なんて初心者向けじゃないわよ。半人半獣×半人半獣とか、もう普通に動物×動物がポルノ扱い！　って噂うわさだわ」


    　おいなんだよそれ。新境地かよ。とは思ったものの、そういえば僕らは僕らで春先にハエの交尾を脱法ポルノとして配信してましたね。実況付きで。


    「あとはエルフ×デュラハンとか、獣じゆう人じん×スライム娘とか、いわゆる異い種しゆ族ぞく姦かんなんかもメジャーだそうね」


    　首がとれるデュラハンにアクロバティックなフェラを要求したり、スライム娘にニブルファックしておっぱいを内側から白はく濁だくさせたりするんですね、わかります。個人的には人魚との海中交尾や、飛べるタイプのモンスター娘との空中交尾なんかがあるといろいろはかどります。


    「ところで、スライムや微生物みたいに分裂して増えるタイプの生き物って、分裂が生せい殖しよく行為なのよね？　やっぱり分裂するときは『全身から潮吹いちゃう！』みたいな感覚なのかしら」


    　ちょっとなに言ってるかわからないですね。


    「そういう発言、気をつけてくださいね。いまは学校だからいいですけど、今後どこでアニーが華城先輩の頭おかしい話を聞いちゃうかわかんないんですから」


    　昨日きのうの晩、僕はアニーからいろいろと話を聞き出した。


    　まずアニーが技術大使という隠れ蓑みのを利用して日本にやってきた理由なのだが、これがまた驚くべきもので、


    『ニッポン政府や《セクシャリティ・ノー》と結託して規制強化を促うながすための不毛なテロを繰り返す卑ひ劣れつな組織《ＳＯＸソツクス》！　その力の源みなもととなっているらしい、ＰＭを無効化できる機械をぶちころすのデス！』


    　などとのたまっていた。


    　なんだそのデタラメはと少しばかり反論を試みたものの、アニーは……というかアニーが所属するらしい海外の反規制組織は慶けい介すけに全ぜん幅ぷくの信頼を置いているらしく、《ＳＯＸ》視点で事情を説明することのできない僕では、アニーにうまく真相を伝えて考えを改めてもらうことはできなかった。　


    　まあ日本でしばらく生活していれば慶介がウソをついていることもすぐわかるだろうといったん放置することにしたものの、もし華城先輩がそのＰＭ無効化アイテム──ケータイの持ち主だと知られると話がこじれることは間違いない。


    「少しは自じ重ちようしてくださいね」


    「私が下ネタを我慢できるとでも？」


    　なんでそんな自信満々なんだよ。ちょっとは控えてくださいよ。下ネタは用法用量を守ってお使いください。下ネタ乱用、ダメ、絶対。


    「話を聞く限り、そのアニーって子、真性包ほう茎けいインポッポ並みのポンコツらしいじゃない。もちろん油ゆ断だんはしないけれど、まあ、そこまで警戒する必要はないんじゃないかしら。その、ところで」


    　いつもなら語尾に下ネタの一つや二つ追加するだろうタイミングで、華か城じよう先輩が口ごもった。なんだ？　体調でも悪いのだろうか。


    「狸たぬ吉きちは、その、黒くて固いものは好きかしら」


    「いや好きじゃないですよ。何言ってるんですか」


    　なんだ。心配して損した。いつもの華城先輩だった。


    　それにしても相変わらず支し離り滅めつ裂れつだ。黒くて固いモノとか、よりにもよってオッサンのガン黒チンコなんて好きなわけないじゃないか。こちとらフェリー事件の際にお尻しりを掘られて一等賞しかけたトラウマがまだ癒いえていないんだぞ。棒状のものを見るたびにお尻を隠しちゃうんだぞ。


    「そう。好きじゃないの」


    　なんでがっかりしてんだ。ＢＬボーイズラブのネタになるとでも思ったのだろうか。


    「どうして好きじゃないの？」


    　と、華城先輩は続けて謎なぞの質問をしてきた。どうしてって。


    「いや、普通そうでしょ。女性は好きかもしれませんが、僕、男ですし」


    「甘いのが苦手ということかしら」


    「なんですか甘いって。糖とう尿によう病びようですか」


    「は？」


    　華城先輩が不ふ可か解かいそうな顔をする。


    　そうだ、よく考えれば糖尿病はおしっこが甘くなる病気であり、精せい液えきや肉棒そのものが甘くなる病気ではない。恥ずかしい。


    「じゃあ、狸吉はビターなのが好きなの？」


    　ビターってなんだ。チンカスか。やめてくださいよ気持ち悪い。


    　あまりにも華城先輩がしつこいので、僕は意を決して答えた。


    「……えと、強しいて言うなら、黒くて柔らかいもののほうが」


    　使い込まれたティンティンより使い込まれたマンマンのほうがマシである。


    　すると華城先輩はふむと口元に手を当て「なるほど。つまり生なら大丈夫なのかしら」とモゴモゴ呟つぶやき、なにやら満足気に納得していた。


    「生がいいのね？」


    「……そりゃまあ、可能ならば」


    　コンドームはつけないほうが気持ちいいって話だし、とりあえず生だよね。居酒屋かよ。


    　そういえば、昔はコンドームのことを（男だん）根こんドームだと勘違いしてて、ならマンドームとか穴ドームとか種類があるに違いないと夢や股こ間かんを膨ふくらませてたなぁ。


    　それにしても、華か城じよう先輩の頭は本当にどうなっているんだろう。周りに人がいないとはいえ、いきなりこんな意味不明なセクハラを。


    「わかったわ。じゃあ、そろそろ生徒会室に行きましょうか」


    　な、なにがわかったというんだろうか。


    　空き教室を出て生徒会室へと足を向けた華城先輩の顔はなぜか満足気だ。僕へのセクハラで下ネタ欲が満たされたのだろうか。ちなみに下ネタ欲とは華城先輩の中で睡眠欲・食欲・性欲の上位に君くん臨りんする第四の欲求である。


    　不自然なくらい上機嫌な華城先輩の様子を不思議に思っているうちに、生徒会室に到着する。


    　そのときだった。


    「会いたかったデース！」


    「うわっ!?」


    　飛びついてきた人影に押し倒され、柔らかいものが顔に押しつけられる。


    　面食らった華城先輩が「た、狸たぬ吉きち!?」と心配そうな声を上げる。その後ろから、


    「おうふ。実に美しいのじゃ」


    　欲望にまみれた下品な声が聞こえた。


    　頑張って首を曲げて見れば、早さ乙おと女め先輩がとろけた顔でスケッチブックに鉛筆を走らせている。


    「なにやってんですか早乙女先輩！　ってゆーか、なんでアニーがここに!?」


    「この子供がスケッチさせてほしいって言ってきたので、代わりにタヌキチのいるところに案内してって頼んだデース」


    「うへへへへ。アンナに匹ひつ敵てきする逸いつ材ざいじゃもの」


    　こいつはほんとに、自分の描かきたいものを描くためだけの存在だな。


    　まあ、そのおかげで日々新鮮かつ斬ざん新しんなエロイラストが生み出され、町中の人々の下半身が元気でいられるわけだけど。


    　僕は早乙女先輩をとりあえず放置し、アニーに向き直った。いまは早乙女先輩のどうしようもない習性にかまっている場合じゃない。


    「アニー、学校には来ちゃダメだって言っただろっ」


    「だって、待ちきれなかったデスから」


    　ニヘッと笑うアニーには悪気も邪じや気きもない。


    　ストレートな好意に思わず赤面してしまうが、ここでデレデレと甘い顔をするわけにはいかない。お、おっぱいなんかに絶対負けたりしない！


    「とにかく、早くどいて……」


    「タヌキチは恥ずかしがりデ～スネ～」


    　アニーはすぐどいてくれたものの、僕の腕に両手を絡ませ、離れようとしない。


    　校内に暖房がきいているせいかアニーは出会ったときのように薄着で、二つのたわわな膨ふくらみがぎゅっと腕に押しつけられる。


    「ちょっ!?」


    「ん～？　なにか言いたいみたいデスネ～？」


    　ぎゅーっとおっぱいが押しつけられ、アニーが悪いた戯ずらっ子のように笑う。僕の股こ間かんのアノマラカリスがカンブリア爆発を起こす。


    　おっぱいには勝てなかったよ……。


    「な、なななななっ」


    　おかしな声が聞こえてきたのでそちらを見れば、華か城じよう先輩がわなわなと震え、僕とアニーを交互に見つめていた。


    　アニーがいま気づいたとばかりに華城先輩のほうを見て、友好的な笑みを浮かべた。


    「はじめましてデース！　タヌキチと結合を前提に付き合っている、アニー・ブラウンいいマース！」


    「「ぶはっ!?」」


    　僕と華城先輩は同時に噴き出した。


    「アレ？　結合ではなく、結婚でしたか？　日本語は難しいデース……」


    　どのみちあらぬ誤解を招くことは間違いなさそうだった。


    「アニーっ！　なんでそんな噓うそつくの！」


    「なにが噓デスか？」


    　呆ぼう然ぜんとする華城先輩はとりあえず置いておいて、アニーを問い詰める。


    「でも、ワタシとタヌキチ、昨日きのうセックスしたデスヨ？」


    「は!?」


    「……は？」


    　アニーのＰピーＭエムが禁止単語を感知して鳴り響く中、ドスの利いた華城先輩の一言がやけにはっきりと聞こえた。日本語ってすごいよね。「は？」の二文字に『フェリーのときあんたが童どう貞てい喪そう失しつしないようあんだけみんなが頑張ったってのに、なにをあっさりしっぽりいってんだこの糞くそ野や郎ろう。潰つぶすぞ』みたいなニュアンスをこめることができるんだからね。


    「アニーっ！　どうしてそんな噓つくの!?」


    「なにが噓デスか？　タヌキチはあんなに気持ちいいこと忘れちゃったデスか？」


    　アニーがきょとんと小首を傾かしげる。華城先輩が「……へー。気持ちよかったの……なら今度は痛い痛いしてあげるわね」と呟つぶやいている。なんで「痛い」が二つあるんですかね。金玉が二つだからですかね。


    「あれ？　セックス？　接せつ吻ぷん？　日本語は難しいデース」


    　アニーが自分の発言に対して首を捻ひねる。そ、そういうことか！　なんて迷惑な言い間違いをするんだ！　


    　僕とアニーの関係を思い切り勘違いした華か城じよう先輩が生徒会室の椅い子すを大きく振りかぶって僕の股こ間かんを狙ねらっている。早く誤解を解かないと、僕のゴールデンボールがデッドボールになってしまう。


    「アニー、こことここがちょっと触れ合っちゃう行為は、接吻とか、口づけっていうんだよ!?　それに昨日きのうのは事故みたいなもんだしさ！　お願いだから、日本語はちゃんと使ってね!?」


    「そうデシタそうデシタ。またうっかり間違えてしまったデース」


    　アニーが照れ笑いを浮かべ、


    「コシとコシを打ち付け合うのが接吻。ワタシ、覚えマシタ！」


    「違う違う！　腰じゃなくて、口だって！　だから『口づけ』とも言うの！　はい繰り返して！　ク・チ・ヅ・ケ」


    「タネヅケ！」


    　アニーのＰピーＭエムが鳴り響く。もう嫌だ！　誰か助けて！


    「もしもし、そちらは善ぜん導どう課でしょうか？　いますぐフル装備で時とき岡おか学園に──」


    「ちょっと!?　華城先輩までなにをやってるんですか!?」


    「いや！　近寄らないで！　触らないで！　そのふやけた人さし指と中指で私まで汚けがすつもりね!?」


    「ふやけてねえよ！」


    　どうにか通報は阻そ止しできたものの、華城先輩が生徒会室にあったハサミを下げ段だんに構えて僕を威い嚇かくする。これ以上近づけばパイプカットならぬスティックカットされてしまうだろう。


    「と、とにかく！　僕はアニーと卑ひ猥わいなことなんてしてませんし、付き合ってもないんです！」


    　必死に弁明していると、


    「え？　ワタシとタヌキチ、恋人同士じゃないデスか？」


    「違うよ！」


    「でも、ワタシとタヌキチ、昨日接吻したデスヨ？」


    「い、いや、そうだけど」


    　そこは一応事実だ。正直華城先輩には知られたくない出来事だったので肯こう定ていしたくはないのだけど、下へ手たにごまかすと余計にややこしい事態になりそうだった。


    「付き合うってのはその、好きだから付き合おうって告白して、ＯＫされて、そこからでしょ？　僕たち、そんな話一言もしてないよね？」


    「ニッポンはそんな面倒な手続きがいるんデスか？　ワタシの国では何回かデートしたり、接せつ吻ぷんしたら、もう恋人デース」


    　なにこれ、文化の違い？　


    　などとうろたえていると、アニーがなにやら怯おびえたように「あわわわ」と震えだした。


    　後ろを振り返ると、瞳どう孔こうをクパァとガン開きにした華か城じよう先輩がおり、


    「……ふーん。どうせまたなにかの間違いかと思っていたのだけど……口づけは否定しないのね……詳しく話を聞かせてもらおうかしら。場合によっては──」


    『手術の必要があるぜ……』


    　いつの間にか僕の中学時代の同級生、濡ぬれ衣ごろもゆとりに連絡をとっていたらしく、華城先輩のＰピーＭエムからゆとりの酷こく薄はくな声が聞こえてきた。


    　手術ってなに？　まさかタマタマ摘てき出しゆつとかそういう？　


    『麻ま酔すいなんて優しさは期待するんじゃねーぜ……』


    「安心しなさい。腎じん臓ぞうや肺はいみたいに、二つあるものは一つなくなっても平気だもの」


    　間違いない。僕の精力を半減させるつもりである。いや確かに、慶けい介すけサイドの人間と仲良くするのはダメなんだろうけど、いくらなんでも罰が重すぎじゃないですかね。


    　いやいやお二人、玉をないがしろにしすぎだぞ。


    　なんで金玉が〝玉〟っていうか知ってます？　丸いから、だなんて単純な理由じゃないんだぞ。玉は男の魂たましいだからタマというのである。


    　アニーが二人の殺気に「？？？」と怯えつつ、僕をうかがう。


    「えーと、状況がよくわからないデスけど、つまりワタシとタヌキチは、恋人同士じゃないデスか？」


    「あー、うん。そう。わかってくれた？」


    「タヌキチ、ワタシの接吻、拒否しなかったのに……」


    「あ、あれは不意打ちだったから！」


    　するとアニーは落らく胆たんするでもなく「そうだったデスカ」と恥ずかしそうに笑うと、


    「なら、これからタヌキチをオトすのデス！　ニッポンにはわりと長くいることになりそうデスし！　少しくらい抵抗されたほうが興奮するデース！」


    「……うぅ」


    　言葉はなんだか不ふ穏おんだったが、なんとも健全な好意だった。


    　思わずくらくらしていると、頰ほおに柔らかい感触が触れた。


    「っ」


    　驚いて飛び上がる。


    　アニーが僕の頰に、軽く口づけしていたのだ。


    「なっ!?　だ、だからっ、日本じゃそういうのは目立つからダメだって！」


    　あっ!?　華か城じよう先輩が「殺す」とかブツブツ呟つぶやきながらどっか行った!?　ちょっ、華城先輩が下ネタも絡ませずにあんなストレートな物言いしたの初めてじゃないの!?　敵対勢力と仲良くするのがマズイのは分かるけど、それにしたって怒りすぎだ！　や、ヤバイよヤバイよ！


    「フフッ、タヌキチはやっぱりかわいいデス。こうやって少しずつ、ワタシのことを好きにさせてみせマース」


    　うう。なんだろう。


    　アニーの好意はなんだかやけにまっすぐというか、凄すごく拒こばみづらい。


    「じゃ、じゃなくて！」


    　いかん！　ここで華城先輩を放っておいてデレデレしてたら、それこそ華城先輩やゆとりの誤解を解けなくなる。股こ間かんが粛しゆく正せいされてしまう！


    　さんざん苦労してやっと《ＳＯＸソツクス》を立て直したのに、敵組織のメンバーと仲良くしてまた壊れてしまったら元も子もない。


    　アニーをふりほどき、華城先輩を追いかけようとしたときだ。


    　さっきまで華城先輩がいた場所に、アンナ先輩が立っていた。


    　心臓が止まるかと思った。


    「……」


    　アンナ先輩はニコニコと朗ほがらかな笑え顔がおを湛たたえていて、そこには殺気も怒気もない。
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    「……あの」


    「なんでしょう？」


    　恐る恐る慎重に、地じ雷らい原げんを歩くかのように声をかける。


    「アンナ先輩、いつからそこに？」


    「そこの見慣れない顔立ちをした方が、奥おく間ま君の頰ほおに唇くちびるを触れさせたあたりからですわ」


    　ああ、僕もう疲れたよパコラッシュ。


    　もうゴールしてもいいよね？


    　僕、この戦争が終わったらソープで童どう貞てい卒業するんだ……。


    　すべてを諦あきらめた僕の頭が、走そう馬ま燈とうの中からこの窮きゆう地ちを脱出する方法ではなく、あらゆる死亡フラグを並べ始める。


    　そうか。僕はここで死ぬのか。


    　死を受け入れた瞬間、射しや精せい直後のように心が穏やかだった。


    　できることなら、コンビニで普通にエロ本を買える世界に生まれ変われますように。


    「もうっ。奥間君は仕方のない人ですわ」


    　と、僕の耳がきゅっと軽く引っ張られる。


    「そんなふうに浮気を繰り返していたら、いくらわたくしでも、いつか愛あい想そを尽かしてしまいますわよ？」　


    　ぷうっと膨ふくれ、アンナ先輩が今度はアニーに向き直る。


    「はじめまして。この学校の生徒会長を務めております、アンナ・錦にしきノの宮みやと申します」


    「え、えと、アニー・ブラウンいいマス」


    「ああ。お義か母あ様さまが言っていた方ですわね。ＰピーＭエムの機能をより向上させるための大使だとか。時とき岡おか学園には視察かなにかで？」


    「タヌキチに会いに来たデス！」


    「ふふふ。正直な方ですわね。ですが」


    　アンナ先輩が内緒ですよ？　とばかりに唇くちびるに指を当てる。


    「部外者の方が学園を出入りするのはマズイですから、視察という名目で来客者用のカードを受け取ってくださいまし。あ、ただし授業中はお静かに」


    　アンナ先輩はそう言うと僕に優しい笑え顔がおを向け、


    「今後しばらくその方をエスコートするのがお仕事なのでしょう？　生徒会に気を遣う必要はありませんから、お義母様からの依頼をこなすことに集中してあげてくださいまし」


    　そしてその柔らかな唇を僕の耳元に近づけると、


    「けれど、その方に本気になってはいけませんわよ。奥間君は、その、わたくしのものなんですから」


    　少しばかり照れたようにはにかみながら、アンナ先輩がウインクとともに僕から離れる。


    　生徒会室に入り、落ち着いた様子で仕事を始めなさった。


    「あれがヤマトナメシコというやつデスか!?　優しくて控えめ！　けれど夜は激しいのデスネ!?」


    　なんだよナメシコって。手コキフェラかよ。


    　はしゃぎ回るアニーとは反対に、僕は呆ぼう然ぜんとしていた。


    　おかしい。


    　アンナ先輩はヤマトナデシコというよりヤマタノオロチみたいな人なのに。


    　なにかがおかしい。


    「どうなっているのかしら……」


    　いつの間にか華か城じよう先輩が隣に戻ってきていて、不ふ可か解かいそうな声を漏もらす。


    「予定では今ごろ、狸たぬ吉きちは八つ裂きになっているはずだったのに」


    　おい、もしかしてアンナ先輩をけしかけたの、華城先輩か？


    　殺すとかなにかの冗談か大げさな表現だと思ってたのに、マジじゃないか！


    『期待してたのと全然違うぜ……』


    　ねえゆとり？　期待ってなに？　二人ともいつからそんな血を求める性格になっちゃったの？　リョナとはまたマニアックな性せい癖へきを……。


    　それにしても、確かにアンナ先輩の態度は不可解だ。


    　フェリーの一件以来、いくらなんでもおとなしすぎる。


    　心当たりといえばアンナ先輩の気持ちに応こたえられないとはっきり口にしたことぐらいだが、僕の股こ間かんをチュッ●チャップスするのに夢中で聞こえてないようだったし……。　


    　それとも本当は少し聞こえていて、あまり強引な誘惑をしないよう態度を改めてくれたのだろうか……？


    　疑問は解決できないまま、僕は啞あ然ぜんとする華城先輩を置いて、「早く街を案内してクダサーイ！」とぐずるアニーに引きずられるように、学校をあとにしたのだった。
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    　僕がアニーの監視役になってから数日が過ぎた。


    「ワタシたちの目的は、ニッポンをはじめ、世界中のヒワイ？　規制をぶちころすことなのデース」


    　放課後。


    　いつも僕たち《ＳＯＸソツクス》が利用している喫茶店から少し離れたファミレスにアニーを誘い、僕はアニーから様々な情報を聞き出していた。


    　慶けい介すけが海外の反規制組織に一体どんなデタラメを吹きこんでいるのか、そもそも海外の反規制組織とはどういうものなのか……アニーが《ＳＯＸソツクス》に抱いだいている誤解を解消するには情報が足りなすぎたからだ。


    「その、〝ワタシたち〟っていうのは、なにか大きな組織だったりするのかな？」


    　僕の質問にアニーは「うーん」と少し考え込み、


    「これといってまとまりがあるわけではないのデース。いちおうコロニーみたいなものは何個もありますし、中心となる人たちもいるデスけど、そこに所属する必要もなくて……ネットを介して全世界に横の繫つながりがある感じなのデース」


    　どうやら組織というよりは、一つの大きな社会運動そのものという感じらしい。そこに各おの々おのが好き勝手参加し、性規制に抵抗しているようだ。


    「いちおう、ワタシたちを示す呼び方もあるデース。日本語だと、《種なしの軍ぐん勢ぜい》とか、そんな感じデース」


    　どういう集団だよ！　中出しし放題じゃん！　


    「あれ？　《名なしの軍勢》デス？」


    「いや知らないけど……たぶん、そっちが正解なんじゃないかな」


    　とまあこんなふうに、僕はこのところずっと、アニーとの会話に専念している。


    「ニッポン見学デース！」とはしゃぐアニーに日が暮れるまで街中引きずり回されながらの情報収集なのでかなり疲れるのだけど、仕方がない。


    　どのみち悪魔（母さん）との契約で僕はアニーといっしょにいなくちゃいけないし、しっかり情報をゲットしておかないと「どうせ上の口から海外の情報を聞き出すんじゃなくて、下の口に精せい液えきを吐き出すつもりなんでしょ！」という華か城じよう先輩の言いがかりを否定しづらくなるからだ。


    　それにそもそも、情報はとても大事だ。


    　抜きに特化したエロマンガやアダルトビデオを鑑賞しすぎて間違った知識を蓄積してしまえば本番で大変なことになるし、まったく鑑賞せず知識が皆かい無むだと、そもそも勝負の土ど俵ひように立つことができない。父さんが口を酸っぱくして言っていた教訓だ。


    　まあ、無知な状態で近所のお姉さんに一からいろいろ教えてもらうというシチュもいいものですがね。おねショタ……幼おさななじみと同様、ほしいと望む年齢になってから手に入れることはできない尊きもの……。


    「それで、ええと《名なしの軍勢》はさ、どういう活動がメインなの？」


    　僕はアニーとの会話を続ける。


    「基本的には世界中で、《セクシャリティ・ノー》と戦っているのデース」


    《セクシャリティ・ノー》といえば、人工授じゆ精せい施設《ラブホスピタル》の設立を主導し、毎日毎日鬱うつ陶とうしい矯きよう正せい放送でただれた焼きマン●みたいな顔を晒さらしているあの金かね子こ玉たま子こが所属しているらしい、国際的な卑ひ猥わい撲ぼく滅めつ団体だ。　


    《ラブホスピタル》を使って日本の生せい殖しよくを完全に管理しようと目もく論ろみ、その異常性からあのソフィアとも対立したヤバイ組織だ。


    「ニッポンほどではないデスが《セクシャリティ・ノー》は世界中に強い影響力を持っているのデース。連中が進めるヒワイの規制拡大を妨害しつつ、ニッポンをヒワイ規制から解放することが、ワタシたちの最終目標なのデス」


    「……どうして、ニッポンの解放が最終目標なの？」


    　それが納得できる理由なら、アニーたちは僕たちと協力できるはずなのだ。


    　するとアニーは少し遠い目をして、


    「いまではかなり違うみたいデスけど、ニッポンは世界で一番、ヒワイな表現に寛容な国だというイメージなのデス」


    　昔の日本については、遠い目をした父さんから聞いたことがある。


    　いまとは真ま逆ぎやくで、日本は一番性的な表現に関する規制がゆるかった。コンビニでエロ本が売られ、大通りにはアダルトショップが軒のきを連ね、ドラッグストアに行けばコンドーさんだけでなくオナホやバイブまで手に入り、プロから素しろ人うとまでとんでもない数の人が日夜ネット上に珠玉のエロイラストを投稿していたという。


    「それはまさに地上の楽園デース。ニッポンにいけばどんな趣味の人でも素晴らしいオカズに出会え、あらゆるヒワイな文化を堪たん能のうできると。さらに、そこに住む人々は膨ぼう大だいなオカズに日々囲まれながら、普段は鉄の心で欲望を制御する紳士だというではありまセンか。理性と本能を絶妙に操あやつるその姿勢はヒワイに対する理想的な姿勢だと評価されていマシタ」


    　なんか、ちらっと父さんに聞いたことがあるな……日本のそういう姿勢は俗に〝フルメタルオナペニスト〟と呼ばれていたとか。いや、本当かどうかは知らないけど。


    　とまあ、そんなふうに捉とらえられていた日本とは逆に、その他の国では当時から性的な表現に関する規制がとても厳しかったそうだ。昔、世界中で評価されていたはずの日本アニメを海外に輸出することができなかったのも、アニメで描えがかれる裸はだかやちょっとエッチな表現が軒並み規制に引っかかったためだと言われてている。


    　規制に関する海外の基準はその当時からあまり変わっていないそうだが、いまでは日本が海外を遙はるかに上回る厳しさの規制となり、関係が逆転しているらしい。


    　日本は地上の楽園から一転して、性表現の一切許されない地獄と化した。


    「世界で一番寛容だった国をこんな状態にしたＰピーＭエム……ニッポンでもっと規制が進んで、その情報規制力が証明されれば、ワタシたちの国やほかの国でもＰＭの導入が進むデス。ニッポンはＰＭの輸出で潤うるおい、ワタシたちの国の指導者は強力な情報統制能力を手に入れ、手始めにヒワイな表現を根こん絶ぜつするところから始めるデショウ……許されることではありまセン！」


    　そしてその世界的な流れを牽けん引いんしているのが国際的な卑ひ猥わい撲ぼく滅めつ団体《セクシャリティ・ノー》であり、海外における下ネタテロ組織と位置づけられるアニーたちは世界中で戦いを繰り広げているのだという。


    　なかでも日本は《セクシャリティ・ノー》の影響力が強く、ＰピーＭエムを中心とした管理体制が厳しかったため、これまで国内ではろくに活動することができなかったらしい。


    　しかし先日、仕事一筋のキャリアウーマンの処しよ女じよ膜がごとく堅けん牢ろうだった日本に大きな隙すきが生まれた。


    　感染すれば男女問わず子供ができなくなると政府が発表した奇病、《こうのとりインフルエンザ》をものともせずに発生した、第三次ベビーブームである。


    「あの一件で政府の信用が失しつ墜ついし、ヒワイな知識の必要性が知れ渡ったいまこそがチャンスだと、ワタシたちはイキリ立ちマシタ！　ニッポンで暗あん躍やくする《セクシャリティ・ノー》！　それをあえて利用するニッポン政府！　ワタシたちがニッポン紳士の下半身を援助するためにケースケ・オニガシラと協力して送り込んでいたヒワイな本の流通を邪魔しては余計なテロばかりヤる《ＳＯＸソツクス》！　こいつらまとめてトドメを刺す絶好のヤリどきだと！」


    「ちょっと待って、そこがわかんない」


    　海外の情勢はなんとなくわかった。


    　けれど《ＳＯＸ》に対する説明だけがめちゃくちゃだ。


    「そもそもその第三次ベビーブームの立て役者が、《ＳＯＸ》だって話だけど？」


    　あくまで第三者の視点で指摘してみる。


    　するとアニーは「タヌキチは騙だまされているのデス！」と息を荒らげた。


    「《ＳＯＸ》は《セクシャリティ・ノー》や政府と結託して絶大な力を持ち、様々な情報工作をヤッているのデス！」


    　どうやら慶けい介すけは相当なデタラメを吹きこんでいるようだ。


    　というか、政府と結託したり情報工作したりしてるのは慶介のほうだろうが！


    　なんなんだ？　勝手に濡ぬらしてたくせに「君がいじるからだよ……」とか責任転てん嫁かするヒロインなのか!?　……な、なんだよ。そう考えると可愛いじゃねえか……。


    「それでデスね、《ＳＯＸ》の力の源みなもととなっている機械は、ケータイというものらしいのデス」


    　ケータイでＰＭを無効化してるってのは慶介にバレてるのか。まあ華か城じよう先輩、《雪せつ原げんの青あお》のときは結構堂々とＰＭ無効化しまくってるしな……。ケータイが鍵かぎだとバレててもおかしくはないのか。一応確認のため、アニーに探りを入れてみる。


    「ケータイらしいって、確証はないの？」


    「ワタシもちょっと又聞きというか。なのでケースケの狙ねらいもよくわからないのデスが、とにかく、そのケータイとやらを破壊すれば《ＳＯＸ》は大ダメージを喰くらうはずデース」


    　まあ、大体の話はわかった。またぞろ慶介がろくでもない謀ぼう略りやくを巡らせているらしい。


    　とはいえ、どうしたものかな。


    　どうやってアニーの誤解を解こう。


    　僕が《ＳＯＸソツクス》だと明かすのは最後の切り札だ。もし明かしてもなお誤解が解けず、万が一にでも華か城じよう先輩のＰピーＭエム無効化ケータイに辿たどり着かれてしまうのは避けたい。


    　あの人たぶん、ＰＭ無効化できないと死んじゃうし。


    「ところで、そのケータイってやつ、どうやって見つけるつもり？」


    　ある意味で一番大事なことをそれとなく聞いてみた。


    　いくらなんでもなんのあてもなくこの街にやってきたわけじゃないだろう。


    　パンツの色を尋ねたようにドキドキしながら、アニーの答えを待つ。


    　しかし返ってきた答えは僕の緊張に反して随分呑のん気きなもので、


    「頑張って捜しマス！」


    　飛び級で大学を卒業したという話はどこいったと訊ききたくなる健けな気げな方法だった。


    「《ＳＯＸ》の拠きよ点てんがここ第一清せい麗れい指定都市にあるということだけは聞いているので、たぶんどうにかなりマース！　ニッポンの街、小さいデスから！」


    　まあ日本は土地も街も家もチンコも小さいって聞くけどさ。


    　いやけど、堅さは世界でも有数らしいよ？　通称サムライブレード。大きさ的には日本刀というより小こ太だ刀ちの部類か。しかし切断ではなく突くことしかできないムスコを刀にたとえるのはちょっと違うか。ジャパニーズランスのほうが適切かもしれない。


    「それにしても、いくら卑ひ猥わいな表現を守るためとはい、よく一人で日本に来る気になったね」


    　ケータイを捜す有効な手段がないことを確認したあと、もう一つ気になっていたことを尋ねる。ほかに仲間がいた場合、華城先輩にもっと注意をするよう呼びかけなくちゃいけないからだ。


    　それに、もしほかに仲間がいたら、アニーの誤解を解くための手順が変わってくる。ほら、調教モノでも一人ずつと複数同時だとやり口が変わるでしょ？　そんな感じそんな感じ。


    「それはデスネ！　できるだけ早く、ニッポンに来たいと思っていたので！」


    　と、急にアニーが目をキラキラとさせ始めた。


    　一人で来たことを否定していないからほかに仲間はいなさそうだけど（一人なら調教──もとい説得しやすいぞ、ゲヘヘ）、急にテンションが跳ね上がって少し驚く。


    「なにしろここは、あの偉大な作家、肉バイブ先生を生んだ国なのデスから！」


    　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！


    「ちょっとアニー!?」


    　アニーのＰＭから発せられる不愉快な音が店内に鳴り響き、店員や客がぎょっとこちらに注目した。


    　まだ《こうのとりインフルエンザ》を信じているらしい女性が「ひっ」と小さく悲鳴を上げてそそくさと店を出て行く。　


    　必死にアニーを止めるが、アニーは熱に浮かされたように止まらない。


    「肉バイブ先生はまさにメシア……彼女の小説を原文で読むために、ワタシは日本語を覚えたのデス……『パイオツハザード』に『インデペンデンス腐ふ女じよ子し』……あんなに頭のおかしい世界が存在してもいいのだと、感動して絶頂したものデス……ワタシの肉バイブルなのデス……」


    　いよいよ店内が騒がしくなってきた。


    　僕は慌あわてて精算を済ませてから店を飛びだした。


    　アニーのＰピーＭエムが静かになるまで少し歩いて、今度は人ひと気けのない喫茶店に入る。またすぐ逃げ出せるよう、精算を最初に済ませておくタイプの店を選んだ。


    「ちょっとアニーっ！　禁止単語はやめてってば！」


    　ほらまた母さんからメールだよ！　『殺す』だってさ！　


    「ゴメンナサイ。つい」


    　アニーはしゅんと目を伏せ、けれど次の瞬間にはすぐさま元気になる。オナ禁後のちんこかよ。


    「けど、本当に素晴らしいのデス！　さっきの二作品は特に凄すごいのデース！　タヌキチのようなニンジャ紳士の活躍するお話で、暗あん誦しようできるほど読み込んでしまいマシタ！　ええと確か──」


    「待った！　ストップ！」


    　本当に暗誦しようとし始めたアニーを慌てて止める。タイトルからして頭おかしいのだから、中身はもっとヤバイに決まってる。


    「でもワタシ、布ふ教きようしたいデース」


    「ほら、そんな凄い小説なんだから、最初はちゃんと活字で読みたいし」


    　なにがなんでも暗誦しようとするアニーを必死で止める。


    「そう言われても……あの本をニッポンに持ち込むのは難しいデース……」


    　アニーが不満げに漏もらす。


    　アニーはしばらく考え込むようにお冷やをちびちび飲んでいたのだが、ふとその表情が華やいだ。


    「そうデース」


    　いいことを思いついたとばかりパチンと手を打つ。それから僕の隣に移動して、首に両腕を絡めてくる。


    「ワタシがこの国から帰るとき、タヌキチもついてきてくれればいいのデス！」


    　唇くちびるが触れそうになる距離で止まったまま、アニーが誘うように目を細める。


    「タヌキチはまだ、アニーのこと好きじゃないデスか……？」


    　そこから決して近づいてこようとしない。あくまでこちらに答えを求めるように、けれど好意はまっすぐ伝えてくる。


    　強引すぎて恐怖すら感じるアンナ先輩の好意とは真ま逆ぎやく、思わずこちらから手を伸ばしてしまいそうな心ここ地ちよさだ。しまいにはムスコまで「いかないの？　バカなの？　死ぬの？」と僕に抗議してくる。遂に幻げん聴ちようまで聞こえだしたか……。


    　ゴンッ！


    「「っ!?」」


    　そのときだった。　


    　後頭部に衝しよう撃げきが走り、アニーとおでこがぶつかる。


    　アニーとともに悶もん絶ぜつしながら、僕は何事かと辺りを見まわす。


    　ソファーには頼んだ覚えのないマグカップが転がっていて、どうやらこれが僕の頭に直撃したらしかった。


    「誰がこんな……うっ!?」


    　辺りを見まわしてすぐ、その人と目が合った。


    　少し離れた席で三つ編み眼鏡めがねの華か城じよう先輩がにっこりと微笑ほほえみ、こいこいと手招きしていたのである。


    　僕にはわかる。あれは『ケツマン●と口マ●コと尿によう道どうに塩えん酸さん流し込むぞ？』って顔だ。対応を誤れば首都湾に沈められるか、さもなくばゆとりが集めてきた牛や豚の精せい液えき風ぶ呂ろに沈められる。ダメッ！　全身が孕はらんじゃう！


    「アニー、ちょっと僕、トイレ行くからっ」


    　打ちどころが悪かったらしく悶絶し続けるアニーをその場に放置し、華城先輩のいる席に滑り込んだ。


    　せっかくアニーと引きはなしたのになにやってるんですか！　とか言いたいことは山ほどあたが、華城先輩がなぜか不機嫌なのでまずは話を聞くことにする。


    「あの、華城先輩、どうしてここに？」


    「……」


    　華城先輩は質問に答えず、なにやら糸が取り付けられた紙コップを手渡してきた。


    　糸電話？　……どうしてわざわざ尿検査用のやつなんですかねぇ。


    「あの、なんですこれ？」


    「いいから、早く、耳に当ててじっとしてなさい」


    　あ、これ逆らうと乳ち首くび捻ひねりつぶされるやつだ。有う無むを言わさぬ華城先輩の迫力に気け圧おされ、恐る恐るコップを耳に当てる。……まさか使用済みだったりしないよな、このコップ。


    「いまから私が考えた〝卑ひ猥わいな隠いん語ご辞典〟の中身を一部抜ばつ粋すい、朗読するわ」


    「あの、華城先輩？」


    「まだ未完成だからスカスカだけど。まあ聞きなさい。拒否権はないわよ」


    　華城先輩はにっこりと微笑んだ後、たたんである上着のポケットに入っているらしいケータイをいじってＰピーＭエムを無効化すると、アナウンサーも裸足はだしで逃げ出す勢いで流りゆう暢ちように話し始めた。


    「──早そう漏ろう　空気に触れるだけで射しや精せいしてしまいかねないほど敏感な男のこと。少し触れれば爆発してしまう危険性から、別名ニトログリセリン。口くち癖ぐせは『俺おれはまだ本気汁出してないだけ』


    　──ダシ　通常は料理などに使われる出し汁を指すが、漢字で表記した途端〝出汁〟となり、完全に射精や潮吹きを指す隠語と化す。


    　──ちくわ　魚介類をすりつぶし、男性器の形に固めたもの。わざわざ穴を開け、尿道まで再現している。人によってはこの穴に己おのれの肉棒を無理やり挿そう入にゆうし「尿道ファック！」とかやったりする。〝チク輪〟と表記する場合は三百六十度をおっぱいに囲まれ、どこを向いても鼻先に乳ち首くびが当たる状態を指す。乳首の輪。


    　──爆発　射精を表現する際に使われる言葉。『芸術は爆発だ』という言葉とあわせることで、射精＝爆発＝芸術となり、射精＝芸術と証明できる。


    　──魔法使い　三十歳を超えるまで童どう貞ていを貫つらぬいた男の勲くん章しよう。実践経験がないゆえに、本気で絶頂に達した女の子は光る、などのデマを信じやすい、いろいろな面で純粋な存在。放置しておくと「好きな女の子のちんこなら舐なめてもいい」などと言い出すため、そうなったら万札を握らせお店へ叩たたき込むべし」


    　頭がどうにかなりそうだった。


    　僕はその毒電波によって脳が破壊される前に紙コップを耳から引きはがす。


    「ちょっと。なにしてるの。まだあと三百項目くらいあるのよ？」


    　何時間ぶっ通しで語る気だよ！　ＰピーＭエムの無効化時間は一日三分、とてももたないだろう。


    「いきなりなんなんですか！　アニーが近くにいるんですよ!?」


    「い、言われなくてもわかってるわよ。だからわざわざ、糸電話を作ってきたのに」


    　華か城じよう先輩は拗すねたように目を逸そらす。


    「確かにそれならバレないでしょうけど、だからってわざわざ危険なことをしないでください」


    　すると華城先輩は「だって」といよいよ唇くちびるを尖とがらせ、


    「狸たぬ吉きちったら、ずっとあの子にかかりきりで、私の下ネタ、聞いてくれないんだもの……」


    「な……」


    　どういう意味ですかそれ、と聞こうとしたところ、華城先輩はこちらを睨にらみ、紙コップを耳に当てるようジェスチャーで示す。


    　しぶしぶ紙コップを耳に当てると、華城先輩はやけに低い声で、


    「それに……私が近くにいないと、狸吉なんかあっさりハニートラップに引っかかってしまうわ。ど根性ガエ●ならぬ、ど根性チンコの性欲に振りまわされる狸吉の姿が目に浮かぶわ」


    「ぐっ」


    　先ほどアニーの誘惑にぐらぐらしていた手前、反論できない。


    「情けないわね。むしろアニーをちんぽ奴ど隷れいにして慶けい介すけたちにとって都合の悪い情報を聞き出すとか、そういう気き概がいはないのかしら！」


    　僕のムスコにそんな異能は備わってない！


    「あ、ＰピーＭエムの無効化時間が終わっちゃったわ」


    　華か城じよう先輩が顔をしかめた。


    　そりゃあんだけ喋しやべりまくればそうでしょうよ。いつもみたいにこまめに無効化オンオフしてなかったみたいだし。


    　華城先輩が不満げに糸電話を収納する。


    　と、そのときだった。


    「タヌキチ遅いデース」


    　悶もん絶ぜつ状態から回復したらしいアニーが席を立ち、トイレを探すように店内をうろうろし始めた。


    　まずいと思って華城先輩から距離を取ろうとしたのだが、時既に遅く、アニーはすぐに僕を見つけて近寄ってきた。


    「アレ？　トキオカの会長二号サン？」


    　僕の向かいに座る華城先輩を見つけ、アニーが目を丸くする。


    　二号って。愛人じゃないんだから。


    　アニーは自分の席からいそいそと自分の分の珈コー琲ヒーを運んでくると、僕をソファーに押し込むようにして同席した。


    「奇遇デース」


    　アニーが華城先輩に快活な笑え顔がおを向ける。


    　僕が華城先輩とお喋りしてたことは特に気にしていないようで、このまま三人でお喋りを楽しもうというつもりらしかった。


    「はいはい、どうも」


    　対して華城先輩は生徒会モードにふさわしく一気に不機嫌そうな態度に……あれ？　なんか、生徒会モードにしては不機嫌が過ぎるというか、おどろおどろしい殺気めいたものまで感じるというか……この感じは、久しく感じていないアンナ先輩の殺気に通じるものがある。


    　どうしたというんだろう。お気に入りのエロ本をなくしたとか？


    　いやでもさっきまではわりと機嫌よかったしな……女の子の日なのだろうか。


    　うーん。前々から思ってたけど、女の子はわかりやすいところに生理マークをつけておいてほしい。いやエロい意図なんて全然ないよ？　「あ、この子いまイライラしてるから近づかないでおこう」ってわかって便利じゃん。代わりに男はオナ禁何日目かわかるステッカーを股こ間かんに貼はるからさ。「あ、こいついまムラムラしてるから優しい言葉は信じないようにしよう」ってわかるようになるよ。皆が幸せ！


    「あー……えーとデスネー」


    　ムスッと頰ほお杖づえをついて、そっぽを向いたまま話しかけんなオーラを滾たぎらせる先輩に、アニーもどう接していいかわからないらしい。


    　しばし考え込んだ後、はじけるような笑え顔がおで、


    「会長二号サンは、タヌキチとセックスがしたいデスか!?」


    　パリーン！


    　華か城じよう先輩の眼鏡めがねにヒビが入った!?　なにそれどういう仕組み!?


    　ああいや、見間違いか。アニーのトンデモ発言に僕も相当動揺していた。どのくらい動揺してたかというと、その昔、寝ぼけて布ふ団とんに股こ間かんをこすりつけていたのを母さんに発見されたときくらい。二度寝しながらの床ゆかオナは最高だよね。まさに夢心ごこ地ち。


    「アニーっ！」


    　ＰピーＭエムが店内に鳴り響き、店員さんが怪け訝げんな表情でこっちを睨にらむ中、アニーは僕の制止もまったく聞かず、大声で続ける。


    「それともまさか、既にニッポンの伝統文化、フデオロシをタヌキチにやってあげたデスか!?　それはそれでとっても素敵デス！　ワタシのときはタヌキチにリードしてもらいマス！」


    「もしもし善ぜん導どう課ですか!?　店内に不良外国人がいて、学生と卑ひ猥わいな話を──」


    　たまりかねた店の人が通報する気配。


    「な、なな、ななななな」


    　顔を真っ赤かにして機能停止した華城先輩とアニーを引っ張り、僕はお店を飛びだした。


    「アニーっ！　僕が殺されてもいいっての!?」


    　随分遠くまで逃げてから説教を始める。


    　隣では華城先輩がいまだに放心状態となっていた。


    「それは困りマース。けど、タヌキチがチェリーかどうかも重要な問題デース」


    「知りたきゃ教えてあげるよ！　僕は正しよう真しん正しよう銘めいのさくらんぼだよ！」


    　そうさ！　僕の股間の暴れん坊はさくらんぼうさ！　どれだけの苦難を乗り越えて守ってきたと思ってるんだ！　僕の童どう貞ていはそこらの処しよ女じよより尊いんだぞ！　


    　ピピピピ。


    　アニーの開き直りに頭を抱えていると、僕のＰＭに着信があった。うわぁ、出たくないなぁ。


    「も、もしもし」


    『爛らん子こだ。なぁ狸たぬ吉きち。私はいま、非常に機嫌が悪い』


    　う、うん。電話出る前からわかってましたよ。


    『ストレスで胃に穴が開きそうだ』


    「そ、それは大変だね……」


    『もう少ししたら休暇が取れる。そのときは』


    　唐とう突とつな沈黙。


    『──貴き様さまが一番痛みを感じる場所に、穴が開くほど蹴けりを叩たたき込んでやる』


    　ちょっ、それどこ!?　どこに風かざ穴あな開けるつもり!?　


    　まさか、大事な一人息子の一本ムスコを攻撃するわけないよね!?　棒のある場所に穴を開けるつもりじゃないよね!?


    　僕が恐怖に愕がく然ぜんとしていると、母さんからの電話は一方的に切れた。あかんこれ。


    「会長二号サン。これ、忘れ物デース」


    　僕が死刑宣告を受けている間にも、その原因となったアニーは能天気な笑え顔がおで華か城じよう先輩に上着を渡していた。


    　華城先輩は真っ赤かな顔で放心したまま「どうも」と心ここにあらずで受け取る。


    　アニーはその笑顔のままくるりとこちらに体を向けると、


    「今日きようは楽しかったデス。ワタシ、そろそろホテルに帰りマス」


    「え？　もう？」


    　いつもはもっと遅く、日が暮れるまでいろいろな場所に行きたがるのに。


    「ハイ！　タヌキチがワタシと同じ、生まれたままの下半身だとわかっただけで収穫デス！」


    　まるですっぽんぽんみたいな表現やめてくれる？


    　それに生まれたままじゃないぞ。毛とか。剝むけ具合とか。


    「タヌキチにこれをプレゼントデース」


    　アニーはなにやら紙片を取りだすと、そこになにか書き込んで折りたたみ、僕に渡してきた。


    「なにこれ？」


    「フフフ」


    　アニーは意味深に笑うとひそひそ声で、


    「タヌキチがワタシの下半身をエスコートしてくれる気になったら、開けてクダサイ」


    「なっ!?」


    　ストレートなお誘いに赤面していると、アニーはニヒヒッと楽しげに笑い、


    「それでは！　ホテルも近いので、ここでお別れデス！」


    　ぶんぶんと手を振り、あっという間に見えなくなってしまった。


    「……台風みたいな子だなあ」


    　出会ったばかりのころの華城先輩を彷ほう彿ふつとさせるのは、禁止単語をばんばん口にするから、だけではないだろう。エロをまっすぐ好いている様子や、それを守るために突き進むパワーが華城先輩にそっくりだ。


    　そしてその華城先輩はといえば、


    「が、合体したいのか、ですって……？　わ、私はそんな！　子づくりしか頭にないような女じゃないわ！」


    　顔を真っ赤にしてわけのわからないことを喚わめいていた。


    「見てなさい！　私の心が下半身だけの女じゃないって、すぐに思い知らせてあげるんだから！」


    



    　　　　　　●


    



    　その日の夜のことだった。


    　今日きようは母さんも帰ってこないし、寝る前に一発──と賢者になるべく精神を集中させていたとき、玄関の呼び鈴りんが鳴った。


    　まさかアンナ先輩が僕の性欲の高まりを感じて……？　と警戒してドアスコープから外を見ると、そこにはアニーが立っていた。


    「え？　アニー？」


    　玄関を開けると、寒さで鼻の頭をクリトリスのように赤くしたアニーが満面の笑みで抱きついてきた。


    「ハーイ、タヌキチ！」


    「ちょっとアニー!?　どうしたのこんな夜中に」


    　時刻は既に午後十時ごろ。いわゆる子づくりタイムである。


    「ハイ。急に帰国することになったので、最後の挨あい拶さつに」


    「は？　帰国？」


    　見ればアパートに隣接する道路には高そうな黒塗りの車が停とめられている。善ぜん導どう課とは別の、政府関係者かなにかだろうか。


    「そうデース！　かなり急ぐので、そう長く話している時間もないのデース。だから最後にこれだけ、直接タヌキチに言ってお別れしようと思って」


    「ちょっと、アニー？　話が唐とう突とつすぎてなにがなんだか」


    「ワタシ、タヌキチのこと大好きデース。もしワタシの専用肉バイブになる気になったら、あの紙を開けてクダサイ。ワタシ、ずっと待ってるデース」


    　アニーが一際強く抱きしめてきた。そのまっすぐな気持ちに、押しつけられる頰ほおの熱さに、僕の言葉は無理やり中断させられてしまう。


    「それと、タヌキチには一つ注意しておかないといけないことが──」


    　と、アニーがなにか言いかけたところで、高級車がクラクションを鳴らした。


    「ああっ、飛行機に間に合わなくなるデース！」


    　アニーは僕から体を離し、名な残ごり惜おしそうに手だけ握ったまま、


    「とにかく、あの会長二号サンからはいますぐ距離をおくデース」


    「え？　それってどういう──」


    「それでは！　ワタシはもう行くデース」


    　アニーは急ぎすぎたのか何度か転びつつ高級車に飛び込み、そのまま行ってしまった。


    「な、なんだったんだ、一体……」


    　嵐あらしのように現れ嵐のように去っていった異国の少女。


    　脳のう裏りに様々な疑問が浮かぶ。


    　なんでこんな急に帰国することに？　華か城じよう先輩から距離を取れって、どういうことだ？　


    　そしてなにより不ふ可か解かいなことは、


    「アニーのＰピーＭエム、禁止単語を感知してなかったような……？」　


    　帰国が決まったから、既にＰＭを外す許可が出ていたりしたのだろうか……？　いやでも、外国人用のＰＭは空港でしか外せないはずだし。


    　なにもかも釈然としないまま、アニーは僕の前から姿を消したのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　その次の日。


    「そうか、本当に帰っちゃったんだ」


    『ああ。こちらとしては願ったり叶かなったりだが、少々不自然だな』


    　朝一でかかってきた母さんからの電話は、もうアニーの監視は必要ないというものだった。


    　なにかトラブルが起きたとかで、アニーは僕のところに来た直後、本当に帰国してしまったらしい。


    『なにかキナ臭い。そちらに帰るまでまだ少しかかる。それまで用心しろ』


    　母さんはそう言葉をかけてくれるが、アニーが禁止単語をぶっ放した分のペナルティが溜たまりに溜まっているいま、母さんにはあまり帰ってきてほしくないですね。


    「うん、まあ、注意するよ」


    　電話を終え、朝ご飯のオカズの準備にとりかかる。


    　どうしようか。今日きようの予定がぽっかりなくなってしまった。


    　今日は学校も休みだから、一日中アニーを監視することになるだろうと思っていたのに。


    　急にいなくなられると、少し寂しい気もする。


    　試しにアニーのＰＭに電話をかけてみるけど、やっぱり繫つながらない。


    　そりゃそうだ。海外に帰ったなら、ＰＭは回収されてしまっている。


    　いやそりゃあ、早く帰ってくれないかなーとは思ってたよ？　アニーがちょろちょろしてると心労が半端なかったし。


    　実際僕はストレス解消のために０７２に手を出し、そのせいで溜まりやすくなったストレスを解消するためにまた０７２という最悪の負の連れん鎖さ、オナサイクルにはまるところだったのだ。


    　けれどアニーといると結構楽しかったし、（禁止単語さえ言わなければ）悪い子じゃなかったから、せめて《ＳＯＸソツクス》についての誤解を解いてからお別れしたかった。


    「まあ、ケータイを壊すだなんて慶けい介すけのふざけた狙ねらいは阻そ止しできたし、いまはこれでいいか」


    　ティッシュを脇わきに用意し、「いただきます！」と手を合わせてからオカズに手を伸ばしたそのときだった。


    　ピンポーン。


    　誰かがうちを訪ねてきた。


    「誰だ？　こんな時間に」


    　昨夜の出来事が連想され、まさかと思いながらドアスコープを覗のぞく。


    「あれ？　華か城じよう先輩？」


    「……おはよう」


    　ドアを開けると、そこには三つ編み眼鏡めがね、生徒会モードの華城先輩が立っていた。


    　しかしなにか様子がおかしい。


    　口元をマフラーで何重にも巻き、目の下は同級生の不ふ破わさんみたいに濃いクマができている。


    　なにより変なのは周りに人がいるわけでもないのに、挨あい拶さつが普通に「おはよう」だった点だ。そこに下ネタをねじ込んでこないなんて、もしかしてニセモノか？


    　試しにティッシュ箱の取りだし口を女性の割れ目に見立て、冷蔵庫にあったエリンギでなぞり、目の前の華城先輩（？）の目の前で焦じらしプレイを再現してみると、


    「う、うぐうううぅ」

  


  [image: ]


  
    　華か城じよう先輩（？）は喉のどの辺りを押さえ、十字架を目の前にした悪魔のように苦しみ始めた。


    　ニセモノだ！　一体誰だこいつは！　


    「なにが目的だ!?」　


    　僕は慌あわててニセモノを閉め出そうとした。


    　だが、


    「どうしよう……」


    　何重にも巻かれたマフラーの奥からか細い声が漏もれた。


    「ケータイが、どっか行っちゃったの……」


    「……は？」


    「ＰピーＭエムが、無効化できない」


    　迷子になった子供みたいに、華城先輩がぎゅっと僕の服の裾すそをつまんでいた。

  


  
    



    　第二章　呉ご越えつ同どう舟しゆう～悔くやしい、けど荷か担たんしちゃうっビクンビクン～


    



    「ダメっスね。いまのところ、ケータイらしきものを見つけた下げ僕ぼく──もといトモダチはいないっス」


    　華城先輩がケータイを紛ふん失しつしたと僕のアパートにやってきてから数時間。


    　僕のアパートにやってきて、支配下に置いている時とき岡おか学園中等部の生徒にあれこれ指示を飛ばしていた鼓こ修す理りが首を横に振った。


    「交番のほうはどうじゃ？」


    　じーっとある一点を凝ぎよう視ししながら、早さ乙おと女め先輩が鼓修理に尋ねる。


    「そっちも望み薄っスね。何人かトモダチに交番を当たらせたっスけど、そういうのは届いてないみたいっス」


    　ところでさっきから気になってたんだけど、どうして鼓修理は〝友達〟が片言なんだ？　鼓修理の頭の中は友達という概念が存在しない暗黒な世界かなにかか？


    『となるとやっぱ、もう壊されてんじゃねーか。あの金髪女に』


    　鼓修理のＰＭを介してゆとりが深刻な顔をして言った。


    「それは、どうだろう……」


    　確かにその線が濃厚だけど……果たしてアニーがケータイの存在に気づく機会があったか？


    　もしアニーがケータイを奪ったのなら喫茶店から逃走している最中だけど、あの混乱の中、既に一日の無効化時間を使い切ったケータイを目的のブツだと判断して破壊できるのか。


    　アニーに確認できれば早いのだけど、もうアニーは海外だ。連絡する手段がない。


    「華か城じよう先輩、ケータイの紛ふん失しつに気づいたのは今け朝さだったんですよね？」


    　僕は部屋の真ん中で堂々と仁に王おう立だちしている華城先輩にもう一度確認する。


    「ええ、そのとおりよ。卑ひ猥わいな禽きん獣じゆうの代表格、スズメがちゅんちゅんと囀さえずっていたわ」


    　僕の家にやってきたときとは打って変わってやけに力強い。


    　そんな華城先輩の顔を、早さ乙おと女め先輩はさっきから舐なめ回すように観察していた。視し姦かんと言われても仕方のない舐め回しっぷりだった。


    「それが疑問なんですけど、なんで朝になるまで気づかなかったんです？」


    　華城先輩はいつもケータイを肌はだ身み離さず持っていたし、華城先輩にとって命綱みたいなものなのだから、いくら無効化時間を使い切っていたとしても、なくしたりしたらすぐに気づきそうなものだ。　


    「う、ぐ。それは……」


    　堂々としたポーズと表情のまま、なぜか華城先輩は口ごもる。


    「男の子には話せない、卑猥な理由があるのよ！」


    「それじゃわかんないですって。ケータイを捜す手がかりにもなるかもしれないんですから」


    　どうせそんなエロい理由でもないだろうと尋ねてみると、


    「……いや、ちょっと、その、試作品を作るのに夢中で……」


    「？　新しい妊にん娠しんセットかなにかですか？」


    　少しでもケータイの手がかりを得るため、華城先輩の曖あい昧まいな供述を掘り下げる。


    「おいそこのバカ。ちょっと来るっス」


    　するとなぜか殺気を漲みなぎらせた鼓こ修す理りに耳を引っ張られ、部屋の隅に連れていかれた。


    「いまはそんなプレイをしてる場合じゃないっスよ」


    「は？　プレイ？」


    「……は？　まさか本気でわかってないんっスか？　綾あや女め様がなんで上うわの空そらだったのか」


    　鼓修理が男同士の青あお姦かんを目撃したかのような目を僕に向ける。本気で驚きつつ心底ドン引きしている顔だ。


    「鼓修理。こいつはそういうヤツだぜ。……なんか昔より悪化してる気がするけどな」


    　ゆとりまでもが、オナニーでしかイけなくなった情けない男を語るような諦てい観かんに満ちた声を出す。


    　なんなんだ一体。


    「まあそんな、一人息子のムスコが男にしか反応しないとわかった親みたいに深刻な顔をしなくていいんじゃないかしら」


    　華か城じよう先輩があっけらかんと言った。


    「もうＰピーＭエム無効化があまり必要ないくらいに卑ひ猥わいな知識は広まりつつあるし、ＰＭ無効化なんかなくたって、私はいくらでも卑猥な冗談を連発することができるわ」


    　華城先輩はどこからか取りだした[image: ]ドライバーと＋ネジをがっちょんがっちょんさせて「体の相性が悪いカップル」とやったあと、＋ドライバーを取りだし「体の相性ばっちり。略奪！」とかやっている。彼女（＋ネジ）を寝取られた[image: ]ドライバーは窓からベランダへ身投げした。おい、取りに行くの面倒だろうが。


    「なくなってしまったものは仕方がないもの。ここで右往左往するのはたぶん、慶けい介すけの思う壺つぼだわ。これまでどおり、第三次ベビーブームでゆらぐ《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》にトドメを刺しにいかなくちゃ」


    　慶介の差し向けた嫌がらせにまるで屈した様子のない華城先輩に鼓こ修す理りが「綾あや女め様……っ」と崇すう拝はいするような顔を向けたあと、「うちのアホがご迷惑をっス……」と実の父親をディスりながら謝罪する。


    「いいのよ。でもいつか、あのおっさんの排はい泄せつ腔こうの画像を全世界に配信させてね？」


    「もちろんっス！」　


    　恐ろしい契約が結ばれようとしていた。


    　そのときだ。


    「ふむ。もうそろそろじゃな」


    　それまでじっと華城先輩を観察していた早さ乙おと女め先輩が呟つぶやいた。


    　もうそろそろって、なにが？


    「というわけで、ケータイのことはもう忘れて、次のテロの計画をオチンチ──ぐふっ」


    「綾女様あああああああああああ!?」


    　突とつ如じよ、華城先輩が口を押さえながら倒れた。


    　え？　なに？


    「し、心配ないわ。これはただのつわりみたいなもので──セックるぐふっ」


    「あ、綾女様！　もう喋しやべっちゃダメっス！」


    　鼓修理が、瀕ひん死しになりながら最後の言葉を残そうとする人に向けるような言葉を発した。


    「禁断症状じゃな」


    　早乙女先輩が腕を組んで言った。


    　き、禁断症状？


    「わしらがここに来たときから、なにか無理をしておると思っておったが、やはりか」


    　珍しく早乙女先輩の表情は深刻で、「ち、ちんち──まんま──」と言いかけては口を押さえる華城先輩をさっきより近くで観察する。


    「わしの適当な見立てじゃが、もって一週間というところじゃな」


    「一週間って、まさか……」


    「それ以上、綾あや女めが禁止単語を我慢するのは不可能じゃろう。まあ、あくまで目安じゃが」


    　アホみたいな話だが、これは相当ヤバイ。


    　華か城じよう先輩が禁止単語を口走り、善ぜん導どう課から詳しく調べられるようなことがあれば……。


    《ＳＯＸソツクス》存続の危機だ。


    　第三次ベビーブームのおかげで生まれつつある規制反対の流れは途切れ、僕たちを陰ながらサポートしてくれている人たちにまで被害は及ぶ。


    　そして間違いなく。華城先輩は逮たい捕ほされ、僕たちの前からいなくなってしまうだろう。


    　それだけは絶対に嫌だった。……不思議なものだ。出会った当初は早くこの頭のおかしい人から解放されたいとさえ思っていたのに、いまはなんの迷いもなくそう感じる。


    　……まあ、その原因が華城先輩の口からあふれだしそうになっている「ちんこ！」やら「ま●こ！」やらだというのがいまいち真剣味を損なうわけだが。


    「こ、こんな綾女様、見てらんないっス……」


    　下ネタを言えずに苦しみ始める華城先輩を見て鼓こ修す理りが目に涙を浮かべ、


    「……あんのアホ親父……精神的に殺してやるっス……」


    　どす黒いオーラを発してアパートを出ていった。


    　ゆとりから馬でも借りて慶けい介すけの尻しり穴あなを突貫しかねない勢いだった。


    「どうすりゃいいんだ……」


    　いまにも「ちんこ」と口走ってしまいそうな華城先輩を見下ろして途方に暮れる。


    　せめてケータイが本当に破壊されてしまったのかどうか、ただなくしてしまっただけなのか、アニーがなにかしたのか、それらがはっきりしなければどうしようもない。


    　脱出するために考えをまとめようにも、全身の性感帯を責められているために頭がふわふわしちゃう女戦士のように思考がバラバラになる。


    「……そういえば」


    　僕はアニーから渡された紙片のことを思い出した。


    　別れ際に渡されたあれが、なにか手がかりにならないだろうか。


    　上着のポケットに入ったままになっていたそれを開く。


    　そこには電話番号らしきものが書かれていた。番号の桁けた数からして、ＰピーＭエムの番号ではない。


    「これって、もしかして……」


    「おい奥おく間まよ。こっちを手伝うのじゃ」


    　布ふ団とんやらなんやらを引っ張り出して華城先輩の介かい抱ほうを始めようとしていた早さ乙おと女め先輩に声をかけられる。


    「すみません、ちょっとそっち任せていいですか」


    　僕はＰピーＭエムにその番号を打ち込んだ。


    「うぅ、狸たぬ吉きちのせいえ──汁のしみこんだ布ふ団とんなんて……」


    　抗議したくなる華か城じよう先輩のうめき声もとりあえずスルーし、僕はＰＭのコール音に集中する。


    　やがて、


    『Ｈｅｌｌｏハロー？』


    　ＰＭの向こうから、異国の言葉が聞こえた。　


    「アニー!?」


    　僕の呼びかけに、ハッと息を呑のむような気配が応こたえる。


    『タヌキチ!?』


    「おいなんじゃ。あの金髪と繫つながったのか。狸吉よ、今度は服を着ていない絵を描かかせてくれと頼んでくれ。頑張ってそそのかすのじゃ」


    　いいからあんたは華城先輩の介かい抱ほうしててくださいよ！


    　まとわりついてくる早さ乙おと女め先輩を引きはがしていると、アニーがＰＭの向こうではしゃいだような声を出し、


    『タヌキチ！　ワタシの専用肉バイブになる決心がついたデスか!?』


    　ガション！


    「あっ!?」


    　回線が切断された。


    　そういえば海外の端末とＰＭで電話してるとき、向こうが禁止単語を口走ると、回線が強制切断されてその端末とは二度と通話できないとかそんな仕様だったっけか……。


    「早乙女先輩、ちょっとＰＭ貸してください」


    「ならば、駄だ賃ちん代わりに少しスケッチさせてくれるかの？」


    　早乙女先輩が物欲しそうに指をくわえて僕の股こ間かんに目をやる。


    「あ、あとでな！」


    「よしきた」


    　早乙女先輩にはあとで僕がいま穿はいているズボンをスケッチさせてあげよう。


    　早乙女先輩のＰＭを介してもう一度アニーに連絡をとる。


    『タヌキチ!?』


    「アニー、落ち着いて聞いてね。君が急に帰国したのは、ケータイを壊したから？」


    　また禁止単語を口走られても困るので、単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋ねる。


    　するとアニーは『そんなこと？』と露骨にがっかりした様子で、


    『まだぶっころしてないデース』


    「……まだ？」


    　口ぶりからして、ケータイがアニーの手に渡ってしまっているのは間違いないらしい。


    『フッフッッフ。最初はケースケの希望どおり、すぐぶっころすつもりだったデスが、気が変わったのデース』


    　アニーが得意気に大きな胸をぱつんぱつんに張っている様子が浮かぶ。


    『これを解かい析せきすれば、ニッポンへのハッキングがすごーく簡単になるはずだと気づいたのデス！　これはきっとケースケやワタシたちの大きな力になるデス！』


    　ケータイの解析？　ハッキング？　アニーの口からなんか賢い言葉が出てきたぞ？


    　しかし不思議だ。アニーは一体、どうやって華か城じよう先輩がケータイを持っていると気づいたんだ？　アニーのことだから、なにか変な思いこみとか勘違いで暴走してるだけなんじゃないのか。


    「そもそもアニー、それは本当に《ＳＯＸソツクス》のケータイなの？」


    『んー？』


    　少し揺さぶりをかけてみる。


    　アニーのことだ。たまたまなにか変な勘違いをして、確信もないまま華城先輩からケータイを奪ったということも考えられる。


    　そのあたりを指摘してどうにかケータイを送り返してもらえるよう誘導できないだろうか。


    「《ＳＯＸ》のケータイを見つける手がかりなんて、なかったはずだけど」


    『それはデスね、秘密兵器を使ったのデース！』


    　アニーが得意気に言う。


    『ニッポンの通信機器はほとんどがＰピーＭエムデスから、ＰＭから出るのとは違う電波だけを拾う機材を使って、怪しい電波の発生源を特定したのデス』


    　な、なんじゃそりゃ!?


    　華城先輩の糸電話作戦がまったくの無意味じゃないか！


    　だからアニーの近くでＰＭ無効化はやめたほうが、って言ったのに。


    　……まあ、「だから中だしはやめてって言ったのに」並みに後の祭りな話ではあるけど。


    「そんな機材、持ち込めるはずが……」


    『ハイ。デスから、ニッポンで買った適当なパーツで作りマシタ』


    　冗談だろ？　各ご家庭で手作りオナホ作るのとはわけが違うぞ？


    『時間がなくてタヌキチに忠告しきれていなかったデスが、たぶん、タヌキチといっしょにいたあの二号サンが《ＳＯＸ》デース！　タヌキチ、あの人には注意してクダサイ！』


    　完全に把握されている。　


    　いやしかし、まだだ。


    　華城先輩のケータイは、特定の操作をすることで華城先輩のＰＭだけを無効化するものだ。


    　アニーが自信満々に手にしているケータイが本物だと、アニーが確信を持てるはずがない。


    「それ、勘違いじゃない？　そのケータイで本当にＰＭが無効化できるかどうかなんて、わかんないよ？」


    『それなら心配ないデース。これでＰピーＭエムが無効化できるのは、ワタシのＰＭで実証しマシタ』


    「……え？」


    『ちょっとだけ分解して、いろいろ仕組み見マシタ。ワタシの手にも負えないならそのまま壊すつもりだったデスが、利用できそうだったので、巣に持ち帰って研究するのデース』


    　お、おいおいおいおい！　優秀だとは聞いてたけど、アニーってこんなにヤバかったのか!?　


    　さっきから生せい殖しよくに特化した触しよく手しゆやエロマンガに出てくる巨きよ根こん並みのチートなんですけど!?


    　普段があんまりにもポンコツだったから、アニーに対する警戒レベルを何段階も間違えていたらしい。油ゆ断だん大たい敵てき毛がボーボーとはよくいったものだ。


    　僕は恐る恐る、アニーに尋ねた。


    「質問なんだけど、そのケータイ、解かい析せきし終わったら、どうする気？」


    『もちろん八つ裂きデース！』


    　まあ、そりゃそうだよな。


    『《ＳＯＸソツクス》に奪い返されるの怖いデス。けれど十日もあれば解析できるので、心配無用デス！　安全日デース！』


    　どのみち、アニーは一週間以上ケータイを手元に置いておくつもりらしい。


    　華か城じよう先輩の我慢はそこまでもたないだろう。


    　華城先輩を救うには、《ＳＯＸ》に対するアニーの誤解を、いまここで解くしかない。


    「アニー、よく聞いてね」


    『愛の告白デスか!?』


    　この流れで告白なんて「おはよう」の直後に「実は僕、ロリコンなんだよね」と告白するくらいありえないと思うんだけど。


    　ところで子供好きって言っただけで犯罪者予備軍のロリコン扱いされるのは、動物好きに「このクソ獣じゆう姦かん野や郎ろう！」っていうくらいの偏へん見けんだと思うんだけど、どうなんですかね。どうでもいいですね。


    「実は僕、《ＳＯＸ》なんだ」


    『……タヌキチ？』


    「君が、君たちが慶けい介すけから吹きこまれてることは全部デタラメだよ。規制強化を促うながすためにいろいろやってるのは慶介たちのほうだし、たぶん、君たちが卑ひ猥わいなイラストとかを日本に密輸するのを邪魔してたのも、慶介の仕し業わざだよ」


    　確か鬼おに頭がしら家けは、主に輸出入の分野で財産を築き上げた一族だ。


    　きっとアニーたちにいい顔をしてエロイラストを密輸すると見せかけて、日本に入らないよう棄すてたり溜ため込んだりしてたんだろう。そうやって、日本の性表現規制に拍車をかけていたのだ。


    　そして一向に日本で海外のエロが流は行やらないのを、僕たちのような無関係の下ネタテロ組織のせいにしていた。


    『え？　え？　タヌキチ、一体なにを……』


    　戸惑うアニーに、《ＳＯＸソツクス》として話をする。


    　これまで僕たちがどのように動いてきたか、第三次ベビーブームにどれだけ貢こう献けんしたか、慶けい介すけたちがいかに狡こう猾かつな連中か。


    　そしてトドメはこれだ。


    「《ＳＯＸ》のリーダーは、君の大好きな作家の、実の娘だよ」


    『本当デスか!?』


    　アニーが驚きよう愕がくする。


    　僕もついこの前まで気づかなかったけど、アニーが前に言っていた『パイオツハザード』や『インデペンデンス腐ふ女じよ子し』って確か、フェリー事件のときに華か城じよう先輩が言っていたあの頭のおかしい小説のタイトルだ。華城先輩が物心つく前に逮たい捕ほされてしまったという、華城先輩の実の母親の著作。


    「いま、《ＳＯＸ》のリーダーが僕の横で寝てる」


    『は!?　タヌキチ、唐とう突とつの浮気宣言!?　事後アピールなのデスか!?』


    　いやそういう意味じゃねえから！


    「リーダーは君の大好きな作家の子供で、たぶん、君と同じくらいの大ファンだよ」


    「本文の暗あん誦しようだって、できるわよ……」


    　聞き耳を立てていたらしい華城先輩がぼそっと参戦する。


    　そんな頭のおかしいタイトルの本を暗誦なんてしたら症状が悪化しそうなんでやめてくださいね？


    「ねえアニー、君は騙だまされてる。このままじゃあ慶介の……つまり《セクシャリティ・ノー》や政府の都合のいいことになっちゃうよ。だからケータイを、返してくれないかな」


    　まずはそれが先決だ。


    　誤解が解けてからなら、日本のＰピーＭエムセキュリティを突き崩すためのケータイ解かい析せきなんていくらでもやらせてあげよう。


    『う、噓うそデース！』


    　けれどアニーは頑かたくなだった。


    『た、確かに、タヌキチの話を聞いたら、ケースケも怪しいデスけど……でも信じられない！』　


    　悲鳴のような声をあげる。


    『リーダーって、あの会長二号さんデスネ!?　あの人、ワタシのことずっと、親のカタキでも見るような目で見てマシタ！　子袋を引きずり出す勢いだったデス！　ワタシのことを、邪魔だと思ってたに違いないデス！』


    「あー、うーん」


    　確かに華か城じよう先輩は僕とアニーがいるとき、不ふ可か解かいなくらい不機嫌だったので、言葉に詰まる。


    「いやそれはたぶん、アニーがいるせいで卑ひ猥わいなことが言えなかったからだと……」


    　適当に思い当たる理由を見み繕つくろってみると、華城先輩が僕の膝ひざをべしべしと叩たたいてきた。


    　ちょっと、なんですか。


    「おぬしは一体、綾あや女めのことをなんだと思っておるんじゃ」


    　早さ乙おと女め先輩からも謎なぞのつっこみが入る。え？　下ネタが服を着て歩いているような人でしょ？　むしろ服も着ていない可能性が高い。下ネタそのものである。


    『タヌキチ！　ワタシもヒワイなこと言えないとストレスがすごいデスけど、いくらなんでも卑猥なことが自由に言えないからって、あれだけの殺気を出す人はいないデス！』


    「アニー。世界は広いんだよ」


    　僕が断言すると、早乙女先輩が大きくため息をついた。


    「おぬしは少々視し野や狭きよう窄さく気味じゃな。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、綾女が哀れじゃ」


    「……」


    　ちょっと、華城先輩もそんな本気で脇わき腹ばら突くのやめてくださいって。体ビクンビクンしちゃうじゃないですか。それ以上やると脇腹から潮吹きますよ？


    　と、僕の言葉を聞いて啞あ然ぜんとするかのように沈黙していたアニーが、唐とう突とつに声を荒らげた。


    『ワタシもケースケに騙だまされてるかもデスけど、タヌキチはもっと騙されてるデス！　あの女に下半身センノーされてるに違いないのデース！』


    　下半身洗脳ってただの快楽墜おちじゃないですかヤダー。


    　などとふざけている場合ではない。


    　アニーは僕の話を聞いたことで慶けい介すけに多少なりとも不信感を抱いだいてくれたみたいだけど、だからといって《ＳＯＸソツクス》への敵意が払ふつ拭しよくされたわけではないらしい。


    　当然といえば当然の話だ。


    　アニーは日本の事情について、ほとんど又聞きでしか知らない。


    　こっちの話に筋が通っていても、元々あった心証やイメージを優先してしまう。


    　しかもアニーはいま、かなりの重要アイテムを手にしている。下ネタが言えないから、などというわけのわからない理由で異常な殺気を向けてくる《ＳＯＸ》の言うことを鵜う呑のみにしろというのは少々無理があるだろう。


    　裏のありそうな話を無警戒にひょいひょい信じるのは、エロマンガのヒロインくらいである。


    『タヌキチも、ワタシのとこに来てくれればわかりマース！　そんな変な場所にいちゃ駄目デスネ！　タヌキチはあんな人たちといっしょにいるべきではないのデース！　そんなところからは逃げて！　ワタシのところに来るデス！』


    「あの、ちょっとアニー。もう少し落ち着いて話そう」　


    　ヒートアップしてきたアニーに声をかけるも、アニーは止まらない。


    『ワタシはケータイの解かい析せきが終わるまで誰とも連絡とりまセン！　けど、タヌキチだけには教えるデス！　ワタシはニッポンムラというところにいマース！　タヌキチがワタシのこと信じて来てくれるのを、待ってマース！』


    　アニーのほうから電話が切れ、その後何度かけ直しても繫つながることはなかった。


    　な、なんだよニッポンムラって。ニッポンムラムラの言い間違いかなにか？　


    「これだけの情報で、どうアニーのとこに辿たどり着けっていうんだ……」


    　一週間やそこらで海外に行くことなんて、ましてその欲求不満っぽい地名を探し当てて乗り込むなんて不可能だ。明らかに正式名称じゃなさそうだし……。


    　途方に暮れていたそのときだった。


    「あー、ちょっといいっスかね」


    　実の父親を精神的に殺すために出ていった鼓こ修す理りがいつの間にか戻ってきていた。


    　早くも慶けい介すけのケツを突貫することに成功したのだろうかと振り返ってみると、鼓修理の表情はなにやら気まずそうで、


    「うちのアホ親父が、《ＳＯＸソツクス》と直接話がしたいそうっス」


    　予想外のことを口にしたのだった。


    



    



    　　　　　　●


    



    　翌日。華か城じよう先輩のタイムリミットまで早さ乙おと女め先輩いわくあと六日。


    　僕は鼓修理とゆとりを伴ともない、華城先輩の実家、朱あけ門かど温泉へとやってきていた。


    　ここは慶介が密会場所として重ちよう宝ほうしている温泉街で、夏休みに初めて慶介たちと直接対決した場所でもある。


    　ほかにも裸はだかで街中を歩き回らされたり、喋しやべるラブドール・サオリ三号とデートさせられたり、ろくでもない思い出ばかりが詰まっている土地である。……うーん。ゆとりと再会したり、華城先輩と裸の付き合いを強要されたりと、悪くない思い出も結構あるはずなんだけど、おかしいな、なぜかおなかがキリキリ痛むよ。生理かな？


    「綾あや女めが迷惑かけるね」


    　到着して早々、華城先輩の育ての親、華城撫子なでしこさんがなんとも言えない表情でそう言った。


    　華城先輩は目に入るもの耳に入る音すべてが下ネタに直結してしまうので移動が難しく、いまは自分のアパートで療養してもらっている。華城先輩の状態をある程度把握できる早乙女先輩が看病を引き受けてくれていて、なんと華城先輩を刺激しないようにエロイラストの作製も我慢していた。つまり禁欲状態の女の子二人が密室に二人きりなのだ……とかそういう言い回しをすると一気にエロくなるシチュエーションだ。


    「女将おかみの娘がテロリストとあっちゃあ、もう終わりだねぇ、この旅館も」


    　撫なで子しこさんは、華か城じよう先輩がＰピーＭエム無効化ケータイなしにいつまでも下ネタを我慢できるだなんてまったく考えていないようだった。さすがは育ての親。よくわかっていらっしゃる。


    「ＰＭ越しに綾あや女めと話したが、ありゃあ長くもちそうにないねぇ。一度お仕置きでケータイを取り上げたことがあるんだが、あのときの様子から想像するに……あと六日ってとこか」


    　奇しくも撫子さんの提示したタイムリミットは早さ乙おと女め先輩のそれと一致した。育ての親の撫子さんまで言うのだから、あと六日というリミットはかなり正確なものみたいだ。


    「とりあえず、綾女の卑ひ猥わいな想像を少しでも食い止められそうなもんを送っといてやる」


    「そんなものがあるんですか？」


    「ああ。大昔の漫画でね。『最終兵器彼氏』とかいったかね」　


    　いわく、幼少のころに読んだ華城先輩が感動のあまり、しばらく頭が真っ白になって一切下ネタを言わなくなったそうな。なんだその悪魔にとっての聖書みたいな本は。


    「禁止単語が我慢できそうにないなんて阿あ呆ほうな娘だけど、よろしく頼むよ」


    　撫子さんは僕の目を見てそう言うと、僕たちを離れのほうに案内してくれた。


    「ったく、あのアホ親父め……絶対に許さないっスよ……」


    　離れに向かう道中、縄なわで縛しばられゆとりに引っ張られるようなかたちで歩いていた鼓こ修す理りがぶちぶちと呪じゆ詛そを繰り返す。


    　なんで鼓修理がこんな格好でいるのかといえば、慶けい介すけが僕たちを呼び出した理由がまだはっきりしていないからだった。


    　夏休みのときみたいにまたろくでもない提案をされるんじゃないかと警戒し、鼓修理が自みずから人質となることを提案したのである。　


    　実はもう既に電話口で『《雪せつ原げんの青あお》が捕まったら鼓修理も禁止単語連発していっしょに逮たい捕ほされるっスから！』と脅おどし済みだそうだが、見た目わかりやすく人質っぽくしておいたほうがいいだろうから縛れと鼓修理が提案したのだった。


    　こいつ、ただ縛られたいだけじゃないの？　お望みなら亀きつ甲こう縛りとかどう？　


    　それにしても亀甲縛りといい亀き頭とうといい、亀はエロネタによく使われるなあ。タートルネックなんて直訳すると亀首だよ？　明らかに亀頭の仲間だよ。


    　僕が亀の不遇っぷりに思いを馳はせている間に、僕たちは離れに到着した。


    　ゆとりが苦い顔をしながら離れの扉とびらを開ける。


    「ここはあんまり、いい思い出がないぜ……うわっ」


    　ゆとりが顔をしかめた。その視線の先、座敷の真ん中に目を向けると、なにやら人影が転がっているのが見て取れた。


    　なにやらうねうねと動きながら、「あああああ」とうなり声のような奇声を上げている。


    　僕は我が目を疑った。


    　そこにはブラジャーとＴバックだけを身につけてうつ伏せになったおっさんが転がっていたのである。畳の上でもぞもぞと小刻みに動き、「おおおおうふぇ」と口から気味の悪い声を出している。耳レイプである。長く聞いていると耳が孕はらんで耳がアヘ顔になってしまいそうだ（意味不明）。


    　あまりのおぞましさに、僕は思わず父さんから教えられた退魔のセリフを連呼していた。


    「Thisデイス videoビデオ hasハズ beenビーン deletedデリーテツド! This video has been deleted! This video has been deleted!」


    　しかしそのおぞましい人影は特に苦しむ様子も見せない。それどころか余裕綽しやく々しやくの様子で、「ふふふ。懐なつかしい呪じゆ文もんだね。けど、有料動画ばかり観ていたぼくに、それは通用しないよ」


    　意味不明なことを言う。くそっ、父さん直じき伝でんの呪文が通用しないなんて！


    「やっと来たね。《ＳＯＸソツクス》」


    　僕の呪文を簡単にあしらった女じよ装そう床ゆかオナ野や郎ろう。冷静になってみれば、その声には聞き覚えがあった。


    「そっちの事情は大体娘から聞いたよ。《雪せつ原げんの青あお》が一週間後にはＰピーＭエムに引っかかって逮たい捕ほされちゃうんだよね？」


    「……うげろぼじゃぁ」
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    　そのおぞましい姿をした床ゆかオナ野や郎ろうが自分の父親だと気づいた鼓こ修す理りが吐いて倒れた。


    　僕たちがドン引きしているのもおかまいなしに慶けい介すけは続ける。


    「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう。ぼくたちと組んで、ケータイを取り戻さない？」


    　予想外の申し出に、僕とゆとりは警戒心を高めた。


    「怪しすぎだぜ」


    　吐き捨てるように言ったゆとりが、続いていきなり僕を指さした。


    「いくらこいつが卑ひ猥わいな妄もう想そうと新品下半身をこじらせたバカだからって、舐なめんのも大概にしろ」


    　あの、ゆとりさんゆとりさん？　なんでそこで僕を罵ののしるんですかね？　あと、童どう貞ていを罵ば倒とうとして使うのはやめてくれませんか？　処しよ女じよが巫み女こになれるように、童貞だって魔法使いになれるんだぞ。まあ、魔法使いは魔女狩りで火あぶりにされる穢けがれた存在らしいけどね。童貞魔法使い、純潔なのに穢らわしいとはこれいかに。　


    「い、いやぁ……もうおうち帰るっスぅ」


    　慶介のあんまりな痴ち態たいに耐えきれなくなったらしい鼓修理がイモムシみたいに畳の上を這はい始めるが、ゆとりがそれを許さない。


    「人質が逃げるんじゃねえぜ」


    「お前！　あとで覚えとくっスよ！」　


    　ゆとりが鼓修理の視線を無理やり慶介のほうに固定し、まぶたも指で無理やりこじ開ける。父親の痴態から目を背そむけられなくなった鼓修理は口からマーライオンし始めた。


    　交渉を有利に進めるためにあえて人質を手荒く扱っているのかもしれないが、どちらかといえば日頃態度の悪い鼓修理に意趣返ししているかのようなゆとりの容赦のなさだった。


    「や、やめるんだ《ＳＯＸソツクス》！　うちの娘を苦しめるんじゃないっ」


    　慶介が床オナ状態のまま言うが、説得力ゼロである。娘を苦しめたくないなら、まともな格好をしてください。


    「落ち着いてください──シャーペン×マンボウ」


    　話し合いなどとはほど遠いカオスな状態になってきたところで、奥のほうから声がした。


    　マン棒などという両りよう性せい具ぐ有ゆうチックな魚の名を躊躇ためらいなく口にし、かけ算を語尾にくっつける変態──心当たりは一人しかいない。


    「いまはお互い、いがみ合っている場合ではありません──こたつ×ガムテープ」


    　現れたのは豪華なドレスに身を包み、仮面で顔を隠した女性──最悪の変態、《羅ら武ぶマシーン》だった。その両りよう脇わきには可愛らしい中学生を二人連れている。


    　しかしなぜか《羅武マシーン》は二人の目を手で覆おおい隠しており、こちらの惨さん状じようを見せないようにしているみたいだった。


    「あれっ？　こいつらまさか……っ」


    　顔を半分隠していてもわかる。


    　あの中学生二人組、フェリーのときに僕の尻を酷ひどい目に合わせようとした双子だ！


    「「あれ？　この声、総受け顔のお兄ちゃん!?」」


    　あちらも僕に気づいたらしく、はしゃいだ声を上げる。


    　誰が総受け顔だ！　誤解される発言はやめろ！


    「で、なんでお前はその子供らの顔をそんなふうに隠してるんだぜ、《羅ら武ぶマシーン》？」


    　ゆとりが疑問を漏もらすと、《羅武マシーン》が「なにをわかりきったことを」とばかりに慶けい介すけを顎あごで示し、淡々と言い放った。


    「娘たちの教育によろしくないものがそこに転がっているからです──雨×掃除機」


    　おいちょっと待て。


    　そいつらあんたの娘だったのかよ！　どうりで頭おかしいわけだよ！


    　あとこれだけは文句言いたいんだけど、あんたが教育とか語るなよな！


    　僕、お宅のお子さんのせいで人の道を踏み外したガチムチの慰なぐさみ者になるところだったんですけど!?　下へ手たしたら肛こう門もん裂れつ傷しようなんて最悪の理由で死んでたからね!?　


    「過去のいざこざはひとまず忘れて、互いの利となる話をしましょう──マイク×ぬいぐるみ」


    《羅武マシーン》が至極まともなことを言う。


    　何一つ納得できないが、どうやら向こうはなぜかケータイを奪い返すことに協力してくれるらしい。いちおう、話だけは聞くべきか……。


    「正直さぁ、いまＰピーＭエムのセキュリティ無効化されたりしたら、もう最悪なんだよね」


    《羅武マシーン》に促うながされた慶介が、愚ぐ痴ちるように切り出した。


    「ほら、ぼくたちはさ、このふざけた規制体制が壊れたあとに、日本の卑ひ猥わいな商売を独占したいんだよ。けれど、独占に必要な谷や津つヶが森もりの不健全雑誌も、あの小さな絵え描かきも、いまはぼくたちの手元にない。いまこの体制が壊れたりしても、迷惑なだけなんだよね」


    　慶介がストレスを発散するかのように腰の動きを速める。度どしがたいキモさだ。今度アンナ先輩に襲おそわれたときは、いまのこの直視しがたい景け色しきを心に思い浮かべようと胸に誓う。


    「あとそれから、いままで築いてきた海外の連中との信頼関係をぶち壊されるのも、ぼくとしては本当に都合が悪い」


    　慶介は海外から入ってくるエロ本なんかを密輸すると見せかけて処分し、日本の性表現規制加速に貢こう献けんしていた。裏の流通ルートを牛ぎゆう耳じることで、善ぜん導どう課が取り締まりきれない密輸品が日本に入ってこないようにしていたのだ。


    　もし海外のテロリストたちが慶介の噓うそに気づけば、別の密輸ルートを開拓し始めるに違いない。「ま●こがダメなら口やアナル、脇わきの下、なんならニプルファックだってあるぜ」理論である。そうなれば日本に入ってくる海外産エロ本の量は格段に跳ね上がり、性表現規制はいまよりもっと不安定なものになっていく。


    　また、将来的に日本の性産業を独占しようとしている慶介にとって、海外勢力が市場を侵食していくようなその構図はおもしろくないのだろう。


    「そこでだ。ケータイ奪取のためにぼくたちが全力でサポートするから、君には悪役をやってもらおうと思ってる」


    　慶けい介すけが指さしたのは、僕だった。


    　僕が悪役？　どういうことだ？　これは持論だけど、童どう貞ていに悪役は似合わないんだぞ？


    「鼓こ修す理りから聞いたよ。君はアニーから潜せん伏ぷく場所を教えてもらったらしいね。──《羅ら武ぶマシーン》」


    「はい。──アルマジロ×ウエットティッシュ」　


    　慶介の合図に従い、《羅武マシーン》が双子の片割れから手を離してＰピーＭエムを操作する。


    　目隠しのなくなった双子の片割れが、慶介の剝むき出しの尻しりを見て「ひゃーーーっ」とはしゃぐ。おい静かにしてろ。尻に正の字中出し五回を書きに走るな。


    「これがその日に本ほん村むらだ」


    　映写された地図で示された赤点は、日本にほど近い、大陸寄りの島国を示していた。


    「海外の反規制団体の根ね城じろの一つだよ。幸い日本から近いし、海外の連中とうまくやるために、部下を何人か入り込ませている、比較的潜入しやすい場所だ」


    　ただし、と慶介が続ける。


    「連中もバカじゃない。《セクシャリティ・ノー》との戦いの歴史が長いせいもあって、よそ者には深部まで見せないんだ。ぼくの部下も表面的なところしかわからない、全容のわからない要よう塞さい都市なんだよ、ここは」


    　そこで僕が重要になってくると慶介は言う。


    　そのお尻にはいつの間にか正正正中出し十五回と書かれてしまっていて、いまいち緊張感が出ない。


    「なぜか短期間でアニーの信頼を勝ち得ている君なら、より深くこの街を探れる。高確率でケータイを奪い返すことができるだろう」


    「ちょっと待つんだぜ」


    　ゆとりが警戒心も露あらわに言った。


    「噓うそつくんじゃねえぜ。聞いた話、アニーはあんたらのほうをまだ信用してるらしいじゃねえか。いまから連絡とって、いつもみたいに適当にだまくらかしゃいいんだぜ」


    　猜さい疑ぎ心しんも露わなゆとりの言葉に、慶介は大きくため息をついた。


    「そうしたいのは山々なんだけど」


    　慶介がぐりんぐりんと畳に体を押しつける。あの畳、焼却処分だろうな……。


    「アニーはいま、『ケータイ奪ったから解かい析せきするデス。楽しみにしててクダサイ！』の一言を最後に、ぼくたちからのコールにも応じず引きこもってるんだよね。……誰かさんが変なことを吹きこんだせいで」


    　うっ。中途半端な説得が裏目に出たか。


    「だからまあ、唯ゆい一いつ接触できそうな君に頼む以外、まともな手がないんだ。──それに」


    　慶けい介すけが不意に不ふ穏おんな空気を発した。なんだ？　ついに床ゆかオナが完了するのか？　出すのか？


    「実はこの作戦、海外の連中からの信頼を維持したいぼくにとって凄すごく都合がいいんだよ。アニーの信頼を得ている君が、それを利用し裏切るかたちでケータイを奪い返す……そんな構図ができあがれば、《ＳＯＸソツクス》を信頼しようなんてやつはいなくなる。相対的に、海外の連中とぼくとの信頼関係は強くなるんだ」


    　この変態床オナ野や郎ろう……鼓こ修す理りに勝まさるとも劣おとらない腹黒だ。いい加減にしないと実の娘のスーパーマ●コ砲ほう（潮吹き）をその顔面にぶっかけるぞ？


    「ああ？　そんなろくでもない目的をベラベラ喋しやべって、一体なんのつもりだぜ」


    　ゆとりが慶介を威い嚇かくする。


    　だが、慶介はまるで動じない。


    「はははっ。これから協力しようって相手に信用してもらうためには、手の内を晒さらすのは当然じゃないか。大体、こっちの狙ねらいを少し話したくらいで、この話し合いは流れたりしないでしょ」


    　僕たちの内心を見透かしているかのように不敵な笑みを浮かべ、


    「ぼくと手を組む以外、短時間のうちにアニーと接触する方法が、君たちにはないんだから」


    「……ぐう」


    　ゆとりがかろうじてぐうの音ねだけは出す。


    　華か城じよう先輩が禁止単語を我慢できるリミットはあと六日ほど。アニーがケータイの解かい析せきを終えて破壊するまで十日ほど。


    　僕たちのような一いつ介かいの学生が海外に出て人捜しするには、あまりに時間が足りないのだ。


    「……いや、でも、怪しいぜ」


    　ゆとりがそれでも慶介に食らいつく。


    「慶介は元々、ケータイを破壊するつもりだったんだぜ。解析されないよう奪い返したところを、今度は破壊しにくるに決まってるぜ」


    「あー、いや、最初は壊すつもりだったけど、もうあのケータイを狙ったりしないよ」


    「は？　なんでだぜ」


    「いやだって、まさか《雪せつ原げんの青あお》が禁止単語を喋れないってだけで禁断症状出るまで頭おかしいとは思わなかったし。《雪原の青》が逮たい捕ほされて鼓修理が後を追ったら、ぼくたちも終わっちゃうじゃん」


    　今度こそぐうの音も出さずに納得するしかないでござる。


    「そもそもケータイ壊すとかもう少しあとの予定だったんだよねー。いまこうやって君たちの動き止めたってしょうがないんだよー。大体さー、あのアニーってのにはぼくも困ってんの！」


    　な、なんか謎なぞの愚ぐ痴ちが始まったぞ？　


    「だってさ、空港でいきなり禁止単語連発するようなアホだよ!?　なんか海外では凄腕の技術者だとかなんとか言われてる人材みたいだけど、あんだけポンコツなら替え玉かなんかだと思うじゃん！」


    　お、おう……。ところでポンコツって一瞬チンポコに見えるよね。見えない？


    「それがあっさりケータイ見つけて盗んだうえに、解かい析せきまでしちゃうようなチートだと思わないじゃん！　そのくせぼくの作戦を又聞きして曲きよつ解かいして一人でつっぱしっちゃうアホだし！　頭いいのか悪いのかはっきりしてくれって話だよね！」


    　どうやらアニーに振りまわされているのは僕たちだけではないらしい。


    　だから信用するということじゃないけど、まあ同情くらいはしてあげよう。


    　僕は慶けい介すけに一歩歩み寄った。


    「わかった。ケータイを無事に取り返せるなら、あんたたちに協力するよ」


    「相変わらず、敵と手を組むのに躊ちゆう躇ちよがなくて憎たらしいくらいに助かるよ」


    　慶介がニヤリと笑う。


    「おいっ。決めるのが早すぎだぜ！」


    　ゆとりが鼓こ修す理りを引っ張ってきて、慶介に突きつける。


    　父親の醜態を前に白目で痙けい攣れんし始めた鼓修理にはまるで構わず、ゆとりは慶介にある条件を突きつけた。


    「お前らがうちの《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》とケータイにこっそり悪さしないよう、ＰピーＭエムでずっとモニターできるようにしろだぜ。なんかあったら、その時点で鼓修理は善ぜん導どう課行きだぜ」


    　非人道的に見えるが、人質である鼓修理が自みずから考えた作戦なので全然非人道的じゃないんだぞ☆　同意さえあれば、ハードＳＭだって合法なんだぞ！


    「いや、むしろそれはこっちからお願いしようと思ってたところだよ」


    　慶介が見透かすように僕を見る。


    「君がちゃんと悪者に徹してくれるか、見張らないといけないからね」


    「「はーい、ＰＭ越しにちゃんと見張りまーす」」


    　後ろのほうでじっとしていた双子──いや腐ふ多た子ごが手をあげた。


    　いやお前ら、マジちゃんと学校いって、もう少しまともな教育受けたほうがいいよ？　お前らの脳みそ、マジで腐ふ海かい状態だからさ。


    「君の言げん動どうはすべてこっちに筒抜けということになる。君がアニーや海外の連中におかしなことを吹きこもうとした時点で、ぼくは君を日本に帰す気がなくなるだろうねえ」


    　つまりこれで、こっそりアニーを説得するのは不可能ということだ（加えて道中の性欲処理も実質不可能。これは厳しい）。


    　アニーの信頼を利用し、裏切らなければ、華か城じよう先輩を救うことはできない。


    「……わかった。条件を呑のもう」


    「そうでなくちゃ」


    　慶けい介すけが笑い、早速僕を海外に送り込むための工作を開始するのだった。


    



    　　　　　　●


    



    「──というわけで、ケータイは必ず奪い返しますから。安心してください」


    　慶介たちとの話し合いが終わった直後。


    　僕は空き部屋の一室から雪ゆき景げ色しきを眺めながら、華か城じよう先輩にことのあらましを説明するために電話していた。


    　希望が見えてきたと教えてあげるだけでも、かなり楽になるはずだ。　


    　一週間二週間と期限を設けたほうが楽にオナ禁を継続できるのと似たようなものだ。


    『……狸たぬ吉きち。無理はしなくていいのよ』　


    　と、電話の向こうで華城先輩が力なく言った。


    「無理なんかしてませんよ」


    『噓うそよ。四穴同時につっこまれた淑女のように苦しげマンｋ──うぐっ』


    「だあっ！　卑ひ猥わいな冗談に引っ張られて禁止単語を口走りそうじゃないですか！　とにかく、卑猥な冗談をぶっ込もうとするのはやめてくださいって！」


    　華城先輩が『地獄だわ……』と弱々しく呟つぶやき、『……でも』と続ける。


    『……あなただって、しんどいんじゃないの？　アニーを裏切ることが』


    「……よくわかりますね」


    『ねえ狸吉。やっぱり私のことはもう──』


    「それはなしって言ったでしょう。僕はどんな手を使っても、華城先輩を助けたいんです」


    『……うぅ。狸吉はずるいわ。そんな言い方、卑怯だわ……』


    　下ネタが言えずに弱っているのだろう。掠かすれたような声で華城先輩が呟いた。


    　華城先輩は禁断症状が出始めて以降、「私のことは気にせず先にイけ！」的なことを何度も繰り返し主張していた。


    　このままアニーにケータイを解かい析せきさせて、日本へのハッキングができるようになれば、慶介がアニーたちを騙だましていたことに気づいてくれるかもしれない。そうなるまで禁止単語を我慢してみせるというのが華城先輩の主張だった。


    　うまくいけば海外の下ネタテロリストをごっそり仲間にできるし、ノーリスクでケータイを取り戻せる。そのうえ、ＰピーＭエムによる厳しい管理体制が一気に瓦が解かいするかもしれないと。


    　……まあこの素敵な提案は、華城先輩が禁止単語を長時間我慢するという机上の空論を誰も信じなかったために即刻棄き却きやくされたわけだが。日ごろの行おこないの賜たまものである。


    「なんだよ。あのバカ、まだぐちぐち言ってんのか？」


    　華か城じよう先輩と話していたところに、ゆとりがお茶を二人分運んでやってきた。


    　ちなみに鼓こ修す理りはおぞましい姿をした慶けい介すけと長時間同じ部屋にいたことで心を病み、さっきから部屋の隅で布ふ団とんにくるまったままラブドールがごとく微動だにしない。むしろちょっとしたお喋しやべりができるぶん、懐なつかしのサオリ三号のほうがまだ人間らしいかもしれない。


    「ったく」


    　一気にお茶を飲み干したゆとりがＰピーＭエムで僕と華城先輩の通話に割り込む。


    「いいから黙って囚とらわれのお姫様やってろだぜ。フェリーのときといい、あんたが迷惑なのはいまに始まったことじゃないぜ。……癪しやくだけど、あんたがいなかったら、あたしらはここまで来られてなかっただろうしな」


    『そうじゃ、もっと言ってやれ』


    　すると今度は早さ乙おと女め先輩まで割り込んできて、


    『わしが絵を我慢してまで看病してやっとるのにまるで聞かん。正直わしも、こやつの道連れで逮たい捕ほされるくらいなら、いっそのこと禁止単語を口走る前にこやつを闇やみに葬ほうむってしまおうかと三十回くらい考えたが』


    「おいあんた、なに言ってんだ!?」


    『仕方なかろう。わしとてお主ぬしとアンナの結合シーンを描かくまでは死ぬに死ねんからの』


    　ちょっ、もしかして一番看病役を任せちゃいけない人に看病役、任せてきちゃった!?


    『しかしまあ、わしにこの世界を教えてくれたのはこやつじゃしな。不本意じゃが、運命くらいともにしてやろう』


    　ああ、よかった。いくらエロイラストフリークでも人として最低限の良識はあったみたいだ。


    『ついては奥おく間まよ。もし綾あや女めの道連れでわしが逮捕されるようなことがあれば、わしは舌を嚙かみ切って死ぬからの。よろしく頼むぞ』


    「は!?　バカですか!?」


    　なに言ってんだこの人は!?　前言撤てつ回かい！　良識なんてねえわこの人！


    『あ、それいいわね……。私も善ぜん導どう課の施設の中で卑ひ猥わいな冗談の一つも言えずに苦しみながら衰すい弱じやく死するくらいなら、潔いさぎよく舌をかみ切ることにするわ……』


    　華城先輩が力なく『うふふ』と笑う。そんなんでよく禁止単語を我慢してみせるとか言えたな。


    「やめてくださいよ、縁起でもない。華城先輩は僕が絶対助けますから、安心しててください」


    『む、うぅ。……狸たぬ吉きち。そういうのは、ほかに誰もいないときにしなさい……』


    　華城先輩が酷ひどく歯切れ悪く言う。これは相当弱ってるな、と思ったそのときだ。


    「ま、つーわけだ」


    　ゆとりが僕の肩をばしーんと叩たたいた。骨を砕かんばかりの威力に声も出ない。


    「《雪せつ原げんの青あお》、あんたは黙ってこっちに任せろ。狸たぬ吉きちは全力であの金髪を裏切れ。どうしても罪悪感が沸わいて気に病むってなら、あとであたしがお仕置きしてやるぜ。両方ともな」


    　ゆとりが攻撃的に笑いながら、どこからか取りだした馬用のムチをひゅんひゅん振りまわしてみせる。


    　あの、なんかちょっと私し怨えん入ってませんかね？　気のせいですかね？　とは思いつつ、


    「ありがと、ゆとり」


    「うるせえぜ」


    　そっぽを向き、手でしっしとやるゆとりにお礼を言ったのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　海外に行くというのは、本当ならとてつもなく手間がかかる。


    　さすがに「海外に行くのは不健全」とまでは国も喧けん伝でんできないので、手続きを煩はん雑ざつにして人の行き来を抑えているのだ。


    　いまではビジネスや研究以外の目的で海外と交流する日本人はごく少なく、未成年に至っては海外に行くより種たね子が島しまから宇宙に行くほうが簡単じゃないの？　と冗談交じりに言われるほどである。


    　さて本来なら海外遠征にはそのくらい手間と時間もかかるのだが、それらをすっ飛ばして海外に出られる準備を整えてしまうのだから、鬼おに頭がしら家けの力というのは恐ろしい。


    　慶けい介すけと話し合いを行おこなってから二日後の早朝。華か城じよう先輩が禁止単語を我慢できなくなるまで残り四日。僕は慶介に指定された港へ向かうため、新幹線に乗っていた。


    　新幹線の切符、それからポケットに入れたお守りの有う無むを確認する。


    　早さ乙おと女め先輩が「なにかの役に立つかもしれんからの」と描かき下ろしてくれたエロイラストの束だ。早乙女先輩の心遣いに一瞬感動しかけたが、華城先輩といっしょにエロを我慢するという禁を破る口実がほしかっただけなのでは？　といまはちょっと疑っている。


    　窓の外を眺めながら、このイラストが役立つ状況ってどんなだろう、などと考えていたときだった。


    『『ねえねえ、お兄さんはどんな男の人が好みなの？』』


    「うるっさい！」


    　首のＰピーＭエム越しに双子が話しかけてきた。


    　この双子は首のＰＭに装着された小型カメラとマイクを介して僕の行動や周囲の状況を正確に把握している。密入国へのナビゲートやサポートをしつつ僕を監視する役目なのだそうだが、時折こうしたわけのわからん質問を織り交ぜてくる。


    『あっ、わかった。女の人の格好した男だっ』


    『それできっと、お兄さんも女の人の格好するんでしょ!?』


    　おい、こいつらどれだけの高みにいるんだよ。女じよ装そう×女装、男同士で百ゆ合り再現とかわけわかんなすぎなんですけど。それはもうＢＬボーイズラブとか超越した謎なぞジャンルだよ。まあ、無機物同士の交尾で興奮する連中になにを今さらという話だが。


    『おい双子ども。変な質問してうちのを疲れさせるんじゃねーぜ』


    　と、双子と同様に僕の言げん動どうをＰピーＭエム越しに知ることのできるゆとりが威い嚇かくする。


    　けれど双子はあっけらかんとしたもので、


    『もー、なんでそもそもお兄さんの監視役が女の子なのっ』


    『おかしいよっ。大体《ＳＯＸソツクス》の主要メンバーがお兄さん以外みんな女の子って……』


    『『もしかしてお兄さんは女の子が好きなの!?』』


    「もしかしなくたって女の子が好きだよ！」


    『『そういうのテンション下がるな～』』


    『おい狸たぬ吉きち。ほっとけほっとけ』


    　ゆとりに言われるまでもなく放置しておきたいが、カメラと音声のオンオフ権限は僕にはない。慶けい介すけたちに取り付けてもらったオプションだけに、僕に優しくない設定だ。


    　ちなみに僕はいま、学校を休んできている。


    　けれどこれはただの休みではない。


    　ここにも慶介の根回しがされていて、僕は表向き、かつて鼓こ修す理りが通っていた学校に少しの間滞在することなっているのだ。


    　慶介の息がかかったその学校から時とき岡おか学園に「テロ対策のノウハウを教えてほしい」と僕を指名させることで、僕は一週間ほど自由に動ける身となっていた。


    　下へ手たに風邪とかそういう理由で休むとアンナ先輩が部屋に襲しゆう来らいしてくる可能性があるし、地方出張している母さんが万一アパートに戻ってきたりしたときに困ってしまう。素直にお礼を言うのは癪しやくだが、慶介の根回しは大変ありがたい措そ置ちだった。


    　海外で活動する際の偽ぎ造ぞうパスポートや、日本の領海を越えてもＰＭで日本と通信できるようにするクソ高い装置の準備（本当なら各国に設置されていて、海外旅行の申しん請せいが通った人のＰＭだけが利用できる）など、慶介はいろいろな工作をしてくれていた。


    　……これだけのことができる慶介がチート扱いするアニーの技術力は一体どれだけのものなんだろうかと、ふと気になったりする。


    　まあけど、いまはそんなことはどうでもいいか。　


    　日に本ほん村むらとやらに着いてからが本番。いまはできるだけ体力の温存に努めておこう。


    　双子のセクハラインタビューは可能な限り気にしないようにして一眠りしようとシートを倒したそのときだった。


    　ピピピピ。　


    「……え？　アンナ先輩？」　


    　なんだろう。こんな朝早くに。


    　僕はなにも警戒することなく電話に出た。


    「もしもし？」


    『あ、奥おく間ま君。朝早くに申し訳ありませんわ』


    　申し訳ないと言いつつ、なぜかアンナ先輩の声は弾はずんでいた。


    　弾んでいるどころか、不ふ可か解かいなほどに幸せオーラ全開である。


    　まるでいままで真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうだった女教師が子し宮きゆうに女の悦よろこびを教えこまれてしまったときに上げるような幸せ声だ。……幸せ声。いい響きだ。これから喘あえぎ声のことは幸せ声と言い換えてはどうか。そういえばその昔、セックスのことを「仲良くする」と言い換える文化が一部で流は行やったそうだが、ぼかしたほうが淫いん猥わいに感じるのは僕の頭が終わってるからなんですかね。いやそろそろ規制派の人たちは隠すことそれ自体が下ネタだって気づいたほうがいいよ？


    　などと余裕ぶっこいて適当なことを考えていたときだった。


    『本当は奥間君が帰ってきてからお話しするつもりだったのですが……』


    「話、ですか？」


    『ええ。ですが先ほど、お母様につわりを目撃されてしまって、生理が止まっていることにも気づかれてしまいましたの』


    「……………………………………………………………………………………」


    　ん？　なんて？


    『本当に申し訳ないですわ。一番初めに、奥間君へお知らせするつもりでしたのに』


    　あの、ちょっと待って、タンマ。タンマ。タンマタンマ金タマタンマ！


    『奥間君。……いえ、あなた』


    　アンナ先輩はぞっとするくらい幸せそうな声で、


    『わたくしと、おなかの子供と、いっしょに幸せになりましょう』


    　はああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?


    　な、なんで!?　どういうこと!?　イミワカンナイ！　イミワカンナイ！


    「え？　アンナ先輩、え？　子供？」


    『はいっ！　奥間君とわたくしの、愛の結晶ですわっ』


    　どうなってんだ!?　僕があのときどんだけ必死に、据すえ膳ぜん食わない男の恥をさらしてまで子こ種だねミサイル我慢したと思ってんだ！　なんで妊にん娠しんしてんの!?　処しよ女じよ懐かい胎たい!?　いや、まさか父さんが昔警告してきたカウパーか!?　アンナ先輩、カウパーのついた手でおまんまんいじったりしちゃったのか!?　


    『おい狸たぬ吉きち。どうしたんだぜ？』


    　僕の言葉を聞いたゆとりが声をかけてくるも、返事をする余裕がない。


    『『いま子供って言った!?』』


    『お兄さんもしかして！』


    『小さい男の子が好きなんだ!?』


    　うっせえ！　おにショタとかそういうんじゃねえから！　黙ってろ！


    　待て。待て待て待て待て。ありえないだろ。


    　確かに兆候はいくつもあった。


    　フェリーの一件以来ずっとおとなしかったアンナ先輩。


    　アニーとのディープな触れあいを見せつけられても余裕のアンナ先輩。


    　あれらはいま思えば、正妻の余裕的なものだったのかもしれない。


    　でもほら、おかしいじゃん！　フェリーの一件からかなり時間が経たってるしさあ！　もし妊にん娠しんに気づくならもっと早いと思うんだけど!?　いやでも、人によっては何か月も気づかないっていうし……ええええええ!?


    『ふふふ。奥おく間ま君も幸せすぎて声が出ないみたいですわね。わたくしもとても幸せで、満たされていて、人生で最高に幸せですわ。ああ、この喜びを綾あや女めさんにもお伝えしなければ。きっと祝福してくださいますわ』


    　ちょっ、マジでどうなってんの!?


    　混乱しまくっている僕のＰピーＭエムに、新たな着信が入る。


    「す、すみませんアンナ先輩！　別の着信が入っちゃって」


    　断ことわりを入れてから逃げるように電話を切る。


    　お、落ち着け。いったん落ち着こう。落ち着いてもう一つの電話に出よう。


    『着信：奥間爛らん子こ』


    　逃げ場などなかった。


    「……………………」


    　待てど暮らせどコールは鳴りやまない。留守電になる前に一瞬だけ途切れてはすぐさま再コールが始まる。


    「……………………………………………………………もし、もし」


    　僕はさんざん迷ってから電話に出た。


    『次の駅で話がある』


    　ぶつん！


    　電話はその一言で終わった。ケータイ奪取作戦も僕の人生も終わった。


    　おい、母さんなにしてんの。なんで僕の居場所が筒抜けなの。善ぜん導どう課の権限フル乱用じゃん。本気じゃん。


    　しばらく呆ぼう然ぜんとしたあと、僕はＰＭの向こうにいるゆとりと双子へ呟つぶやいた。


    「なんか、アンナ先輩の生理が止まったらしくて……」


    『……あ？』


    　ゆとりが怖い声を出す。やめて！　もうこれ以上僕にストレスを与えないで！


    「妊にん娠しん、したみたいなんだ……」


    『え!?　今さら!?』


    　双子たちが驚いた声を出す。


    『てゆーかおかしいよ！』


    『うん！　おかしい！　だってお兄さんは』


    『『妊娠させる側じゃなくて、妊娠する側だよ!?』』


    　だから誰が総受け顔だよ！　


    『……ああ、確かにおかしいぜ』


    「……ゆとりまで僕のことを総受け呼ばわりするの？」


    『そうじゃねえぜ！』


    　ゆとりは一語一語言葉を選びながら話し始めた。


    『あの化け物女が妊娠したって、それ、根こん拠きよはあんのか？　産婦人科はいま満員だし、妊娠検査薬もあたしらがかき集めて《妊娠セット》としてバラまいたから、品切れ状態だぜ』


    「あ……」


    　言われてみれば、アンナ先輩はつわりがあって、生理が止まったとしか言っていなかった。いや、だけど、そんだけ証しよう拠こがそろえば十分じゃないの？


    『あの化け物女のことだぜ。妊娠したなんて噓うそっぱちか、さもなきゃとんでもねー思いこみとかかもしれねーぜ』


    　ゆとりは少し考え込んで、呟つぶやいた。


    『思いこみ……第三次ベビーブームの後に妊娠の症状……たとえば想像妊娠、とかな』　


    『『想像妊娠!?　なんか素敵な響きだね！』』


    　おい双子。黙ってろ。僕も詳しくないけど、子供ができないはずの男同士で愛情が高まりすぎて奇跡的に妊娠しちゃうとか、そういう想像上の架空の妊娠って意味じゃ絶対ないから。


    『動物とかでもよくあるんだぜ。近くのやつが妊娠すると、関係のないやつまで妊娠の症状が出たりすんだ。人間も、妊娠に対して願望とかプレッシャーが強いとそうなったりする』


    　そんなことがあるのか……。


    　いやでも、


    「あの、自分で言うのもなんだけどさ、ゆとり」


    『あ？』


    「僕が実はアンナ先輩に手を出しちゃってたとか、そういう場合は考えないの？」


    　この場合、出したのは手じゃなくて精せい液えきだけどね。


    　するとゆとりは『はあ？』と呆あきれたような声を出して、


    『お前が出してないってなら出してねえんだろ。だったら怪しいのはあの化け物女だぜ』　


    「……ありがとう」


    　アニーとのキスの一件で僕を処刑しようとした人とは思えない、ありがたいお言葉だった。


    『そうだよ！　お兄さんは出してないよ！』


    『だってお兄さんは男に入れられたときにしか出せない性質だもんね！　トコロテン製造器だもんね！』


    　お前らはマジで黙ってろよ。大体、この前まで僕とアンナ先輩を交尾させる気満々だったくせに、なんでこうも執しつ拗ように僕をガチ扱いできるんだよ。妄もう想そうと現実の区別をつけろ。


    「とにかく、ありがとうゆとり。その線で母さんを説得してみるね」


    『……あ？』


    　ゆとりの声こわ音ねが一段と低くなった。


    『おいまさか、妊にん娠しんの件、もう《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》にまでバレてんのか？』


    「え？　あ、うん」


    　たぶん、ソフィア辺りが速攻で知らせたんだと思う。


    「さっき母さんから電話があって、次の駅で待ち伏せしてるみたいなんだ」


    『『ガション！』』


    　双子がログアウトしました。


    　たぶん、母さんについては《羅ら武ぶマシーン》辺りからさんざん聞かされてるんだろうなぁ、ナマハゲ的な扱いで。


    『……狸たぬ吉きち』


    　ゆとりがこの世の終わりみたいな声を出した。


    『こっちでできるだけ早く、妊娠検査薬を手に入れるぜ。だからそれまで……死ぬなだぜ』


    　ゆとりまで通信を切った。


    　いやあの、ちょっと、一人にしないで!?　


    「お、落ち着け。落ち着け」


    　僕は自分に言い聞かせる。


    　華か城じよう先輩が限界を迎えるまであと四日しかないのだ。


    　こんなところで母さんに捕まったら、もう本当にヤバイ。アニーを捜すどころか、日本を出ることもできないまますべてが終わってしまう。


    　大丈夫。大丈夫だ。ゆとりの指摘したとおり、アンナ先輩の不自然な点を説明すればきっとどうにかなる！


    　母さんに話す内容を整理しているうちに時間は過ぎて、新幹線が停止した。


    　次の新幹線が来るまでに説得できれば時間もそんなにロスしないですむ……などと考えながら席を立ったそのときである。


    　窓の向こう、駅のホームに、目を血走らせた母さんが立っていた。


    　え？　ホラー映画かなんか？


    　目が合った瞬間、母さんがきりきりと窓に爪つめを立てる。


    「早く、降りろ」


    「イエスマム！」


    　速攻で電車を降り、僕は母さんの前で直立不動となる。


    　どうやら出張を切り上げてきたようで、母さんは善ぜん導どう課の制服を着たままだ。押し入れの中に隠してあった父さんのラブドールを発見したときのような顔で僕に詰め寄り、頭を鷲わしづかみにしてくる。トラウマが蘇よみがえりますわぁ。


    「貴き様さまが出向くはずだった学校には、私とソフィアから断ことわりを入れておいた。第一清せい麗れい指定都市に帰るぞ」


    「あ、あの、母さん！」


    　僕は意を決して説明を開始する。


    「アンナ先輩のあれは、たぶん想像妊にん娠しんかなにかで──」


    　どぐしゃぼごぉ！


    　なにが起きたかわからないまま、僕の意識はそこでぶっつりと途切れた。

  


  
    



    　第三章　絶望！　家族計画！


    



    「目が覚めたようだな？」


    　意識を取り戻したとき、僕は簀す巻まき状態になっていて、自分の部屋の真ん中で転がされていた。


    　母さんが恐ろしい形ぎよう相そうで僕を見下ろし、その横でいまにも僕を刺し殺しそうな顔のソフィアがわなわなと震え、その後ろでアンナ先輩が幸せそうに目を伏せて恥じらうように微笑ほほえんでいた。カオスすぎる。


    「ちょっ、母さん！　これどういうこと!?　ほどいてくれ！」


    　というか、今は一体いつだ？　窓の外はもう暗いが、正確な時間がわからない。


    「どういうこと、は、こちらのセリフだ」


    　い、いかん。母さんが完全に取り調べモードだ。　


    　こうなった母さんからは逃のがれられない。その自白強要能力は父さんでさえ耐えることができず、母さんの洗濯前下着の匂においをかいで絶頂していたと自白させられたほどの取り調べ能力なのだ（実際は母さんの早とちりで冤えん罪ざいだったのだが、それが判明したのは既に父さんがお仕置きを受けたあとのことだった）。


    「そうです！　どういうことですか！　よくも人の娘を……っ」


    　ソフィアがその細腕からは考えられない力で僕を持ち上げ、がくがくと揺する。やめて！　なんかマイペニスが縄なわに巻き込まれてるせいで、揺らされるとちぎれそうになるの！　


    「生徒に卑ひ猥わいな知識を授さずけないことを条件に学園への入学を許可したのに、よりにもよって、私の可愛い一人娘に子供を授けるなんて……っ！」


    「まあ待てソフィア。こうなってしまったものは仕方がない」


    　母さんがソフィアをなだめる。僕は床ゆかにぼとりと投げ出された。


    「狸たぬ吉きちから詳しい経けい緯いを聞き出し、情報を精査したうえで、将来に向けた建設的な話をする。そのための尋じん問もんだ」


    　か、母さん……っ！　いちおうまだ理性が残ってるんだね!?　これならまだ僕の話を聞いてくれるかも……っ。


    「まあどのみち、このクズには相応のけじめをつけてもらうがな」


    　どっ！


    　母さんがやけに切れ味のよさそうな刃物を床に突き立て、まな板やら消毒用アルコールなどを隣に並べる。


    　あ、あの、母さん？　こんだけぐるぐる巻きなのに、僕の指先だけ不自然に露ろ出しゆつしてるのはそういうことですか？　オイタしたちんこの代わりに指を切り落とすつもりなんですか？


    「あの、お義か母あ様さま。あまり奥おく間ま君を傷つけるようなことは」


    　アンナ先輩がおずおずと母さんに告げる。そうだ、アンナ先輩！　もっと言ってやって！


    「心配しなくていい。将来の妻への誠実なる愛を示すため、こうやってけじめをつけることはよくあるのだ」


    「まあ、そうなんですの」


    　ちょっと母さん!?　アンナ先輩!?　わけわかんない風習つくんないでくれる!?


    　アンナ先輩は安心したように胸を撫なで下ろし、


    「婚約指輪のために、左手の薬指は避けていただけると嬉うれしいですわ……」


    「ああ。その指だけは残しておいてやろう」


    　だけ!?　それもうちんこ切り落とされるのとどっちがマシなのかわかんないレベルだよ!?


    「……おかしいですね」


    　母さんとアンナ先輩のやりとりをじっと観察していたソフィアが、母さんに疑惑の目を向けた。


    「先ほどから気になっていましたが……アンナとやけに気心が知れているふうですね？」


    　母さんの肩がぎくりと揺れた。


    「まさか、以前から交流があった、とか……？」


    「それは、だな……」


    　ソフィアの追及に母さんが焦あせり始めた。


    　するとアンナ先輩が天使のような笑え顔がおで、


    「はい。奥おく間ま君とは以前から、家族ぐるみのお付き合いをさせていただいておりましたの」


    　爆弾を放りこんだ。


    　ソフィアがいきり立って母さんにつかみかかる。


    「そんな話、これまで一度も聞いたことがありません！　まさか、意図的に隠していたのですか!?」


    「い、いや、そういうわけではないが……私はただ、貴き様さまがアンナと狸たぬ吉きちのことを知れば、どんな過激なリアクションをするかわからなかったのでな……」


    「それを隠しているというのです！」


    「段階的に、それとなく教えようとは思っていたのだが……」


    「私が反対できないような状態まで仲が進展してからですか!?　今回このようなことになったのは、あなたにも責任があるのでは!?」


    「お、お母様、落ち着いてくださいまし。お義か母あ様さま──爛らん子こさんはわたくしたちのことを思って……」


    　アンナ先輩がおろおろとしながら、仲間割れを始めたソフィアと母さんの仲ちゆう裁さいに入る。


    　お？　お？　これはいい流れじゃないか？　このまま仲間割れしてくれれば、僕の話を聞いてもらえる隙すきもできるのでは？　


    「そんなことよりも、だ。そういえば一つ確認するのを忘れていた」


    「そんなこと!?　そんなことではありません！」


    　キーキー喚わめくソフィアを抑え、母さんがアンナに向き直った。


    「狸吉から話を聞く前に、君にも話を聞いておかねばならなかった。アンナ、君はなにか、妊にん娠しんの原因となった行為に心当たりはあるか？」


    　ちょっ、母さん？　一体なにを……。


    「どの行為が、とはわたくしにもよくわからないのですが……」


    　僕が困惑していると、アンナ先輩がぽっと顔を赤らめ、下を向いたままもじもじと両手で頰ほおを押さえる。そうしてうっとりとした様子で、


    「フェリーに閉じ込められたとき、気絶するほど愛していただきましたわ……」


    　あ、アンナせんぱーーーーーーーい!?


    　いやそりゃね、アンナ先輩、フェリーで気絶してましたけど！


    　あれは僕がなにかしたんじゃなくて、アンナ先輩が勝手に興奮して気絶したんじゃないですか！　それがなんで僕が獣けもののごとくアンナ先輩に容よう赦しやのない種たね付つけプレスしたみたいなニュアンスになってるの!?　


    「…………」


    　さっきまで母さんに向いていたソフィアの怒気がどす黒い殺意に変わって、今度は僕に牙きばを剝むこうとしていた。


    　怖い怖い！　なんでそんな関節のぶっ壊れた人形みたいな異い形ぎようのポーズで僕を睨にらむの！


    「狸たぬ吉きち、貴き様さま……どうやらけじめは指だけでは足りないようだな……？」


    　母さんがソフィアに便乗するように殺気を放ちはじめる。


    　ず、ずるい！　ずるいずるい！


    　自分に追及の手が及びそうだからって、ソフィアの感情を逆なでして僕に矛ほこ先さきを返させたよねいま!?　僕にはわかるぞ！　母さん、いま、ソフィアの怒りが僕に向いて、ちょっとだけほっとしてただろ!?


    　思いっきり抗議したかったが、二大巨頭の放つ殺気に当てられて口がうまく動かない。


    「さて狸吉。貴様はアンナと違って、なにが原因でアンナが妊にん娠しんするに至ったか、説明できるだろう？」


    　瞳どう孔こうガン開き。


    　本能的に「これは逆らっちゃアカン」とわかる目をした母さんが、早く白状したほうが身のためだぞ、とばかりに指をばっきばき鳴らす。


    「し、知らない！　僕はやましいことなんてやってない！」


    「ほう？」


    　母さんがどこからか、善ぜん導どう課の使用するテーザー銃じゆうを取りだした。遠距離攻撃用のスタンガンと言えばわかりやすいだろうか。


    「アンナ、少し出ていましょう」


    「え？　え？　どうしてですの、お母様」


    　ソフィアがアンナ先輩を連れて部屋を出ていこうとする。


    　母さんがテーザー銃を僕の股こ間かんに向けた。


    「白状しなければ撃つ」


    　えっ、ちょ、母さん!?


    　僕知ってるよ!?　テーザー銃って電極が体に刺さって、そっから電気流すんでしょ!?　股間を刺してそのうえ電極!?　死ぬ死ぬ！　死ぬから！　もし運よく生き残ったとしても、生産中の精せい子し全部ぶちまけることになるよ!?　野球で応援チームが勝ったときに飛ばすあの卑ひ猥わいな形した風船みたいに精子飛び散るよ!?　


    「五、四、三、二──」


    　マジでやめて！　孫の顔が見られなくなってもいいのか!?


    　……ああ、そうか。母さん的にはアンナ先輩のおなかの中に既に孫はいるわけだから、僕の股間でいくら大量殺さつ戮りくが行おこなわれたって関係ないんですね、きっと。


    　いかん。このままだとひたすら拷ごう問もんされ続けたあげくケータイを奪い返しにいく時間まで減っていく（ついでに僕が種たねなしになる）という最悪のパターンだ。誰も得しない。


    　苦く渋じゆうの決断ではあるが、ここは自白してしまったほうがいいんじゃないか。


    「母さん」


    　僕は試しに一つ質問をしてみることにした。


    「仮に、僕がその、アンナ先輩とのことを、あの、認知して、けじめをつけたとして、そのあと僕はどうなるの？」


    　もし自由の身が約束されるのなら、噓うその自白をしてでもこの無駄な時間を終わらせよう。そう思っていたのだが、


    「決まっている。そのままアンナとともに、おなかの子供を育てるために万全の環境を整えるべく、あらゆる手続きをやってもらう。場合によっては遠方への引っ越しや、高校を中退したのちに善ぜん導どう課へ貴き様さまを強制就職させることも考えている。可能な限り急ピッチで進めるが、少なくとも一か月はまともに生活できると思うな」


    　自由の身どころの騒ぎではなかった。


    「な、なんでそんな！　ちょっと急ぎすぎじゃないの!?」


    　臨月でもあるまいし、いくらなんでもそれだけの手続きをこの一か月でやりきろうだなんて、話が飛躍しすぎじゃないのか!?　


    「急ぎすぎなものか」


    　母さんが忌いま忌ましげに顔を歪ゆがめる。


    「そもそも高校生が妊娠など言ごん語ご道どう断だんだが、いまこの国で子供を授さずかることがどれだけ厄やつ介かいなことか、貴様には想像がつかないらしいな」


    「それって、どういう意味……？」


    「ニュースを見ていないのか、貴様は」


    　母さんが苛いら立だたしげにＰピーＭエムを操作する。　


    　そして僕の鼻先に、ニュース記事のまとめが突きつけられた。


    「これって……」


    　それは第三次ベビーブームが到来して以来、何度かニュースで流れた言げん説せつを簡潔にまとめたものだ。


    　いわく、これから生まれてくる子供は《こうのとりインフルエンザ》に耐たい性せいがある。


    　いわく、その子供たちは発症しないが、耐性を持たない人たちに病びよう原げん菌きんをばらまく危険がある。


    　いわく、無自覚に菌をばらまく可能性のある彼らは隔かく離りして育てるべき。


    　つまり母さんとソフィアは、これらのぶっ飛んだ意見が国中に蔓まん延えんし、生まれてくる子供とその両親である僕やアンナ先輩が差別されることを危き惧ぐしているのか。


    「心配、しすぎじゃないかな？」


    「……なんだと？」


    「だって、こんなむちゃくちゃな話、誰が信じるの」


    　ニュースの言げん説せつはあくまで専門家（笑）の意見でしかない。


    　第三次ベビーブームの恩恵を享きよう受じゆする人の数は、その親類縁者も含めれば決して少数ではない。こんなふざけた話がそうそう簡単に世論を席せつ巻けんするとはとても思えなかった。


    　けれど、母さんは僕の言葉を聞いて、


    「大衆など、しかるべき権力が動けば、簡単にコントロールできるのだ。貴き様さまは知らないだろうがな」


    　うんざりするように吐き捨てるだけだった。　


    「で、だ」


    　母さんがテーザー銃じゆうをごりごりと股こ間かんに押しつけてきた。らめぇ！


    「私もできればこんなことはしたくない。時間の無駄だからな。さっさと白状すれば、みんな幸せになるぞ？」


    　母さんの指がテーザー銃の引き金を引こうと軽く力をこめる。


    「う、ううっ」


    　噓うその白状をしたところで自由の身とはほど遠いとわかったいま、間違っても「ヤりました」などと口にするわけにはいかない。


    　母さんの拷ごう問もんに耐えつつ、妊にん娠しん検査薬の到着を待ち、身の潔けつ白ぱく、もとい下半身の潔白を証明する以外に、華か城じよう先輩を救う手はないのだ。


    　白状すれば人生の墓場、しなければ拷問地獄。どちらも同じあの世なら、華城先輩を救える可能性のある道を選ぶしかない。


    「黙秘するか。……残念だ。二人目の孫は諦あきらめよう」


    　母さんが拷問を開始しようとした、そのときだった。


    　アンナ先輩が、玄関口のほうで驚いたような声をあげた。


    「綾あや女めさん!?　体調はよろしいんですの？」


    「あなたは、アンナの友人の……」


    　ソフィアも怪け訝げんそうな顔でドアの向こうに目を向けている。


    「……お届け物、です……」


    　アンナ先輩たちの視線を追うように玄関先を見れば、そこには本当に華城先輩が立っていた。


    　けれど生徒会モードの華城先輩は顔色最悪で、いまにも倒れそうなほど足あし下もとはふらふら、次の瞬間には「おちんぽおおおお！」と絶叫してしまいそうな感じで口元を押さえている。


    　その手にはまごうことなき妊娠検査薬が握られていた。


    　たぶん、ゆとりが入手したものを、「自分が届けたほうが信頼されやすいだろうから」と華城先輩が立候補したのだろう。


    「アンナからメールで、妊娠したと聞いて……浮き足立つ前に、ちゃんと検査をしたほうが、二人のためかと思って……」


    　華か城じよう先輩はアンナ先輩にそれを押しつけるように渡すと、


    「……それじゃあ、私はこれで……」


    　ふらふらとした足取りですぐさま帰っていってしまった。


    　いままさに僕の股こ間かんを生いけ贄にえにした殺さつ戮りくショーが行おこなわれようとしていた室内が、勢いを失って微妙な空気に包まれる。


    「とりあえず、使ってみたらどうだ」


    「そう、ですね」


    　母さんとソフィアが顔を見合わせ、


    「どうやって使えばいいんですの？」


    　アンナ先輩が興味深げな表情で、無む邪じや気きに検査薬の説明書きを読んでいた。


    　ソフィアが少し気まずそうな顔でその手を引いて、トイレのほうへとアンナ先輩を引っ張っていく。


    　そして数分後。


    「検査の結果が、出ました」


    　ソフィアとアンナ先輩がトイレのほうから戻ってきた。


    　結果は聞くまでもない。


    　アンナ先輩が先ほどまでとは打って変わり、力なく下を向いていたのだ。


    　その表情は白銀の髪に遮さえぎられてうかがい知ることはできないが、全身に落らく胆たんが滲にじんでいる。


    「結果は陰性。妊にん娠しんはしていないようです」


    　ソフィアが結果を口にする。


    　……よかった、これで解放してもらえそうだ。


    　落ち込むアンナ先輩には少し心が痛んだが、アンナ先輩の将来や華城先輩のことを考えれば、これがベストなのだ。


    　結果が出たのなら早く僕を自由にしてくれと言おうとしたとき、不思議な空気に気づいた。


    　アンナ先輩はまだしも、妊娠が勘違いだったと知って安あん堵どしているはずの母さんとソフィアの表情が硬いままだったのだ。


    　なんだどうしたと思っていると、母さんが重々しく口を開いた。


    「産婦人科で正確な検査をするまで確信は持てん」


    　え？


    「そうですね。いまはどこも産婦人科は予約でいっぱい。ねじ込んでも数日はかかるでしょうが、その間に少しでも手続きは進めておいたほうがいいでしょう」


    　え？　え？　母さんもソフィアも、なに言ってんの？


    　母さんとソフィアの言葉を聞いて、アンナ先輩がぱっと顔をあげる。その表情は希望に満ちていた。


    「あの、母さん、結果は陰性、だったんでしょ……？」


    「検査薬は元々、あくまで目安だ。産婦人科で正確な検査を受けなければ確信は持てん」


    　母さんは苛いら立だたしげに髪を搔かき毟むしると、


    「《ＳＯＸソツクス》のせいで検査薬は品切れ状態だ。アンナのことを心配して届けてくれたあの子には悪いが、これがちゃんとしたものかどうかも保証はない。生理が止まり、つわりが始まっている以上、万全を期す必要がある」


    　ソフィアがアンナ先輩の両肩をつかみ、静かに言い聞かせる。


    「いいですかアンナ。今後、妊にん娠しんしたことは誰にも言ってはいけませんよ。検査薬を届けてくれたあの子にも、勘違いだったと伝えておきなさい」


    「え？　お母様？　どうしてですの？　これは愛の結晶で、わたくしは奥おく間ま君と、幸せに……」


    「言うとおりにしなさい。これは軽けい々けいに言いふらしていいような、胸を張れる話ではないのです」


    　そしてソフィアは、酷ひどく沈んだ様子でぽつりと呟つぶやいた。


    「……私があなたに教えてきたことは……いえ、教えてこなかったことは、間違いだったのかもしれません」


    　ソフィアの真剣な言葉に、アンナ先輩がショックを受けたように固まった。


    「なんで、ここまで……」


    　僕は思わず呟いていた。母さんとソフィアの対応はあまりにも過敏だ。


    　確かに高校生の妊娠となれば、それは大問題だ。


    　生まれてくる子供が差別される可能性を危き惧ぐし、万が一に備えて慎重に動きたい気持ちもわかる。


    　けどそれにしたって、いくらなんでもやりすぎだろう。


    「貴き様さまはまだそんなことを。──っ！」


    　と、僕の言葉に反応した母さんが別の何かに気を取られてぴくりと片かた眉まゆをつり上げた。


    「ちっ。金かね子こめ。やはり根回しが早いな。もう始まるのか、忌いま忌ましい。しかし、これで貴様もわかるだろう、狸たぬ吉きち」


    　母さんが舌打ちするのと同時に、この場にいる四人のＰピーＭエムが一斉に起動した。


    　これはしばらく、なりを潜ひそめていた、金玉おばさんこと金子玉たま子この強制放送？


    『みなさん、浮かれている場合ではありません！』


    　金子玉子が一切迷いのない断定口く調ちようで話し始める。


    『今現在、《ＳＯＸ》の計略によって生まれた子らはみな、《こうのとりインフルエンザ》に耐たい性せいを持っているのです！　この子たちは将来、卑ひ猥わいな知識という病びよう原げん菌きんをまき散らし、周囲の人間を子供ができない体にしてしまうでしょう！　みなさん！　《ＳＯＸ》などというテロ集団の策略にのせられては国が滅ほろびます！　《ラブホスピタル》を利用し、病気の根こん絶ぜつにご協力を！』


    　そんな荒こう唐とう無む稽けいな話が、時折図ず示しされるデタラメな根こん拠きよとともに続いた。


    　それはいままでのニュースで見られた言げん説せつを簡潔にまとめたもので、特別真新しいものではなかった。だが問題は、それが強制放送で流されたという点だ。


    　強制放送は政府が許可を下した内容しか放送できない。


    　つまり、これから生まれてくる子供が危険だというむちゃくちゃな理屈は、政府が認めた公式見解という扱いになる。


    「わかったか。これが現実だ」


    　母さんが言い聞かせるように呟つぶやいた。


    「この一年の間に生まれる子供を隔かく離りして育てるべきだ、などというふざけた声も上がり始めている。さすがにそこまで極端なことにはならないだろうが、この数年で生まれる子供たちは確実に生きづらい世の中になる。国の方針、周囲の人間からの差別、偏へん見けん、苦しむのは子供だけでなくその両親となる人間も同様だ」


    　母さんが僕とアンナ先輩を見み据すえる。


    「それらのハンデが少しでも軽くなるよう、いまから貴き様さまらに理想的な環境を整えてやる必要がある。わかったら狸たぬ吉きち、とっとと白状しろ。本当に時間がないのだ」


    　母さんが再びテーザー銃じゆうを向けてきた。　


    　僕は頭をフル回転させ、どうにか説得の材料をひねり出す。


    「で、でも！　第三次ベビーブームが起きてから、誰も政府の発表なんて信用してないよ!?　こんな焦あせる必要なんて──」


    「言いたいことはわかります」


    　僕の声を遮ったのは母さんではなく、意外にもソフィアだった。


    「確かに、そう思えるでしょう。しかし、あの放送が毎日、国の主導で、マスコミも加わり、何度も何度も繰り返されるのです。……その手法がいかに有効であるか、恐ろしいものか……私もあなたの母親も、よく知っています」


    　ソフィアは複雑そうな表情で言い、その続きを母さんが引き継いだ。


    「そしてその流れを断ち切ることがほぼ不可能であることも、私たちは熟知している。いまはせめて、貴様らが人並みに暮らせるよう、環境を整えることしかできないのだ」


    　これはもう、諦あきらめるしかないかもしれない。


    　母さんとソフィアはあくまで僕たちのためにこうしてくれていて、決して手をゆるめるつもりはないらしい。


    　しばらく経たてば誤解は解けるだろうが、そうなるころにはたぶん、華か城じよう先輩は塀の中である。


    「なんだよ、それ……」


    　諦あきらめて項うな垂だれた、そのときだった。


    「……どうしてですの」


    　アンナ先輩が両手を握りしめ、体を震わせていた。


    「どうして、誰も……」


    　様子がおかしいことに気づいたソフィアと母さんが、アンナ先輩のほうを見た。


    　その瞬間、


    「どうして誰も、祝福してくれないんですの!?」


    　アンナ先輩が爆発した。


    　その場に座り込み、駄だ々だをこねるように床ゆかを殴打する。


    　いまにも床が抜けそうな威力だった。


    「なんでですの！　なんなんですの！　なんで！　じゃあ、一体なにが正しいんですの！　誰が正しいことを言っているんですの！」


    　母さんとソフィアがその様子を見て啞あ然ぜんとする。


    「お、落ち着くのだアンナ。いきなりどうしたと……おいソフィア、これはどうすればいい」


    「わ、わかりません。アンナがこんな取り乱したところなど見るのは初めてで……そこの卑ひ猥わいなゴミに妊にん娠しんさせられたことで情じよう緒ちよ不安定になっているのでは……」


    　なんでもかんでも僕や卑猥のせいにすれば解決すると思うなよ!?
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    「わたくしは一体、どうすればいいんですの!?　──っ」


    　暴れ回っていたアンナ先輩がなにかに気づいたように目を見開いた。自身の下腹部を見下ろし、そのまま青ざめた表情でトイレに駆かけ込む。


    　ソフィアがそのあとを追った。


    　アンナ先輩が座りこんでいたあたりを、母さんがさっと拭ふき取った。


    「……病院には、行く必要がなくなったな」


    　安あん堵どか同情か、母さんの声はどちらともとれなかった。


    　母さんは不機嫌な表情で、乱暴に僕の縄なわをほどき始めた。


    　どごしゃあっ！


    　そのとき、トイレの壁にヒビが入った。


    「アンナっ、なにをそんなに──っ」


    「うううううううううううっ！」


    　トイレのほうで、暴れ回るアンナ先輩を押さえようとソフィアが苦戦していた。


    　見かねた母さんが加勢するも、トイレの壁や扉とびらはみるみうるちにダメージを蓄積し、開放的なものになっていく。


    「アンナ先輩、あの──」


    「奥おく間ま君は！」


    　アンナ先輩になにかフォローの言葉を投げかけようとしたところ、これまで聞いたことのないアンナ先輩の鋭するどい声にはねのけられた。


    「奥間君は一体、誰が一番大事なんですの！」


    　それは一見して支し離り滅めつ裂れつな質問だった。


    　けれどなにが正しいのかわからなくなり、愛の結晶という寄る辺べを失い、僕が曖あい昧まいな態度をとり続ける中、それはアンナ先輩にとって最後の希望を探るような、この場において最も大切なことだった。


    　そしてそれは、華か城じよう先輩を救うため、アンナ先輩を放置して一刻も早くこの場を離れたいと思っている僕の気持ちを見透かしたかのような問いだった。


    「誰が、って……」


    　優しく微笑ほほえむアンナ先輩、まっすぐ健康な好意を向けてくれるアニー、そして力強く「布ふ団とんは寝具じゃなくて淫いん具ぐ！」などとのたまう華城先輩のドヤ顔が脳のう裏りに浮かぶ。


    「どうして、答えてくれませんの！　わた、わたくしは、奥間君のことを、こんなに愛していますのにっ」


    　叩たたき付けるように、アンナ先輩が叫ぶ。


    「アンナ先輩、僕は──」


    「狸たぬ吉きち」


    　アンナ先輩やソフィアを巻き込んだ乱闘の中にいた母さんが、僕の弱々しい言こと葉ば尻じりに反応するように鋭するどい視線を向けてきた。


    「わかっていないのなら口を開くな」


    　そして母さんはいつもに比べれば幾分落ち着いた口く調ちようで、


    「貴き様さまのはっきりしない態度はアンナを傷つける。しばらくアンナと顔を合わせるな。それが互いのためだろう」


    「なんで……どうしてですのっ！　どうして！　わたくしは、どうすれば……うううっ！」


    　どごしゃあ！


    　アンナ先輩が一際強烈に暴れ、ついにトイレが崩ほう壊かい。ソフィアも母さんも着ている服がぼろぼろだ。


    「貴様が出向くはずだった学校には私からまた連絡しておく。いますぐこの街から出ていけ。しばらくアンナの前に姿を現すな」


    「……」


    　僕はそのまま、逃げるように家を飛びだした。


    　理想的な展開だった。


    　おかしな誤解は解けたし、少し時間のロスにはなったけど、当初の予定どおり行き先を偽装した上で日に本ほん村むらへ行くことができる。


    　けれど、とてつもなく胸が苦しくて、いたたまれなかった。


    　暴れ回るアンナ先輩は確かに泣いていたのだ。


    　僕はこれからアニーを裏切り、また同じように傷つけることになる。それも今度は今回のような事故ではなく、僕の意思で。


    　下ネタテロリストとして、そもそも僕たちは間違っているのだと開き直って活動してきた。人前でパンツをかぶり、エロイラストをばらまき、公こう序じよ良りよう俗ぞくを一秒間に十回レイプしてきたといっても過言ではない。間違いだらけだ。


    　けれど、こういう間違い方は嫌だった。


    　だけど華か城じよう先輩を助けるために、ろくでもない世界に立ち向かうために、僕はやらなくちゃいけない。


    　再び日本村へのナビをお願いしようとゆとりや双子に連絡をとろうとしたそのときだった。


    　うちからそう離れていない街灯の下に、びくんびくん震える影があった。


    「……華城先輩!?」


    　それは妊にん娠しん検査薬を届けてくれたあと、早々に立ち去ったはずの華城先輩だった。


    「大丈夫ですか!?」


    「……あ、ああ。狸たぬ吉きち。無事に……脱出できたみたいね。私は大丈夫よ。ちょっと上を見たら、……名状しがたいほどに卑ひ猥わいな星座が見えたものだから」


    　いやどこにもそんな星座ないぞ!?　机の木目や雲の形にエロい意味を見いだす中学生がそのまま成長したようなことすんなよ！　


    　それにしても華か城じよう先輩、マジで病気だよな。下ネタ大好きとかそういうレベルじゃないぞ。麻薬依存症みたいなもんだ。たぶん、下ネタを口にしてるとき、華城先輩の頭の中は脳内麻薬がどくんどぴゅんなのだ。


    「私のほうは早さ乙おと女め先輩がじき迎えに来てくれるからいいけれど……むしろ狸たぬ吉きちのほうが苦しそうね。大丈夫？　日に本ほん村むらに行く前に、こっそり……うぐっ」


    　華城先輩が右手を押さえて小さく呻うめく。どうせ「こっそりオナっといたほうがいいわよ」とばかりに手をシコシコ動かそうとでもしていたのだろう。この人の頭は本当に酷ひどい。


    「ええ、まあ。ちょっとしんどいですね……」


    　僕は呆あきれながらも、ぽつりぽつりといまの心境を語った。


    　アンナ先輩の錯さく乱らんのこと。


    　続けてアニーまで裏切ることになるのはかなりキツイこと。


    　それは華城先輩に話すべきことではなかったのだけれど、なぜか素直に気持ちを口にできてしまった。


    「──そう」


    　僕の話を聞き終えた華城先輩は、ぽつりと呟つぶやいた。


    「アンナに関しては、しょうがないわね。いつかはこうなっていたもの。むしろ爛らん子こやソフィアが近くにいるときでよかったくらいだわ」


    　そして華城先輩は僕の予想に反し、顔色が悪いままにニヤリと笑った。


    「アニーのほうだけれど。私もね、私の頭がおかしいせいでこんな大おお事ごとになるなんて、まっぴら御ご免めんだと思っていたところよ」


    「あの、華城先輩。愚ぐ痴ちっといてなんですけど、ケータイ奪取を諦あきらめるとかはなしですよ？」


    　華城先輩は頭がおかしい。禁止単語を我慢するにも限界があるし、もし華城先輩が逮たい捕ほされてそれをきっかけに国内の反規制勢力が壊かい滅めつしようものなら、いくらアニーたちがすごいハッキング方法を手に入れたところで、国内の規制体制を覆くつがえすことはできなくなる。


    　それに。


    　あんなに真っ直ぐなアニーの好意を利用してでも、


    「僕は華城先輩に、捕まってほしくないんです」


    　すると華城先輩が不意に、耳元へ唇くちびるを近づけてきた。


    「えっ」


    　驚いて固まっていると、


    「いま、慶けい介すけたちの監視はないのよね？」


    「え？　あ、ああ。はい。母さんにビビっていったん監視はオフにしてるみたいです」


    「ならいいわ。念のためよ。このまま聞きなさい」


    　そして華か城じよう先輩はいまにも耳をはみはみするんじゃないかという距離を保ったまま、


    「慶けい介すけたちに気づかれず、アニーにこっちの真意を伝えることができるかもしれない策を考えたの。はっきり言って、バクチの要素が強い策だけれど……少しでも可能性があるなら試すべきよ。いい？　しっかり暗記しなさい」


    　華城先輩はいつかのように力強く、やんちゃな悪いた戯ずらっ子のように笑っていた。


    　僕の迷いを振り切ってくれるのは、いつだって、その底知れない力強さだった。

  


  
    



    　第四章　オ・モ・テ・ナ・シ　日本式ノーパンしゃぶしゃぶ！


    



    　日に本ほん村むらへの道中、特に大きなトラブルに見舞われることはなかった（というか、アンナ先輩の妊にん娠しん宣言に比べればあらゆるトラブルは無に等しい）。


    　新幹線を乗り継ぎ、鬼おに頭がしら家け所有の管理する貨物船に密航し、現地に入り込んでいた慶けい介すけの部下が運転するトラックに荷物ごと詰め込まれ、「やだこの人たち私のこと物だと思ってる……生きたオナホールとしか思ってないんだ……」などと考えてしまうくらい、僕はなんの波乱もなく機械的に運ばれた。


    　そのあたりの手際のよさはさすが鬼頭慶介主導といったところか。


    　道中苦労したことといえば話し相手がゆとりと双子しかいなかったため、ひたすら双子の妄もう想そうに付き合わされたことくらいだ。


    　予定より一日遅れ、華城先輩の頭から禁止単語が漏もれ出すまで残り二日。時刻は正午。


    　トラックから降ろされた僕の周囲に広がっていたのは、剝むき出しの岩いわ肌はだが目立つ、枯れた土地だった。


    　そしてその人が住むのに向いてなさそうな土地の真ん中に屹きつ立りつしていたのは、堅牢な城を思わせる無骨なビル群だ。


    『『着いたね！　ここが日に本ほん村むらだよ！』』


    『いや、村ってレベルじゃねーぜ』


    　ＰピーＭエム越しに僕と視界を共有しているゆとりが、双子の言葉に対して僕と同じ感想を漏もらす。


    　僕たちの目の前にある街は〝城〟という形容がふさわしいほどに厳いかめしい、中世ヨーロッパを思わせる巨大な城じよう塞さい都市だったのだ。オークに責め立てられたあげく「くっ、殺せ！」とかいう声があちこちで上がりそうな舞台である。


    　どうやら街の外周をぐるりと囲んでいるものはすべて巨大なビルらしく、それがまるで街全体を守る壁のような役割を果たしている。ビルとビルの間にあるはずの細い通路は鉄骨やらコンクリートやらの粗大ゴミでごちゃごちゃと埋められ、何本かある主要道路以外、街に入る手段はなさそうだった。


    　ここにアニーが潜せん伏ぷくしているのだ。華か城じよう先輩のケータイを持って。


    「私たちがお供できるのはここまでです」


    　僕をトラックでここまで運んでくれた慶けい介すけの部下が無ぶ愛あい想そうに一礼する。


    「なにか不測の事態があれば、街に入り込んでいる我々の仲間がウミ様とソラ様の指示に従い、援護いたしますので」


    　双子の指示に従って、か。嫌な予感しかしないんだけど……。


    　不安に押しつぶされそうになりながら、僕はそこから徒歩で街に向かった。


    　ケータイを奪い返すことができた暁あかつきにはまたここへ駆かけ戻り、トラックに乗ってとんずらする算段だ。


    「ええと、確か、街に入ること自体は簡単なんだよね？」


    　街の入り口が近くに迫ってきたころ、僕は確認するように呟つぶやいた。


    『『そうだよ！』』


    　双子が元気よく答えてくれる。くれるのだが。


    「いやさ、街の入り口に、なんかいるんだけど……」


    　街の中と外の境目（女性器でいえば大だい陰いん唇しん）、二車線道路の両りよう脇わきに小さな詰め所が一つずつあり、そこに屈くつ強きような男が立っていた。


    　男は二人とも長い槍やりのようなものを構えており、まるで門番のような威圧感を放っている。二人ともなぜか谷や津つヶが森もりのエロ本でしか見たことのない衣装、片方はブルマ、片方はスク水を着用しており、伝承の中にしか存在しない怪物が現実に現れたかのような禍まが々まがしい空気を放っていた。


    　せめてすね毛くらい剃それよな！　


    「しかもあの二人、僕のこと、むっちゃ見てるし……」


    『うんうん！　すっごい見てるね！　熱烈だね！』


    『あれは誘ってる！　誘ってるよ！　お兄さん、答えはもちろん』


    『『ＹイＥエＳスでしょ!?』』


    　僕を監視する役、ほかの人に変えてくれないかな……。いや、でも代わりに《羅ら武ぶマシーン》とか来られても困るし、甘んじて女子中学生の性的妄もう想そうを聞き続けるしかないのか。


    　……字じ面づらだけ見るとすっごく楽しげな響きなのに実際は地獄の苦く行ぎようだ。


    　僕はうんざりしながら街の入り口に近づいた。


    　もしかして徒歩で街に入ろうとしてるのを怪しまれてるんじゃないかとビクビクしながら詰め所を横切る。


    　そのときだ。


    「ひっ」


    　ブルマのおっさんがいきなり無言で肩をつかんできた。


    　アジア系の顔立ちだがなかなかに大柄で筋肉質。組み伏せられたらやばいなと思いつつ顔を上げると、その♂臭い顔をぐっと近づけてきた。


    　ぎゃあああああっ!?


    『『きゃ───────ぃっ！』』


    　突然の出来事に僕は体を強こわばらせて心の中で悲鳴を上げ、双子が歓喜の奇声を発した。


    　唇くちびるはもう守り切れないと咄とつ嗟さに判断し、ケツ穴を両手でガードすることに全身全霊を注ぐ。


    　ぎゅっと目を閉じて唇へのバイオテロに備える。が、
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    「ニホンジン？」


    　いきなり片言の日本語で尋ねられて、僕は恐る恐る目を開ける。


    　おっさんは唇くちびるへの急接近を中止しており、ＰピーＭエムを指さしていた。


    　僕は何語を喋しやべればいいのか迷い、結局こくこくと無言でうなずく。


    　するとおっさんは英語以上に聞き慣れない異国の言葉で向かいの詰め所にいるおっさんを呼び寄せた。


    「ニホンジン!?」


    　呼び寄せられたスク水のおっさんが驚いた顔で僕に尋ねてくる。


    　またひとしきりこくこくうなずく。


    　おっさんたちは異国の言葉でひとしきり盛りあがると、


    「ショクシュちんこを見せてくれ！」


    　ふざけたことを要求してきた。　


    　これでわかったことは三つ。


    　この人たちは少しだけ日本語がわかる。日本人を歓迎している。そして日本人を誤解しているということだ。


    　誰だよ！　日本人のちんこは触しよく手しゆになってるなんて学説を海外に広めたのはよ！


    　いきなりの下半身見せろ発言に『『ひゃーーーーーーーっ！』』と興奮するのは双子ばかりである。


    『あっ、ヤバイ、鼻血が出ちゃうよ』


    『ティッシュティッシュッ』


    　そのまま貧血でも起こして倒れてくれないかな。


    　なんとかちんこの件は誤解だと門番二人に説明すると、スク水のおっさんががくりと膝ひざから崩れ落ちた。


    「ニホンジンの触手をお参りするのが夢だったってのに……」


    　夢破れてちんこあり。男は性的なロマンを失うごとに成長していくのだ。


    　一人の男の性長を目まの当たりにして僕が心の中でうんうんうなずいていると、ブルマのほうのおっさんがなにかに気づいたような顔をした。


    「そのアナルががばがばになってそうな顔……もしかしてお前の名前、オクマか？」


    　おいどういうことだ！


    　僕の名前がおかしな評判とともに異国の地で拡散されてるぞ!?　


    　しかもなんで顔見ただけでわかるんだよ！　僕そんなに総受け顔か!?　


    　あと〝オクマ〟って変な発音しないで！　オカマみたいじゃん！


    「は、はい。そうですけど……」


    　恐る恐る肯こう定ていしてみると、ブルマのおっさんの表情がパンチラを目撃した男子高校生のように華やいだ。


    「おまえがあのじゃじゃ馬の専用肉バイブか！」


    　アニーは一体なにをどこまで言いふらしているのだろうか。


    　それとさっきから気になってたんだけど、この人たち、淫いん語ご言いまくりだな。当たり前といえば当たり前なのだけど、この人たちはＰピーＭエムを装着していないのだ。


    「アニーには連絡しておく。ようこそニホンムラへ。そのまままっすぐいけば、メインストリートだ」


    　ブルマのおっさんに促うながされるまま僕は街に入り、道なりに進む。


    　背の高いビルに囲まれた曲がり角の多い道はほとんど人ひと気けがない。


    「それにしても、本当に日本語が通じるんだな……」


    　言語関係は大丈夫だと事前に説明を受けていたが、ここまで普通に通じるとは予想外だった。


    『『日本語が通じなくても、お兄さんなら夜のボディランゲージでどうにかなってたよ！』』


    『おい狸たぬ吉きち。下へ手たなこと言うなだぜ。こいつらの減らず口の種になる』


    　ゆとりが抗議してくる。


    　いやそんなこと言われてもな。この双子、《羅ら武ぶマシーン》ばりになんでも腐ふに結びつけるじゃん。たぶん黙ってても『男に襲おそわれて！』『声を押し殺してる！』とか言い始めるぞ？


    「ん？　なんか急に騒がしく……うわっ」


    　何度目かになる曲がり角を曲がったところで、急に視界が開けた。


    　高い建物はほとんどなくなり、日に本ほん村むらの本当の姿がそこに広がっていた。


    「う、うおおぉ」


    　興奮のあまり叫びだしそうなのを抑えるため、口から変な声が出る。


    　一言で表すなら、それは卑ひ猥わいのバーゲンセール状態だった。


    　その広場には所狭しと露店が並んでいて、その隙すき間まをセーラー服やナース服、いまや規制されて本編を拝むことはできない大昔の日本のアニメの格好をした人たちが、老ろう若にやく男なん女によ、人種を問わず闊かつ歩ぽしている。


    　少し露店を覗のぞいてみれば、そこには当たり前のように薄い本が陳列されていた。ふと目に入った『魔法少女ＶＳニホンニシキヘビ～ダメっ、正義の味方が爬は虫ちゆう類るいなんかと～』がなぜか日本語表記で、しかも絵柄が好みだったため、いろんな意味ですごく気になる。さっきから何度も何度も視界に入れてしまっていた。


    『……おい、狸吉？』


    　しかし僕の視界はゆとりも共有しているため、手を出すことができない！　というか、チラ見してるのもバレるのかよこれ！


    　くそっ！　早さ乙おと女め先輩とはまた違う体系のエロ本がすぐ目の前にあるというのに！　生殺しだ！　断固抗議する！（まあ、抗議したところで弾圧されるのは目に見えてるんでおとなしくしてますがね）


    「なんなんだ、この街は」


    　僕は歩き回りながら、改めて広場を見渡した。


    　露店は一つ一つが独立したお店のようで、男性向けらしい『アヘ顔図鑑』なる薄い本が新刊として売られているその隣では『男だん色しよくの国、日本　№１～№67』とひたすらその手のシリーズを刊行しているらしい店があり、その隣では哺ほ乳にゆう類るいの交尾姿専門の写真集シリーズが売られていた。


    　タイトルは日本語や英語が併記されているものが多く、気になるタイトルや表紙で股こ間かんが熱くなる。


    『狸たぬ吉きち？』


    　そしてゆとりの声がどんどん冷たくなっていく。


    　広場の露店だけじゃない。


    　広場を囲むように鎮ちん座ざしている建物は夜にならないと開かないらしい怪しいお店が多く、この時間帯でも開いているお店ではバイブやオナホ、徳用ティッシュペーパーなんかが普通に売られているみたいだった。


    　僕がいまいる広場は街のほんの一部で、遠くのほうには逆三角形を組み合わせたような大きい建物が見えていたりする。


    　そこら辺に設置されている街の案内図によれば、ここみたいな広場はまだいくつもあり、街の反対側には遊園地みたいな施設もあるらしい。どんないかがわしいテーマでパークしているのかすごく気になる。観覧車が宙を舞うラブホテルになっていたり、股間からスプラッシュマウンテ●！　みたいな乗り物があったりするんだろうか。ドキドキ。


    『おいバカ。目的忘れんじゃねーぜ？』


    　絶対零度に達したゆとりの声でハッと我に返る。


    　いかん、ありえないくらいにあふれ返る膨ぼう大だいなエロ文化ばかりが目に入って、意識が朦もう朧ろうとしてきた。


    　僕はこの街で一刻も早くアニーを見つけないといけないのに。


    「けど、一体どこからどう捜せば……」


    　変態門番の二人は道なりに行けばなにもかもうまくいく的なノリで僕を街に入れてくれたが、街の内情は予想以上にカオスかつ広大（そして卑ひ猥わい）だ。


    　ただでさえ人であふれ返っているのに、僕の目線を惹ひきつけ集中を乱すようなものがそこかしこにあって、とても人を捜せるような状況じゃない。あの出店で売られている「中だし体験バイブ」とか、もうお土産みやげとして日本に密輸したいんだけどダメですかね。


    『つーか、さっきから気になってんだけど……』


    　と、ゆとりが少し迷いながら言葉を発した。


    『なんかさ、狸たぬ吉きちお前、すげー見られてるぜ？』


    『『男から!?』』


    『うっせーっ！　腐った双子は話が進まねーから黙ってろだぜ！』


    　ゆとりの言葉を受けて、僕は少し辺りを見まわしてみた。


    　するとゆとりの言うとおり、僕のほうを見てる人の多いこと多いこと。僕と視線が合っても目を逸そらすどころかにこやかに手を振ってくる人までいて、どうしていいのかわからない。


    『広場に入ったときからずっとだぜ』


    　するとすかさず双子が割り込んできて、


    『ウミ、今日きようはすっごくいい日になりそうだねっ』


    『そうだねソラっ。現役高校生の受け！　生で！　観戦できる！』


    　とりあえずこの二人の戯ざれ言ごとは全部スルーだ。


    「やっぱりこの服装がどっか変なんじゃあ……」


    　慶けい介すけたちは適当な普段着で問題ないと言っていたけど、蓋ふたを開けてみればこの大コスプレ大会である。もちろん普通の格好をした人も結構いるんだけど、実は僕たちが気づいてないだけで、あれもコスプレだったりするんじゃないだろうか。


    　そんなふうにおろおろと困惑していたときだ。


    「ワタシの専用肉バイブううううううううっ！」


    　後ろからなにか柔らかいものに突進され、近くの露店に頭から突っこむかたちで盛大に転んだ。売り子をやっていたメイドさんが「クンニしろオラァ！」などと召し使えるものとは思えない叫び声を上げた。


    「まさかこんなに早く来てくれるなんて！」


    「あ、アニー？」


    　僕を後ろから押し倒したのは今回の捜し人、アニー・ブラウンその人だった。


    　何日も根こんを詰めていたかのように髪はぼさぼさで肌はだも生気に欠ける。けれど眼鏡めがねの奥で光る碧へき眼がんは喜びに爛らん々らんと輝かがやいてまっすぐ僕を見つめていた。


    　その服装は出会ったときのようなジーンズにキャミソール。寒そうにカタカタ震えていたので、また上着を貸す羽は目めになった。


    「地下と違って外は寒いデスネー。タヌキチみたいな人が来たって聞いて、解かい析せきもほっぽり出して飛びでてきてしまいマシタ！」


    　そしてアニーはこちらを温かい目で見やるギャラリーに向かって僕の手を取り、


    「ご協力どうもデス！　この人がワタシの専用肉バイブになる人デース！」


    　祝福するような拍手が巻き起こった。なんだよこれ!?


    　つーか前から気になってたんだけど、専用肉バイブってもしかしてダーリンとかそういう意味で使ってる？


    「あの、アニー。君は僕のなんなのかな？」


    　試しに質問してみると、アニーは「なにを今さら！」と呆あきれたように笑い、


    「ワタシはタヌキチの、専用雌めす豚ぶたオナホールなのデース！」


    「その日本語、使い方違うから！」


    　するとアニーだけでなく周りの人たちまで「え？　じゃあ専用肉バイブと専用雌豚オナホールってほんとはどういう意味？　愛し合う男女のことはそれぞれなんて言うの？」みたいな空気になる。


    　面倒なことになってしまった。


    　しかし答えないと解放してもらえない空気であったため、


    「え、ええと。男の場合は旦だん那な、女の人の場合は嫁とか。ちなみにアニーたちが使ってる呼び方はどっちも、そういう行為専用の奴ど隷れい的な意味になるよ」


    「え!?　逆ではないのデスか!?　昔からニッポンの人はウスイホンにしたいキャラクターを『俺おれの嫁』と呼んでいたはずデース！」


    　いや、うーん、詳しくは知らないけど、そのセリフは愛欲入り交じる複雑なセリフで、必ずしも卑ひ猥わいな意味合いじゃなかったのでは？


    　すると周囲では「なんてこった！」みたいな空気になる。


    　アニーが神妙な顔をして、


    「なるほど。どうりでジョニーがニッポンの人に『僕の専用雌豚オナホールになってください』と告白したとき、ビンタでフラれてしまったわけデスネ」


    　ジョニーよ……安らかに眠れ……。


    　顔も知らない哀れな男に祈りを捧ささげていたときだ。


    　周囲がどんどん騒がしくなっているのを感じた。


    　僕とアニーを取り囲んでいるギャラリーの人たちが口に手を当ててなにかを叫び、手招きし、ここに人を呼び寄せている。いつの間にか僕たちを囲む肉壁はかなりの厚さになっていた。


    「あ、まずいデース」


    　アニーが渋い顔をする。


    　僕の手をつかみ、ギャラリーの間から抜け出すと、そのまま露店から逃げ出すように僕を引っ張っていく。


    「ゴメンネみんな！　ワタシしばらく専用肉バイブーーじゃなくてダーリンを独り占めしたいのデース！　みんなは後回しデス！　二号三号さんデース！」


    「ちょっとアニー、どうしたの!?」


    「ここ、ニッポンジンがすごく珍しくて人気デス。タヌキチ、人が集まっちゃうから、ＰピーＭエムは隠しておいてクダサイ」


    　言われてはたと気づく。そうだ。この街は日本じゃないのだから、ＰＭを装着してる人なんて僕くらいのものだ。それこそ街中ＳＭプレイのごとく目立つだろう。


    　アニーに上着を貸してしまったので、首のＰピーＭエムがさっきよりもさらに目立つ。


    「アニーが僕のことすぐに見つけられたのも、ＰＭのせい？」


    「そうデス！　街中に放たれたクサから情報をもらいマシタ！」


    　門番といい広場での馴な染じみっぷりといい、アニーはこの街でかなり交友関係が広いらしい。


    「とりあえず、あれでＰＭを隠しマショウ」　


    　アニーが指さしたのは日本でも見慣れた自動販売機だった。


    　ジュースでなにをどう代用できるというのだろう。


    「タヌキチはどれが好みデスか？」


    「えーと……ん？」


    　僕は自動販売機の前で固まった。


    「あのこれ、なに？」


    「なにって、自動販売機デスヨ？」


    　いや、そうなんだけど……売ってるものがジュースとかじゃなくて下着なんですけど。しかも値段の下にコスプレイヤーとかドヤ顔のおっさんとかの顔写真が貼はってある。


    　……おい、これってまさか、


    「ごくフツーの、使用済み下着自動販売機デス」


    『『お兄さん！　それ！　右上の！　鬼き畜ちく責めっぽいイケメンのやつ！』』


    　双子がはすはすと興奮した様子で僕に指示を出す。アニーには聞こえない仕様だから大丈夫だけど、黙っててくれると嬉うれしいな！


    「アレ？　もしかしてこれも、ニッポンにないデスか？」


    「ないよこんなの！　いまも昔も！」


    　大昔はエロ本自動販売機とかそういうのはあったらしいし、いまも日本は自動販売機大国だけど、こんなもんまで自動で販売したりしない。


    「Ｏオｈー……ニッポンムラの名物だったデスのに。何個目の自動販売機で好みの下着に当たるか運試しに使われたりしマース」


    　アニーは言いながら、硬貨を自動販売機に投入する。


    「お好きな下着を選んでクダサイ！」


    　いやそんな明るい笑え顔がおで言われてもな……。


    　僕は自動販売機を改めて見やる。


    　男の下着は絶対に嫌だ。パンツはもちろん、なぜか男のブラジャーまであるけど、どっちも絶対に嫌だ。


    　かといって女性のパンツは生々しすぎるしな……。


    「じゃあ、これで」


    　一際大きなおっぱいを持つ女の子のブラジャーを二つ選ぶ。首と両手首に巻くためだ。


    『……狸たぬ吉きちお前、もう帰ってこなくていいぜ？』


    　ボタンを押そうとしたとき、ゆとりがぼそっと殺気に満ちた声で呟つぶやいた。


    　え!?　なんでそんな急に!?


    　するとアニーまで「む～」と眉まゆ根ねを寄せ、


    「お金がもったいないデスし、やっぱりワタシのチチブクロを代用しマショー」


    　ブラジャーを外そうとする。


    「ちょっ、アニー、ただでさえ薄着なんだから！　そもそもそれ一つじゃ足りないし！」


    「パンツも欲しいデスか？」


    「違う！　ええい先せん手て必勝！」


    　僕は自動販売機のボタンを押し、名も知らぬ巨きよ乳にゆうの乳袋を二つ手に入れた。


    　早速一つを首に巻き、もう一つは左右にちぎってそれぞれ手首に巻いた。


    　……人としてどうかと思う格好だなぁ。


    　双子やゆとりに視界を提供するカメラの邪魔にならないよう調整しつつ、僕はお店の窓に映る自分の痴ち態たいを眺めた。


    「Ｏオｈー！　タヌキチ、よく似合ってマス！　それでこそニッポンのヘンタイ！」


    　さっきまで眉根を寄せていたアニーが、一転して満面の笑みを浮かべた。あっ、ちょっ、写真はやめて！　末代までの恥になる！


    「勢いでやっちゃったけど、これ逆に目立たない？」


    「大丈夫デース！　似たようなニッポンスタイルの人、たくさんいマス！」


    　言われてみれば確かに街中コスプレだらけだし、よく見るとほとんど痴ち女じよか露ろ出しゆつ魔まみたいな人もいる。それこそここでは全身パンツでコーディネートした《頂いただきの白しろ》みたいなやつでないと目立つほうが難しいだろう。


    「なんであんな格好してる人が多いの？」


    「純然たる趣味デース！」


    　断言されてしまった。


    「あと、この街はニッポンのヘンタイが好きな人ばかりデスから、ニッポンの真ま似ねする人が多いのデス」


    「日本の真似って……」


    「コスプレはニッポンの伝統衣装と聞きマス」


    　あの、着物ってご存じですか？　脱がせるために着せると言っても過言ではないあの衣服です。まあ、世の中の衣服は本来すべからく脱がすために存在するんですがね。


    「大学の卒業式でも着用される正式な衣装なのデショウ？」


    　いやそれは、かなり特別な大学じゃないかな……しかも相当昔の。


    「完成度が高いほどワビ、露ろ出しゆつ度が高いほどサビが身につくとか」


    　どういうことなの。


    「あー、ところでさ」


    　ＰピーＭエムも隠して落ち着いたころ、僕はアニーに本題を切り出すことにした。


    　いつまでもこうしてお喋しやべりしている時間はないのだ。


    　問題はここから。アニーからケータイの在あり処かを聞き出し、奪い返さなければならない。


    「ケータイの解かい析せきって、結構進んでたりするの？」


    　少し直接的すぎたかと思いつつ、アニーの様子をうかがってみる。


    　するとアニーは「やれやれ」とばかりに肩をすくめ、


    「そういう難しい話はあとデース」


    　そう言ってまっすぐな笑え顔がおを満面に咲かせると、


    「今日きようはタヌキチにこの街の魅力をたっぷり教えてあげマース！」


    　僕と腕を組み、じゃれつくように体をすり寄せてくるのだった。


    「……じゃあ、お言葉に甘えて」


    　変に断ことわって怪しまれるのもマズイ。いろいろと案内してもらう中の会話でそれとなく聞き出す方針がいいかもしれない。


    　アニーの快活な笑顔に反して、僕はそんな後ろめたいことを考えながら街を歩き始めたのだった。
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    「お昼はここにしまショウ！」


    　ノーパンしゃぶしゃぶ専門店『ＭＵムＳＹＡシヤＢＵブＲＩリ』。


    　意気揚よう々ようと僕を引っ張ってきたアニーが指さしたのは、看板に堂々と『本格和食！』と銘うった怪しさ満点なお店だった。


    　ノーパンしゃぶしゃぶ。それは日本が生み出した珠玉のエンターテインメント・レストラン。女性従業員は全員ミニスカにノーパン、さらには床ゆかが鏡張りになっているなど、ただひたすらスカートの中にある未開の茂みへの好奇心を満たすことに徹したお店である。ついでに食欲も満たしてくれる。添え物として提供される食事がなにゆえしゃぶしゃぶなのかといえば、たぶんその響きの卑ひ猥わいさゆえだろう。


    　さて、もしここが本当に僕の知っているノーパンしゃぶしゃぶなら、「いや、アニーに怪しまれてもあれだし！」と言いわけしつつゆとりや双子の監視も無視して突撃するところなんだけど、


    「あの、アニー。念のために聞くけどさ、これはどういうお店？」


    「ジュースでひたひたにした女の子の股またの毛に直接むしゃぶりつくお店デース！」


    　混ざってる混ざってる！　わかめ酒とノーパンしゃぶしゃぶが合体してヤバイもん生まれてる！


    「なんでそんな店選んだの！」


    「いやー、ワタシもデートで来るところじゃないかと思ったデスけど、タヌキチの口に合いそうな料理がここしか思いつかなったデスネ」


    　いや、そもそもこれは料理じゃないと思うよ？


    「とにかく、普通のとこでいいから。アニーが普段通ってるようなお店とか」


    「わかりマシタ！」


    　ノーパンしゃぶしゃぶについて誤解を解くことなく、僕はアニーについていく。


    　なんとなくわかってきたのだ。


    　この街は日本で死に絶えたいろいろな文化が独自の発展を遂げている場所なのだと。独自すぎてもはや従来の地球の生態系から独立しちゃっているくらいだ。


    　それをいちいち訂正するのも野や暮ぼな気がして、僕は極力口を出さないよう、アニーの案内に従うことにしたのだった。


    　しかし道中アニーから「では本物のノーパンしゃぶしゃぶとはどんなものなのデスか？」と訊きかれたので正直に答えると、「意味がわかりまセン！」と一いつ蹴しゆうされてしまった。


    　道すがら、アニーと適当に雑談を交わす。


    「そういえばちょっと気になってたんだけど、ここは日に本ほん村むらって名前なのに、日本人がほとんどいないんだね」


    　そのわりには現地の言葉や英語がわからなくても難なく生活できそうなくらい、日本語が浸透している。


    「元々この街は、ニッポンジンが作ったデスから」


    　聞けば十数年前、ＰピーＭエム装着の義務化を恐れた日本の漫画家や小説家など、ごく少数のクリエイターがひっそりと移り住んだのが始まりらしかった。


    　その人たちを慕したった外国のファンが少しずつ集まっていき、やがて世界規模で性表現規制を進める《セクシャリティ・ノー》と対立する人たちまで集まり、わずかな時間でここまで発展したのだという。


    　いまではアニーたちのような反規制団体の重要な拠きよ点てんとなっていて、世界の人々が比較的容易に「日本」に触れることができる数少ない聖地らしい。


    「じゃあさ、アレはなんなの？」


    　僕はずっと気になっていたアレを指さした。


    　遠くのほうにある、逆三角形を組み合わせたような大きな建物だ。


    「アレは貯蔵庫デス」


    「貯蔵庫？」


    「ハイ。もう絶版になってしまったニッポンのマンガや小説、アニメＤＶＤ、ほかにもいろんなものが大切に守られてる場所デス」


    「え、それちょっと興味あるんだけど」


    　いまの日本ではパンチラが一コマでもあれば発禁、性的なものを匂におわせる一文があれば発禁、女の子の声が少しでも淫みだらな要素を含んでいれば発禁とかなり厳しく取り締まられ、問題の部分を修正しての再版も禁止されている。昔の娯楽作品はそのほとんどが失われ、鑑賞する機会なんてないに等しいのだ。


    　下ネタや卑ひ猥わいな知識といっしょに父さんから詳細を教えてもらったせいで僕は昔の[image: ]作物についても中途半端に知識があるのだけど、現物は一度も見たことがなかったのでいつか鑑賞してみたいと思っていた。


    「お昼がすんだら案内してくれると──」


    　柔らかい指が僕の唇くちびるを塞ふさいだ。


    「焦あせらなくても大丈夫デース。時間はたっぷりあるデスから、最後のお楽しみにして、ワタシのオススメをいっしょに楽しみマショー」


    　アニーはニシシッというふうに笑うと、


    「着きマシタ！　ここがワタシの行きつけデース！」


    「おおっ。これは」


    　貯蔵庫についてはぐらかされたのはちょっと残念だったが、そんな未練はアニーが連れてきてくれたお店を前にして早くもどこかに飛んでいった。


    　メイド喫茶リンリン。


    　これあれでしょ？　メイドさんが股こ間かんにジュースをこぼしてくれるからそれにあわせて「失敗の責任は丁てい寧ねいなご奉ほう仕しで償つぐなうべきだよね？」と茶番を繰り広げ、その末に濡ぬれた股間を合法的にふきふきしてもらえるという夢のお店だよね？　ついでにオムライスとかも堪たん能のうできる感じで。


    　僕のテンションはにわかに上昇する。


    『……』


    　しかし問題はさっきからただひたすら無言のゆとりが、黙っていてもわかるくらいの殺気を放ちつつ僕を監視してるってことだ。


    　ここは紳士面づらを保ったまま、いかにメイドさんから自発的にふきふきしてもらえるか作戦を練る必要がある。


    『『むむっ。かけ算の波動を感じる……』』


    　双子が唐とう突とつになにか受信したようだが、無視無視。


    　僕はアニーに先導されるままに入店した。


    「お帰りなさいマセ、お嬢サマ、ご主人サマ」


    　そこで僕たちを迎えてくれたのは、ふりふりのミニスカメイド服に身を包んだたくさんの可愛い女の子たち。アジア系の人からアニーのような金髪の娘までいて、僕の夢想していたイメージを軽々と飛び越えるような素晴らしい完成度だった。


    　天使のような笑え顔がおで丁てい寧ねいなお辞儀をすると、僕とアニーを席に案内してくれる。お昼時ということもあってか店内はかなり混んでいた。


    『……デレデレしやがって』


    　や、これは違うよゆとり！　任務を忘れたわけじゃなくて！　ほら！　楽しんでないとアニーに怪しまれるからさ！　僕だってほんとはこういうお店でのんびりしてる場合じゃないってわかってるからね!?


    　心の中で言いわけしつつオムライスを頼む。


    　注文の品はすぐにやってきて、メイドさんが僕の分になにやらケチャップで大きくハートを描かいてくれた。お、おいおい可愛いじゃねえかと戸惑っていると、アニーが嬉うれしそうに、


    「気に入ってくれたみたいでよかったデス！　さすがは街で一番人気の男の娘こメイド喫茶デース！」


    「……どういうことかな？」

  


  [image: ]


  
    　あはは。アニーはまだ日本語が拙つたないなぁ、と思いながら聞いてみれば、


    「ここはニッポンジンが発展させたメイド文化と、ニッポンジンが生み出した男の娘こを組み合わせた、サイキョーのお店なのデス！　みんなちんこついてるとは思えないほど可愛いデース！」


    「…………へえ。そうなんだ」


    　だから！　なんで！　組み合わせちゃうんだ！


    『お兄さん！　わたしたち見たよ！』


    『お兄さんが男の人にときめくの見たよ！』


    『『やっぱり男の人が好きなんじゃないですかぁ！』』


    　あんまりにもあんまりな引っかけ問題に、僕は心の底から腐敗しそうだった。
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    　それから僕は日が暮れるまで、いろんなお店や施設をアニーといっしょに渡り歩いた。


    　各席が個室になっているために怪しい雰ふん囲い気きが充満し、なぜか生臭さの漂ただよう映画館。


    　乳ち首くびやオメ●などの大事な部分がまったく隠せていない水着や、水溶性の素材でできた下着しか置いていないお店。


    　歌舞伎の女お形やまと男の娘がごっちゃになった倒とう錯さく時代劇を上演する劇場。


    　──などなど。


    　それはもうむちゃくちゃなまでに日本を誤解した施設ばかりだったが、ここはこういう街なのだと受け入れてしまえば意外にも楽しむことができた。華か城じよう先輩に毒されて、感覚がズレているのかもしれない。


    　ちなみについさっき観た動物の交尾ショーはなぜかストリップやポールダンスとごっちゃにされててぐだぐだ感が半はん端ぱなかったものの、動物の交尾そのものは非常にファンタスティックだったよ！　牛の交尾とか、近くで見ると凄すごい迫力でした。


    　街を巡っているうちに日はすっかり暮れてしまい、僕はアニーに連れられるまま、夜のオススメ店へと連れてこられていた。


    　女によ体たい盛り専門店『ｐｒｐｒ』。


    　しかしもうさんざん学習した僕はいちいち胸を躍おどらせたりしない。


    　どんな料理が出てくるのだろうとそれだけを考えていると、アニーが得意気に、


    「ここではいじめられるのが大好きな女の子に目隠しをして、その体の上に直接食べ物を配膳するのが売りなのデース」


    「は!?　マジで!?」


    　不意打ちの情報に素すで反応してしまう。


    『狸たぬ吉きち？　今のは声はどう考えても演技じゃねーよな？』


    　そんなこと言われたって！　


    　大体ゆとり！　確かに華か城じよう先輩のピンチを前にしてエロいイベント楽しんでる僕のことが苛いら立だたしいのはわかるけど、アニーに不信感を持たれるわけにはいかないし、そもそも僕は健全な男の子で──。


    『今度はあたしが《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》に妊にん娠しんしました宣言したっていいんだぜ？』


    　アンナ先輩の一件から数日も経たたないうちにそんなことをされた日にゃあ、この世に一片のＤＮＡも残すことなく消されてしまう。マジで勘弁してください。母さんを本気で怒らせたら、精せい子し一匹残りません。


    「売り、なのデスけれど」


    　僕がゆとりの言葉に怯おびえていると、アニーがちょっと申し訳なさそうな声を漏もらした。


    「以前食中毒が出てしまって、以後そのサービスは行おこなわれてないのデス」


    　ぬか喜びじゃん！　いやもうゆとりがブチ切れちゃってるから、ぬか喜びどころか喜び損のくたびれちんこだよ！　


    「けどご安心を！　料理の味は保証しマスし、最近は新しいサービスを始めたのデス！」


    『いじめられるのが好きな女の子の代わりに！』


    『いじめられるのが好きな男の子を導入したとか!?』


    　いやあ、そんな新サービス導入してたらさすがに僕も怒らざるをえないよね。


    　さて実際この店の女によ体たい盛りがどうだったかというと、結論からいえばまあ、案の定いい案配にズレていて、


    「ふー。おいしかったデス！」


    「本当に味はよかったね」


    　僕は唾だ液えきまみれになった美少女フィギュアを皿の上に置いた。


    　おいおい。これなんもエロいことしてないのにモザイクがいるよモザイクが。


    　アニーの言っていた新サービスとはまあつまり、こういうことだ。美少女の絵が描えがかれたお皿や体の一部を模した容器に食事が盛られていて、それを食べるというシステム。


    　いま僕が舐なめ回したフィギュアはデザートのヨーグルトが塗りたくられていた。美少女を舐め回すというコンセプトは悪くないのだけれど、これじゃあまるで自分でぶっかけた精せい液えきを──これ以上は誰も得しないので割かつ愛あいする。


    　デザートのフィギュアが下げられたあと、僕とアニーは飲み放題のドリンクバーで粘りながら雑談に興じた。


    　ちなみにここのドリンクバーはやけにできのいい上半身だけのラブドールの乳ち首くびからジュースや牛乳が注がれる形式になっていた。


    「そういえば街を歩いてて思ったけど、あんまり民家がないんだね」


    　今日きよう巡ったいろいろなお店や施設の感想を言い合いながら、ふと気になっていたことを織り交ぜる。偶然民家のない区域ばかり通ったのかもしれないけど、それにしても居住スペースが少ないように感じていたのだ。


    「あー、それはデスネ。お店の地下に家がある人が多いのデス」


    「え？　地下に？」


    「ハイ。まあいろいろと事情はあるのデス。もちろん普通の家もちゃんとありマス。明日あしたはそっちのほうをのんびり歩いてみマショウ！」


    　アニーがテーブルの上でぱたぱたと手を躍おどらせる。よほど楽しみなのだろう。


    　けど、僕は明日も今日きようみたいにのんびりしている暇ひまはない。


    　日本に帰る時間も考えると、もう本当に時間がないのだ。


    「あー、えーと、デートもいいんだけどさ」


    　僕は早速探りを入れることにした。


    「ケータイの解かい析せきとかのほうはいいの？　前に電話で話したときは、急がなきゃいけないみたいな雰ふん囲い気きだったけど」


    「大丈夫デス！　それよりしばらくは、ワタシといっしょに遊びマショウ！」


    　アニーはぱたぱたさせていた手をそのままこっちに走らせてきた。僕の反応を確かめるように、僕の指先だけそっとつまむと、


    「ワタシはタヌキチがここまで来てくれて、本当に嬉うれしいのデス」


    　そして僕が抵抗しないのを確認してから、少しずつ指を絡めてくる。


    　その青い瞳ひとみは眼鏡めがねの奥からずっと僕を見つめていた。誘うように妖よう艶えんに、けれどいやらしい感じや高圧的な雰囲気はまったくない、ただただ心地よい好意を向けてくれていた。


    　乳ち首くびからジュースを注ぐラブドールドリンクバーが視界の隅でちらついていなければ、雰囲気に呑のまれてしまっていたかもしれない。　


    「アニーはさ」


    　僕にはやらなきゃいけないことがあると自分に言い聞かせながら、会話を少し強引に進める。


    「いまはどこに住んでるの？　この街が実家、ってわけじゃなさそうだけど」


    「……」


    　するとアニーはすっと僕から手を離し、ジュースの入ったコップに口をつけた。ちなみにコップの縁には女の子の唇くちびるが描えがかれていたりする。


    「……確かにここは、ワタシの生まれ育った場所じゃありまセン。一時的に隠れ家にさせてもらってマス。複雑な造りで隠れやすいし、なによりとっても自由な街デス」


    　アニーがふと遠い目をした。


    「実はデスネ、タヌキチ。ワタシ、ケータイを壊すってケースケの作戦、最初から反対だったのデス」


    『『んん？』』


    　ＰピーＭエムの向こうの双子が怪け訝げんな声を出す。


    　僕もいきなりなにを言い出すのかとアニーを止めようとしたが、アニーは自分の唇くちびるに人さし指を当てて僕に黙って聞くようジェスチャーしてきた。


    「もし《ＳＯＸソツクス》の力の源みなもとになっている機械を解かい析せきしてこっちで利用できれば、一気にワタシたちが有利になるはずなのに。ケースケはリスクが大きすぎるとかで許可してくれなかったのデス。だからワタシは、ニッポンで正体がバレて捕まる危険もありマシタけど、急いでニッポンに旅立ったのデース」


    　捕まる危険。


    　それはアニーのアホの子っぷりを鑑かんがみれば相当の重みを持つ。実際アニーのポンコツっぷりを僕は身を以もつて味わったし、技術大使という隠れ蓑みのがいつまでも続く保証はどこにもなかった。たまたまケータイが早く見つかったからよかったものの、捕まる可能性は決して低くなかっただろう。


    「どうして、そこまでして」


    「ニッポンの頭のおかしい文化が、ワタシを救ってくれたからデス」


    　アニーの目はこれまでにないほど、真剣味を帯びていた。


    「ワタシの生まれ育った家は、とても厳しい家でした。親の言うことは絶対デス。親が望むように振る舞わないと雌めす豚ぶたのごとく叱しかられるのデース」


    　あの、ちょいちょい変な日本語交ぜるのやめてくれないかな……？


    「たとえばこんなお店に通っていることがバレたら、次の日には出しゆつ家けデスネ」


    　修道院とかその辺りにぶち込まれるって理解でいいのだろうか。海外に関する知識が乏とぼしいので判然としないけど、そう遠くない解釈だとは思う。


    「とっても苦しかったデス。苦しくて苦しくて、生きていていいのか、わからなくなっていマシタ」


    　そこでいきなり、アニーが弾はじけるように声を張り上げ、


    「そこで出合ったのがニッポンの頭のおかしい文化だったのデス！」


    「お、おう……」


    　アニーのテンションの落差についていけず、変な反応をしてしまう。


    「『パイオツハザード』！　『インデペンデンス腐ふ女じよ子し』！　抑よく圧あつされた登場人物たちがワタシの代わりに、見えない壁に立ち向かうクールなストーリー！　そしてなにより、こんな頭にウジのわいたようなお話を出版して、あまつさえお金をもらえるような国があることに、ワタシは衝しよう撃げきを覚えたのデス！　こんなくだらない設定で大おお真ま面じ目めにお話を作り上げてしまうような変人が堂々とお金をもらっているのだから、ワタシだって生きてていいと、そう強く思えマシタ！」　


    　あの、アニー？　日本のこと好きなんだよね？　肉バイブ先生のファンなんだよね？　そうだよね？


    「肉バイブ先生だけじゃありまセン。ワタシが物心つくころにはもう新しく作られることはなくなっていマシタが、ニッポンの頭のおかしい作品は、ずっとワタシを元気づけてくれたのデス。凍りついてさび付いていた心を、溶かしてくれマシタ。生きていてよかったと、生きているのが楽しいと思えたのデース」


    　熱に浮かされたようにアニーが語る。情熱的に、まっすぐに。


    「エロが若者の成長に悪影響を与える!?　ノーッ！　そんな主張はクソ食らえデース！　頭のおかしいエロがなければ、ワタシはきっと、実家でハラキリしてたのデース！　だからワタシは、一刻も早く《セクシャリティ・ノー》を倒して、ニッポンを救わなければならないのデス！」


    「……」


    　まっすぐに感情を吐き出すアニーの迫力に圧倒された。


    　アニーは少しからかうように僕に笑え顔がおを向けると、


    「今日きようのデートではっきりしマシタ。タヌキチは口ではなんだかんだ言っても、こういうお店が大好きな、ワタシの理想のニンジャヘンタイデス」


    　まあ男の子ですからね。当然ですね。


    「タヌキチ」


    　ふと、アニーが物もの憂うげな瞳ひとみで僕を見つめていることに気づいた。


    　さっきまでの激しい炎みたいな感情の爆発はなりを潜ひそめ、頼りなさそうにこっちの様子をうかがっている。　


    　そしてアニーはとても静かな口く調ちようで、


    「ワタシを救ってくれた頭のおかしい文化。それを生んだ国で育ったタヌキチ。ワタシを救ってくれた文化が大好きなタヌキチ。そんなタヌキチが、ワタシを騙だまそうとしてるなんて、そんなはずないデスネ？」


    　そんなことを言うのだ。


    　詰まりそうになる言葉を、どうにか怪しまれないようスムーズに押し出す。


    「うん。そんなはずないよ」


    「よかったデース」


    　アニーはその顔にぱっと笑顔を咲かせ、さっきまでの沈んだ空気を一瞬でなかったことにしてしまった。


    「お会計！　お会計お願いしマース！」


    　そのままアニーはお店を出ると、


    「最後に一か所だけ、付き合ってクダサイ。そしたらタヌキチ、今夜はワタシの隠れ家に泊まるといいデス」


    　アニーの顔に、快活な笑みがニカッと咲いた。
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    「それで、ここは結局、なんのアトラクションなの？」


    「フフフ。もう少しだけ内緒デース」


    　アニーが連れてきてくれたのは、僕がこの街に来たときから気になっていたテーマパークだった。時間が遅かったためにもうほとんどのアトラクションが閉まっていたのだけど、屋内アトラクションらしい大きなお城だけはキラキラとライトアップされて絶賛営業中らしかった。


    　日本語にあまり詳しくないらしい係員さんからアニーが説明を受ける。アニーに手を引かれるまま、外見に反して薄暗い室内をゆっくり歩いていく。


    　お化け屋敷的なアトラクションなのだろうかと思いつつ進むが、特になにが起こるでもない。


    　今度はどういうふうに日本文化を誤解しているのだろうといろいろ観察しながら進んでいくと、アニーが立ち止まり、


    「ここみたいデスネ」


    　たくさん並んでいた扉とびらの一つを開けた。ただの飾りじゃなかったのか、この扉。


    　アニーに押し込まれるように、その明かり一つない部屋に入る。


    　パチッ。


    「うわ!?」


    　急に瞬またたいた明かりに目が眩くらむ。


    　それと同時にどこからか女性の淫みだらな喘あえぎ声が聞こえてきて僕は戦せん慄りつした。


    「え!?　なに!?　なに!?」


    　アンナ先輩に襲おそわれてきたこれまでを思い出し、僕は咄とつ嗟さに股こ間かんを守るようにしてしゃがみ込む。


    「タヌキチ驚きすぎデース。ただのアダルトビデオデース」


    　アニーが楽しげに笑う声。


    　しばらくして視界が元に戻り、部屋の様子がうかがえるようになる。


    「……お、おい」


    　そこにあったのは洋室に似合わない畳の床ゆか。


    　夜の大運動会が楽々開催できそうに巨大なベッド。


    　不ふ可か解かいなスイッチのついた大小様々なサイズのコケシ。


    　千せん羽ば鶴づるの要領でつり下げられた大量のコンドーム。


    　さっきから「アンアン」と喘ぎ声ばかり垂れ流すテレビのチャンネルはいくら変えようと延々アンアン。アダルトビデオの無限ループとなっていた。


    「ここって……」


    「ハイ！　ニッポン最大のテーマパーク！　ラブホテルデス！」


    　やっぱりかあああああああっ!?　


    「ちょっ、アニーっ！　ここはマズイ！　ここはマズイよ！」


    　完全に不意打ちだった。


    　こんなおとぎ話に出てくるような外見の建物がこんな淫いん猥わいな施設だとは夢にも思わなかったし、万が一アニーとやらしい展開があるなら隠れ家でだろうと思っていた。


    　どのみち隠れ家に長居するつもりはなかったし、そこならもしキスをせがまれたりしても、ケータイを奪取してすぐ逃げられると思っていた。


    　逃げ出したい気持ちでいっぱいだったが、建物の構造は覚えていないし、ここでアニーから逃げ出したらそれこそケータイを奪い返すチャンスが……。


    「うわっ!?」


    「なにがマズイデスか……？」


    　いろいろごちゃごちゃ考えている間に、アニーが僕をベッドの上に押し倒していた。


    　青くて綺き麗れいな瞳ひとみが色っぽく潤うるみ、けれど僕が戸惑っているあいだは一定距離を保ったまま、少し離れた位置で揺れている。


    「タヌキチはワタシを信じて、選んでくれたデス。なら、もうなにも気にすることはないはずデース。ワタシはタヌキチのことが、大好きデス。タヌキチが嫌でなければ、ハジメテをあげたって構いまセン」


    　僕を押し倒したまま、アニーが眼鏡めがねを外し、貸していた上着を、キャミソールごと脱ぎ捨てる。ブラジャーも躊ちゆう躇ちよなく外し、ジーンズだけを残したアニーの見み惚とれるように美しい上半身が露あらわになる。


    「だめデスか……？」


    　頰ほおを染めたアニーが潤んだ瞳で僕を見下ろし、いとおしげな手つきで頰を優しく撫なでてくる。


    　裾すそから侵入してきたもう片方の手が脇わき腹ばらや胸むな板いたをそっと愛あい撫ぶし、全身にぞくりと電気が走る。


    　異常な怪力で押さえ込まれているわけではない。壁かべ尻じり状態で身動きがとれないわけでもない。


    　けれど僕はアニーから逃げることができなかった。


    『おい狸たぬ吉きち！　なにやってんだぜ！　早く振り払え！　そんな運動オンチ、あの化け物に比べりゃ楽勝だろうが！』


    『いやあああっ！』


    『だめええええっ！』


    『『お兄さんは男の人以外とそういうことしちゃダメ！』』


    　ええいうるさいぞ外野！　いくらなんでもこの至近距離でそんな大声出したら気づかれるかもしれないだろ！


    　それに僕がアニーの誘惑を振り切れないでいるのは、そのまっすぐな好意にほだされたからではない。


    　アニーが僕を試している。そんな気がしたからだ。


    　隠れ家に直帰せず、わざわざこんな施設に誘ったうえで迫ってきているのがその証しよう拠こだ。


    　ここでアニーの好意を拒絶すれば、きっともう信じてはもらえない。ケータイに辿たどり着くことはできなくなる。


    　かといって、アニーを騙だますためにここで不誠実な対応をするなんてこともできなかった。


    　い、いくらムスコがびんびんでも、人としてやっちゃいけないことがあるんだよ！


    　どうする、この場でうまく断ことわるには、ニッポンのお堅いテーソーカンネンでも引き合いに出してみるか!?　いやここは近所のお姉さんにフデオロシしてもらわなきゃいけないＳＨＩシＫＩキＴＡタＲＩリがあるとか適当な風習をでっち上げて──などと考えているうちに、アニーの整った唇くちびるがゆっくりと近づいてきていた。


    　きっとこれを受け入れてしまえば後には戻れず、アニーと最後までいくしかなくなってしまう。アニーをうまく拒絶するには、なんとしてもキスしてしまう前になにかそれらしい話をでっち上げなければならない。


    　けれどアニーのまっすぐな瞳ひとみが、情熱的な愛あい撫ぶが、たわわに実った白く柔らかそうなおっぱいが僕の思考をかき乱す。『てめえさっきからどこ見てるんだぜ！　しっかりしろ狸たぬ吉きち殺すぞ！』というゆとりの怒声もどこか遠くに聞こえてしまう。


    　ノンストップで下ネタをまき散らす華か城じよう先輩のドヤ顔が脳のう裏りに浮かぶ。


    　いっそのこと流れに身を任せてしまえばいいのではないか。そのほうが確実にアニーの信頼を得ることもできる。華城先輩を助けることができる──などと股こ間かんから外げ道どうな正論が飛んでくる。


    　けれど同時に、壁かべ尻じり状態のときに華城先輩が僕に放った言葉が脳裏をよぎる。アニーの誘いをどうにか上手いことかわすべきだという強い意志が沸わいてくる。


    　華城先輩を助けるためにアニーを裏切ると決めた。けれどここで外道な正論に身を委ゆだねてしまえば、アニーだけでなく華城先輩まで裏切ってしまう。なぜかそんな気がした。


    　けど、ならどうすればいい……。迷っている間にもアニーの顔はもう視界を埋め尽くすほどに近づいてきていて、僕の意思を最終確認するかのように湿った息が吹きかけられていた。


    　もう本当に、時間がなかった。


    「……アニー、実は」


    　ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウッ！


    　そのときだった。


    　突とつ如じよけたたましいサイレンが鳴り響き、その音を聞いたアニーが野生動物のような敏感さで体を起こした。


    「っ！」


    　ドゴォン！


    　続いてどこからか爆発音が響く。


    　眼鏡めがねをかけ直したアニーがベッドから飛び降りる。なにかにつまずいて弁べん慶けいの泣きどころを強打する。アニーは涙目になりながらも窓の辺りに這はいより、分厚いカーテンを開けた。


    「な、なんだ、あれ……」


    　この部屋はかなり高いところにあるらしく、窓からは街の一角が一望できた。


    　目に飛び込んできた景け色しきに啞あ然ぜんとする。


    　僕が街に入ったときに使ったような道も遠くに見えて、そこで大きく火の手が上がっていたのだ。


    　どす黒い黒煙が街を囲う巨大な壁のようなビルを軽々と越え、冬の星空を覆おおい尽くしていく。


    　アニーが窓を開けると、サイレンの響く中でも人々の怒号や走り回る音がはっきりと聞こえてきた。


    「おかしいデス……こんなタイミングで……」


    　アニーは緊迫した表情で呟つぶやくと、なにが起きているのかまったくわからないでいる僕を置いてけぼりにして、ジーンズから取りだした端末で連絡をとり始めた。


    　複数箇所に連絡をとるアニーは異国の言葉を使っていて、早口でまくし立てられるその内容を知ることはできなかった。


    　しばらくして連絡を終えたらしいアニーはようやく上半身裸はだかのままであることに気づき、ほっぽり出していたブラとキャミソールで上半身を覆うと、


    「危ないデスから、タヌキチはここから動かないでクダサイ！」


    　そう言って部屋の入り口に向かって走り出した。そしてこけた。


    「アニーっ！　一体なにが起きてるの!?　説明してくれないと、君だって危ないんじゃないのか！」


    「僕もついていく」とアニーの手を握る。


    　その瞬間、視界の外からぬっと大きな影が現れた。


    「うわっ!?」


    　ゴリラのように毛深い手が、僕の肩を押しとどめるようにつかんでいた。


    「ハハハ！　勇ましいのはいいガ、戦場では先輩の言うことを聞くもんだぜ、ボーイ！」


    　そこにいたのは僕の胴体くらい太い腕をした、全身筋肉のオッサンだった。


    　背中にでかい槍やりを背負い、腰には爆弾のようなものを巻きつけ、鋼はがねの肉体はセーラー服美少女戦士が着用していそうなぱっつんぱっつんの戦闘服（ピンク）で彩いろどられていた。チャームポイントは短いスカートからのぞく股こ間かんのもっこりである。


    「ぎゃあああああああっ!?」


    　突とつ如じよ出現したド変態に悲鳴をあげると、ドアの向こうからまた一人、


    「おいおい。怖がらせちゃ駄目ダロウ」


    　サングラスに葉巻をくわえた渋いおっさんがパニックになる僕をなだめに入る。


    　しかし美少女戦士（おっさん）と同様にたくましい肉体はなぜか乳ち首くびに貼はられた絆ばん[image: ]そう膏こうと股こ間かんに装着された魔法少女のお面によってのみ覆おおわれており、ほとんど全部剝むき出し状態だった。おい、魔法少女の目に開いた穴から物体Ｘがもしゃもしゃ生えてきてんぞ？


    「な、なんだこいつら！」　


    「タヌキチ、安心してクダサイ！　この二人はアンディとフランク！　ワタシが呼んだ味方デース！」


    「は？　味方？」


    　これ味方にしていいビジュアルじゃないぞ!?


    「いまこの街は《セクシャリティ・ノー》によって操あやつられた地元の武装警察から夜や襲しゆうを受けていマス。ワタシたちは街のエロを守らなければなりまセン」


    「え？　え？」


    「けれどタヌキチはまだ、この街の住人ではないデスし、訓練も受けていまセン。夜襲が終わるまで、ここで待機していてクダサイ。その二人がいれば安全デス」


    　恐る恐る武装したおっさん二人を見上げれば、ニカッと頼もしい笑え顔がおを向けてくれる。服装が完全なる変質者でなければ惚ほれているところだ。


    「ちょっと待ってアニー。これは一体、なんなの……？」


    　出入り口の前に陣取るおっさんたちから距離を取るようにして窓の外に目をやれば、昼間はウスイホンを売っていた人たちが一斉に店をたたんで品物を慣れた様子で運び出し、コスプレをしていた人たちが手に手に武器を持って火の手が上がったほうへ走っていく。


    　持っている武器は槍やりや農機具のように原始的なものから手作り爆弾みたいなものまで様々で、まとっている空気は百ひやく戦せん錬れん磨まの軍隊のように静かな迫力に満ちていた。


    　明らかに彼らはこの異常事態に慣れきっていて、童どう貞てい臭さは一切感じられない。


    「これは、戦争デス」


    　アニーが当たり前のように答え、オッサン二人が「そのとおり」とばかりに互いの武器をぶつけ合う。


    「戦争って……まさか、不健全雑誌やいかがわしいお店を守るために、ここまで……？」


    　言われてみれば備えはいくつもあった。


    　街を囲むように配置された不自然に高いビルと、その隙すき間まを塞ふさぐような不法投とう棄きの山。


    　武装した門番。地下に多いという居住スペース。


    　ここは村でも街でもない。


    　エロを守るための砦とりでなのだとようやく理解した。


    「ここまで……デスか」


    　アニーが悲しげに目を伏せる。


    「そうデス。ここまでしなければ、ヘンタイは守れないのデス。生なま半はん可かな抵抗は意味がないのデス。それもまた、タヌキチ、あなたたちの国が教えてくれたことなのデース」


    「アニーっ！」


    　アニーは僕の呼びかけに振り返ることなく、廊下に控えていたらしいマイクロビキニのオッサンを引き連れ、どこかに走り去ってしまった。


    『おい狸たぬ吉きち！　あの金髪、間違いなくケータイのところに向かう気だぜ！　なんかよくわかんねーけどこの混乱だ！　いま追いかければ気づかれずにケータイのとこまで尾行できるぜ！』


    　ゆとりがＰピーＭエムの向こうでそう言うものの、


    「ヘイボーイ！　そう怖がることはない」


    「戦争が終わるまで、俺おれたちとこの部屋でおねんねしてるだけの簡単な仕事ダ」


    　追いかけようにも屈くつ強きようなおっさん二人に阻はばまれ部屋を出ることは叶かなわない。


    　というか、雄おすのフェロモン充満しまくりな扉とびらのほうにはもう近づきたくもない。なんだこの汚いイージスの盾たて。


    『ドキドキ！』


    『ワクワク！』


    　双子ばかりがこの先の展開に希望と欲望を見いだしているようだった。
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    「そんなに珍しいカ？」


    　扉をがっつり守っているおっさんが、窓の外を見下ろす僕の背中に声をかけてきた。


    　股こ間かんに美少女のお面を装着しているおっさんにどう接していいのかわからず、曖あい昧まいにうなずく。


    「最近は俺たちも力をつけてたから、夜や襲しゆうなんざめっきり減ってたんだがナ」


    　よく見ればおっさんの無意味に剝むき出しの肌はだには大きな古傷がいくつもある。


    　独自に発展したエロ文化で得た財力や後ろ盾、それから住民のほとんどが兵士といういまの体制を確立するまで、今日きようのような夜襲は日常茶さ飯はん事じだったという。


    　いちゃもんに近い口実で街全体の家か宅たく捜そう索さくをしようとする地元武装警察と、それに反発する住人の戦いはもう十年以上続いているそうだ。


    「お利口にエロを守ろうとした連中はもういねえ。みんな捕まっちまったカ、途中で諦あきらめて武器を握った」


    「そんなことしても、規制賛成派を増やすだけなんじゃあ……」


    「ハハ！」


    　おっさんが愉快そうに笑った。


    「俺おれみたいな格好をしたやつは、存在するだけで規制賛成派を増やすぜ！」


    　いや誇らしげに言うけども……。


    「その恰好をやめればすむ話じゃないですか」


    「この恰好をやめる？　バカ言うナ。この恰好をやめたら俺は俺じゃなくナル。いいかボーイ。戦いに必要なのは綺き麗れい事ごとじゃあない。力だぜ」


    　おじさんがどやっ、とばかりに股こ間かんのお面を叩たたく。吐き気がしてきた。


    「……」


    　もう一度窓の外に目を向ける。


    　品物を隠して店にバリケードを敷いた人々が手に武器を持ち、迷いなく走っていく。街の外周でいくつも黒煙が上がり、街の喧けん騒そうはより一層ものものしくなっていく。


    　日本とはまったく違う抵抗のかたちがそこには広がっていた。


    『狸たぬ吉きち！　いつまでもそこでそうしてるわけにゃいかねーぜ!?』


    　おっさんたちとの雑談に時間を割いて部屋から脱出しようとしない僕に、ゆとりがしびれを切らしたように叫んだ。


    　うーん、そうなんだけどね。


    　雑談しながら隙すきをうかがってたんだけど、このおっさんたち、マジで歴戦の戦士らしくて、僕から一瞬たりとも目を逸そらさないんだよね……。しかもそれが二人。


    　正攻法じゃあ脱出は難しい。


    『『お兄さんお兄さん』』


    　と、ＰピーＭエム越しにもニヤニヤとしているのがわかる声で双子が話しかけてきた。


    『おじさんたちの服をさ』


    『脱がしてくれる？』


    　そろそろこっちも堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れるよ？　と思ったのだが、どうやら双子は大おお真ま面じ目めらしかった。


    『街に入り込んでるあたしたちの仲間がね』


    『ちょっとしたトラブルを起こすから』


    『そのときおじさんたちが外に出られない状態だったら』


    『お兄さんはさらに脱出しやすいはずなんだっ』


    『『だからさあ！　おじさんたちを誘惑して、服を脱がすんだよ！』』


    　服を脱がす手段が誘惑である必要がどこにあるんですかね……。


    『北風と太陽作戦だよ！』


    『大体お兄さん、力尽くで脱がすのなんて無理でしょっ！』


    『『絶対、力尽くで脱がされる側だよねっ！』』


    　役得とばかりに興奮している双子からは私情しか感じられないが、確かに一理ある話ではある。悔くやしい、けど納得しちゃうビクンビクン。


    「いやでも、その作戦、おっさんたちがソッチ系じゃないと無理じゃん……」


    　こっそり双子に語りかけると、


    『大丈夫大丈夫！』


    『あのおじさんたち、そういう臭においがぷんぷんするもん！』


    『『わたしたちの腐ったレーダーは百発百中だよ！』』


    「これまで僕をソッチ系として扱ってた時点でそのレーダーは信用できないっ」


    『それはわざとだよっ』


    『言い聞かせてるうちにもしお兄さんが突然変異したらさっ』


    『『それはとっても嬉うれしいなって！』』


    　こいつらマジで腐ってんな。性しよう根ねとか。


    　しかしいずれにせよ、なにか奇策でも使わなければ脱出不可能なのは確かだ。


    　心底嫌だったけれど、僕はムチャクチャ細かい指示を出す双子に従い、誘惑のセリフとポーズを決めることにした。


    「あ、あの」


    　ドアの前に陣取っているおっさん二人におずおずと声をかける。　


    　お尻しりを突き出すような姿勢で壁に片手をつき、もう片方の手は右尻に添えるだけ……。


    「ただ待ってるだけなのも暇ですし、どうせなら、楽しみませんか？」


    　人生でワーストスリーに入るくらい、おなかの辺りが気持ち悪い。


    『『きゃああああああああああっ！』』


    　んでもって双子がうるさい。こいつら絶対いい死に方しないぞ！


    「おいおい」


    　と、おっさんが頭に手を当てて首を横に振る。


    　あ、あれ？　やっぱり双子の腐ふ女じよ子しレーダーはポンコツだったか？　


    　作戦失敗に焦あせりつつこっそり安あん堵どしていると、


    「アニーに悪いと思って手を出さないでいたのにナ」


    「誘ったのはボーイ、お前のほうだぜ？」


    　うわあああああああああああああ!?　もうキャストオフしてるううううう！


    『『ああああああああああああっ！』』


    　双子は正気を失ったとしか思えない奇声をあげていて、もうそのまま喉のどから血を噴いて死んでくれないかな？　ってくらいウザかった。


    　おっさんたちが、日本人の常識からは考えられないほど巨大な摩ま天てん楼ろうをメトロノームのように揺らしながら、ゆっくり近づいてくる。


    　あああああっ！　マジでこの双子に関わるとろくなことがない！　いっつもこれだよ！　


    　早くトラブル！　トラブル起これ！


    　……まさかトラブルを起こすってのは双子の噓うそで、僕はハメられただけなんじゃあ……と最悪の可能性に今ごろ気づいた。


    　そのときだった。


    　ドゴンッ！


    　大きな爆発音とともに扉とびらが吹き飛び、黒い煙がもくもくと室内に侵入してきた。


    「!?　なんだってんダ!?」


    「ファック！　まさかもうここまで侵入されてんのか!?」


    　おっさんたちの警戒が一気に廊下へ向く。


    　いまだ！


    「！　ボーイ！」


    　おっさんたちの間をすり抜け、黒煙の中を駆かけ抜ける。


    「ごめん！　やっぱりアニーが心配なんだ！」


    　非常事態ということもあってか、ホテルの内部はかなり明るくなっていた。非常階段を探してそこからホテルの外に脱出する。


    　アニーを捜すため、僕は喧けん騒そうの中へと飛び込んだ。


    　……それにしてもアニー。いくら緊急事態だったからって、あの二人と僕を密室に置くのは戦場に放りこむより危険だったんじゃないかな？
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    「くそっ、どこに行ったんだ、アニーは！」


    　アニーがホテルを出ていってから、それなりに時間が経たっている。


    　地上に降りてみると街の喧騒は思っていたよりもずっと激しく、武器を手に駆けていく人々の怒号や勢いに呑のまれそうになる。


    　こんな状態でアニーを捜すなんて、交尾の最中に四桁けたのかけ算やるくらい難しいぞ。


    　どこに向かっていいのかわからないまま、おっさんたちに追いつかれないよう闇やみ雲くもにホテルから離れる。


    『お兄さん。しっかり！　いろいろサポートしてあげてるのに、無駄になっちゃう！』


    『そうだよ！　さっきの爆弾騒ぎとか、夜や襲しゆうけしかけたりとか、大変だったらしいんだからっ』


    　双子がエールにも似た言葉で急せかしてくる。


    　その中に引っかかるものがあった。


    「夜襲を、けしかけた……？」


    　聞けばこの夜や襲しゆうを画かく策さくしたのは慶けい介すけらしかった。


    　この辺りの《セクシャリティ・ノー》に働きかけ、今日きようが絶好の奇き襲しゆう日和びよりだとそそのかしたのだ。


    　大きな混乱があればそれだけケータイを奪い返しやすくなるだろうと。


    　オオオオオオオオッ──。


    　地鳴りのような怒号が聞こえ、そちらに目を向けた。


    　遠く、僕が入ってきたのとは違う街の入り口で、何百人ものコスプレ部隊と地元武装警察が睨にらみ合っていた。


    　本格的な戦闘には至っていないものの、威い嚇かくのためだろうか、時折爆発音が上がり、どす黒い黒煙が夜空にのぼっていく。


    　街の外周に建てられたビルの窓、そのすべてから人が顔を覗のぞかせ、投石のタイミングをうかがっているようだった。


    　この街の人たちは、規制を訴える声に敗北した日本に代わって、ここまでしてエロを守っている。


    　そんな人たちを裏切っていることが酷ひどく胸を締め付けた。


    　けれど、ここで立ち止まるわけにはいかない。


    　僕はここにケータイを奪い返しに来た。


    　こんなことになってしまった以上、立ち止まるわけにも躊ちゆう躇ちよするわけにもいかないのだ。


    　挿いれてしまったが最後、出すまで腰を止めるわけにはいかないように。


    「アニーは、どこに向かった……？」


    　アニーとの会話を冷静に思い出す。どこかにヒントはなかったか。


    「……そういえば」


    　ふと、アニーが近寄ることを頑かたくなに拒こばんでいた場所のことを思い出した。それはもう生き娘むすめが風俗街やエロ本コーナーを避けるがごとく、アニーは不自然なくらいそこに近づかないようにしていた。


    　逆三角形の大きな建物。　


    　どこにあったかと辺りを見まわすが、黒煙が恥ち部ぶを塗りつぶすベタ塗りのように空を覆おおい尽くしているせいで、なかなか見つけることができない。


    『狸たぬ吉きち。周りを見てみろだぜ』


    「なに？」


    　ゆとりに言われて辺りを見渡す。


    　露店は軒のき並みたたまれ、品物を運び出す人で忙せわしない。


    『みんな、どっか同じ方角目指してねーか？』


    　武器を持った人たちとごっちゃになっていままで気づかなかったが、ウスイホンなどを運んでいる人たちは確かに一定の方角に進んでいるように見えた。


    　逆三角形の建物は確か、〝貯蔵庫〟と呼ばれていたはずだ。


    『行ってみる価値はあると思うぜ』


    「うん！　ありがとうゆとり」


    『それから』


    　ゆとりが大きなため息をひとつ挟んで、


    『帰ってきたら力いっぱいひっぱたいてやるから、いまは躊ちゆう躇ちよせず、思い切り悪役に徹しろだぜ』


    「ははっ、よろしく頼むよ」


    　僕は運ばれていくウスイホンの流れに乗り、戦火の広がる街を走った。
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    　いた！


    　僕は声を上げそうになるのを抑え、建物の陰に隠れた。


    　逆三角形を組み合わせた建物──〝貯蔵庫〟は近くで見るとかなりの大きさだった。


    　てっぺんの辺りは陰いん毛もうのごとき黒煙に覆おおわれ、はっきりとした高さがわからないほどだ。　


    　その巨大な建造物へ、いまにもアニーが入っていこうとしているのが見えた。


    　その足取りはへろへろで、いままさに体力が底を尽きそうな具合だった。


    　いっしょにホテルを飛びだしていったマイクロビキニのおっさんにおぶってもらうとかそういう選択肢はなかったらしい。うん、僕だって嫌だ。


    「さて、どうしたもんか……」


    　追いついたはいいけど、ここから先が厄やつ介かいだ。


    　貯蔵庫の周囲は、それこそ最前線のような有あり様さまだった。


    　色とりどりのセーラー服美少女戦士（ことごとくおっさん）、ふんどしとネクタイを混同したような連中、よくよく見れば全ぜん裸らにボディペイントのお姉さんなど、エキセントリックな方々が重装備で貯蔵庫を守っていた。


    　手にした武器は槍やりなどの長なが物ものが中心だが、女性の中には本物かハッタリか、銃じゆう器きを構えている人もいる。


    　まさに変態最前線。


    　万が一武装警察が街に侵入してきたとしても、ここだけは絶対に死守するつもりなのだろう。


    　ここを突破しなければアニーを追いかけることはできない。


    　僕は少し考え、服を脱いだ。


    『なにしてるんだぜ!?』


    　唐とう突とつな脱衣にゆとりが声を裏返す。大丈夫大丈夫。首と手首のブラジャーは外さないから。


    　脱いだ服を隠し、真冬の寒さに震える。この街の変態たちの耐寒性、マジぱないの。


    「相手が武装してるなら、こっちは丸腰になるしかない」


    『狸たぬ吉きち!?　遂に壊れたか!?　それとも日本語忘れたか!?』


    　いやしかし、カメラ越しにはわからないだろうけど、貯蔵庫を囲む変態たちの気迫は尋じん常じようではない。


    　ウスイホンを運びこむ人たちは顔と荷物のチェック、それから住民票かなにかの提示を求められていて、顔見知りでも容よう赦しやはないようだった。


    　それだけ警戒心剝むき出しの場所へ赴おもむこうというのだ。


    　相手と似通った格好、それも抵抗と攻撃の意思がないことを示すほぼ全ぜん裸らという格好はこれ以上ない服装だ。


    　ただやっぱり股こ間かんまる出しはまずいので、そこら辺に落ちていたお椀わんを装着した。


    　お椀の中に、早さ乙おと女め先輩から渡されたお守りも放りこむ。


    　この露ろ出しゆつ度で街をうろつくのは夏休み以来か……。


    　僕は物陰から一歩踏み出した。


    　途端、


    　──────っ。


    　一斉に警戒の目と武器を向けられる。


    　だがそれも一瞬で、僕の服装を見た変態たちは少しだけ警戒をゆるめてくれた。


    　僕はそのままゆっくり堂々と変態の隊列に歩み寄った。


    　最前列のおっさんが怪け訝げんそうな顔で異国の言葉を発する。たぶん、ここには許可証のあるやつしか入れないとか言っているのだろう。


    「僕はここに入れなくてもいいんです。せめてこれだけ、守ってください」


    　お椀の中に隠していた、早乙女先輩渾こん身しんのケモナー大歓喜エロイラストを取りだし、おっさんたちに見せつけながら僕は言った。


    「オオオオオオオオ!?」


    　エロイラストを受け取ったおっさんを中心にその場が一斉に色めき立つ。


    「ジャパニーズ？　ナダコノエロハ!?　ナニ！　ナニ！」


    　しばしエロイラストに釘くぎ付づけとなっていたおっさんが血走った目でつかみかかってきた。


    　双子の歓声が耳にキンキンと鬱うつ陶とうしいが、いまはそっちに構っている場合じゃない。


    「まだありますよ。これも守ってください」


    　次に取りだしたのは女性向けのエロイラストだ。


    　受け取ったボディペイントさんが鼻血を噴いて倒れた。


    　僕が股間から次々取りだすエロイラストを中心に、隊列が大騒ぎになった。


    　さすがは早さ乙おと女め先輩の描かき下ろし、エロは言語や文化を超えて人々をおかしくさせる。


    「──っ！」


    　すぐさま司令塔らしき人の怒号が飛んで騒ぎは一瞬で収まるものの、その一瞬さえあれば十分だった。　


    　僕はお椀わんで股こ間かんを隠したまま、警備の目をかいくぐって貯蔵庫内部へと侵入した。


    　困ったときのエロ頼み。エロは偉大である。
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    「さて、侵入したはいいものの……」


    　中はかなり広大だった。


    　そのうえすぐに攻略されないようにするためか入り組んだ造りになっていて、案内図なんかもほとんどない。


    　しかも建物の中はウスイホンなどの売り物を運び込んでくる人や見回りの人がかなりいて、とても身動きが取りづらい。なにを運び込むでもなくうろうろしているところを見つかれば、確実に追いかけ回される。変態の多いこの街のことだ。もし捕まればなにをされるかわかったもんじゃない。


    『絶対、ちんぽなんかに負けたりしない！』→『ちんぽには勝てなかったよ……』と調教される未来がありありと脳のう裏りに浮かぶ。怖い怖い。


    　ケータイ奪取のためにも僕の快楽墜おちを避けるためにも、見つかるわけにはいかない。


    　それが僕の動きを鈍にぶくしていた。　


    　朱あけ角かど温泉での修行以降、僕はある程度周囲の人間の気配を察知することができるようになっている。けれどいかんせん貯蔵庫の中にいる人間の数が多すぎる。その上建物の構造はかなり複雑だ。亀きつ甲こう縛しばりにされた女の子のように身動きが取りづらい。


    「せめて、アニーがどこに潜ひそんでるかさえわかればな……」


    　向かうゴールもわからず警備員だらけの迷宮を進むのは難易度が高すぎる。目も耳もなく白はつ血けつ球きゆうと戦いながら卵らん子しを目指す精せい子しの気分だ。


    「いや、待てよ……？」


    　精子は卵子の位置を特定するために、それこそアンナ先輩みたいに匂においを辿たどっているって話が……じゃなくて！


    　アニーは言っていた。


    　この街は地下に居住スペースを作っていることが多いと。


    　それが手がかりにならないだろうか。


    「……どうせほかに情報なんてないか」


    　僕はマラにもすがる思いで一階エリアをうろつき、地下に通じる道を探すことにした……のだけれど。


    「うわぁ……なんかいるし……」


    　アニーがいる場所へ通じていそうな通路は思ったよりも早く発見することができた。


    　なぜそれがアニーのいる場所へ通じていそうだと思えるのか──。


    　それは、いたからだ。通路の入り口に、アニーと連れ立っていたマイクロビキニのおっさんが。


    　そのたくましい肉体を見せつけるように堂々と仁に王おう立だちし、入り口の前から動く気配はまったくない。　


    「……あいつ、男と女どっちが好きそう？」


    　股こ間かんのお椀わんにはエロイラストが一枚だけ残っている。早さ乙おと女め先輩が描かいてくれたＢＬボーイズラブものだ。貯蔵庫前に陣取っていた変態戦士たちは女性の比率が低かったため、これが一枚だけ残ってしまっていた。


    『『うーん。なんか、レーダーが変な反応してて……よくわかんない……』』


    　ええい肝心なときに。


    　仕方がない。とりあえず試してみよう。


    　僕は曲がり角から、折りたたんだエロイラストをマイクロビキニめがけて軽く放った。


    　マイクロビキニがそれに気づいてイラストを拾い上げる。


    　もし夢中になってくれれば、その隙すきを突いて通路に入れるのだけど……。


    「……フッ」


    　エロイラストの中身を確認したマイクロビキニは軽く息を吐くと、何事もなかったかのようにそっと折りたたみ、入り口の前に戻った。


    　くそっ、失敗だ。


    「そこにいるんだろう、ニッポンジン」


    　そのうえ居場所までバレるしさぁ。


    　僕は観念してマイクロビキニの前に姿を見せた。


    「ミーの気を逸そらそうとしたのなら失敗だ。ミーは五歳以下の男の娘こしか愛さない」


    　めんどくせえ性せい癖へきだなおい！


    「さて、どうやってここまで来たのか知らないガ」


    　マイクロビキニがゆっくりとこちらに向き直る。


    　武器は持っていないものの、その身のこなしは完全に玄くろ人うとだ。


    　母さんほどではないにしろ、僕より格段に強いだろう。


    「もしユーがここまで追いかけてきた場合、問答無用で取り押さえろと頼まれている」


    　アニーはこの地下通路の先にいる。きっとここでケータイの解かい析せきをしているのだろう。


    　やっぱり、アニーは僕のことを信用しきってはいないのだ。


    「まったく。アニーを裏切るようなやつは、アンディとフランクにケツの穴で再教育してもらうしかないナ」


    　さらっと怖いこと言うなよ！　「絶対、ちんぽなんかに負けたりしない」展開がすぐそこまで迫ってきていた。


    「逃げられると思うなヨ」


    　ここを押し通るには、このマイクロビキニを倒さなくちゃいけない。


    　それもできるだけ早く。


    「先せん手て必勝！」


    　いつまでもここで暴れていたら援軍が来かねないし、格上相手に長期戦なんてそれこそ無む謀ぼうだ。


    　僕は一息でマイクロビキニの懐ふところに潜もぐり込み、人体の急所を蹴けり上げた。体格差も筋肉の鎧よろいも関係ない、どれだけ鍛きたえても一撃くらえばノックアウト、すなわちその立派なもっこりを！


    　いきなりの卑ひ怯きよう技わざに、マイクロビキニの表情がぎょっと硬直する。


    　ゴッ！


    　よし、クリーンヒットだ！


    　って、あれ？　なんだこの感触……固い。え？　なに？　やだ！　こいつおっきしてる!?


    　……いや、これは。


    「甘いゾ！」


    　思っくそ動揺した一瞬で足をつかまれ、容よう赦しやなく壁に叩たたき付けられる。


    　呼吸が止まり、エロ禁三十日目でいきなりムスコをオナホへ突っこんだように頭が真っ白になる。


    「くっ」


    　あの股こ間かんの感触。間違いない。こいつ、マイクロビキニの下になにか仕込んでいる。


    　くそっ！　なんでこいつ、股間だけがっつりガードしてんだ！　そんなとこに金かけるくらいならちゃんと服着ろよ！


    「足をもがれようが腕を切り落とされようが、男の魂たましいだけは守り切る。これはそういう鋼はがねの意思を示すためのニッポンの伝統衣装」


    　あーそうですか。世界は広いですね！


    「──うぐっ」


    　ふざけた状況だが、ダメージはわりかし深刻だ。


    　一撃目が不発に終わった以上、さっきのような奇き襲しゆうはもう通用しないだろう。


    　……一つ、賭かけでもしてみるか。　


    　僕は首のブラジャーを外して、お椀わんをしっかり固定できるよう腰に装着した。手首のブラも両方外し、戦闘の最中にブラがずれてゆとりたちの視界を塞ふさぐことがないようにする。


    　のしのしと迫ってくる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのマイクロビキニを前にして、僕はゆとりと双子に囁ささやいた。


    「あいつを倒すために、誰か僕を操作してくれないかな」


    　岡おか目め八はち目もく。


    　僕のＰピーＭエムを介して僕の周囲を客観的に見ることのできる三人のうち、誰かが僕に的確な指示をくれれば、格上相手にも勝ち目はあるかもしれない。


    『おい、むちゃ言うなだぜ』


    　しかし当然ながら話はそう簡単ではない。


    『さっきから画面がぐちゃぐちゃ動き回って酔いそうなんだぜ。まともに戦況を把握すんのも難しいぜ』


    「……まあ、そりゃそうだよね」


    　常識で考えれば当然だ。


    　けれど僕のナビをしているのは比較的良識のあるゆとりだけではない。


    　頭のネジがぶっ飛んだ変態が、なんと迷惑なことに二人もいるのだ。


    　僕はそっと囁くように、その作戦を双子に説明した。


    「──っていう男の臀でん部ぶを貫つらぬく一撃必殺技があるんだけど、それをあいつにブチかましてやりたいんだ。できそう？」


    『『はいはいはいはい！　やるやるやるやる！　やらせてください！』』


    　不ふ世せい出しゆつの外げ道どう中学生が二人、ものの見事に釣りあがった。


    「なにを悠長に構えてイル」


    　マイクロビキニがトドメを刺しに突進してくる。


    　その脇わきをすり抜け、後ろに回ろうとしたところで、


    『しゃがんでっ』


    　頭の上をマイクロビキニの腕がかすめた。あっぶない。


    『次左っ』


    　左に避けると、死角から鋭するどい蹴けりが飛んできて頰ほおをかすめた。


    　突進の直後、すぐさま体を回転させたマイクロビキニが遠心力も乗せて放ってきた強烈な攻撃だ。双子の指示がなければ確実にいまので沈んでいた。


    「……ユー、マミーのおなかの中で欲張ったか？　目は二つで十分のはずダ」


    「さてね」


    　再びマイクロビキニと睨にらみ合う。


    『うひひひひっ』


    『うへへへへっ』


    　僕の目となり耳となり、僕とともに〝決定的な一撃〟を狙ねらう双子がＰＭを介し、涎よだれを垂らしてマイクロビキニを観察している気配。全身全霊をかけたその恐ろしいほどの集中力で相手の癖くせや特徴を分析しまくっているのだろう。


    『お兄さん。いくよっ』


    『まずは右方向に突進っ』


    　双子の指示に従い、僕は攻めに転じた。


    『三歩踏み込んだら左に切り替え！』


    『下半身に攻撃フェイント入れて！』


    『『そっから後ろに回り込め！』』


    「ムッ」


    　後ろをとられてマイクロビキニが鼻はな白じろむ。


    　当然だ。明らかに格下で、そのうえ手痛いダメージに動きが鈍にぶっているはずの僕がいきなり後ろをとったのだから。


    　げに恐ろしいのは欲望に染まった双子の集中力。


    　まともに状況を把握することもできないだろうカメラの向こうから、二人交互に的確な指示を出してくる。優秀な変態は本当に恐ろしい。


    　僕はそこで両手をある形に組んだ。そのとき、


    『思い切りしゃがんで！』


    　後ろに回り込んだ僕の首目がけ、裏うら拳けんが飛んできた。


    　くそっ、まだ粘るのか、このおっさん！


    『足首めがけて突進！』


    　指示どおり突撃する。マイクロビキニが仰あお向むけに倒れこむ。


    『その変な水着をはぎ取るふり！』


    　僕はそのもっこりを覆おおうビキニへと手を伸ばした。


    　マイクロビキニがぎょっとした顔でビキニを押さえ、後ずさりしながら起き上がる。


    　これでマイクロビキニは僕が股こ間かんの防具を外したうえでの金的を狙ねらっていると考えるだろう。


    『うへへへへ、焦あせらない焦らない』


    『うひひひひ、すべてはお兄さんが腐り落ちるそのときのために』


    　しかし甘い！　金的程度でこの凶悪な双子がここまでノリノリになるわけがないのである。


    『もう一回、右から突進！』


    『水着を奪うふり！』


    『ひるんだところに足払い！』


    『水着を奪うふり！』


    『いったん距離をとると見せかけてっ』


    『水着を奪うふり！』


    　ひどいコンビネーションもあったもんだ。


    「卑ひ怯きよう者ものメッ。それがニッポンジンのやることか……っ」


    　ごめんなさい。


    『真正面から突進！』


    『水着を奪うふり！』


    『目つぶし！』


    『水着の端はしっこ引っ張って！』


    『左に避けて！　蹴けりがくるよっ』


    『そのまま蹴り足をとってっ』


    『『思いっきり振りまわせっ』』


    　とはいえマイクロビキニの足腰の強きよう靱じんさは並ではなく、思い切り力を込めたところでバランスを崩すのがせいぜいだ。


    　だが、それが命とり。


    『『いまだよっ』』


    　僕はマイクロビキニの後ろをとり、思い切りしゃがみ込む。


    「無駄ダッ」


    　マイクロビキニが片方の手でビキニを押さえ、もう片方の手で後頭部をガードしながら呻うめいた。


    「お前の攻撃など、通じナイ！」


    　確かにそうだろう。


    　金玉はプロテクターに覆おおわれたまま、背中は筋肉の鎧よろいをまとい、鳩みぞ尾おちや喉のどのような弱点らしい弱点は存在しない。


    　だが、ただの一つだけ。


    　戦闘でほぼ狙ねらわれず、特定の人間しか鍛きたえていない部位がある。


    　僕はもう一度手を組んだ。両手の人さし指と中指だけを伸ばし、極太の銃じゆうを形作る。


    　教えてやろうマイクロビキニ。


    　かつて日本中の子供たちが背後を取り合い、その一撃にすべてをかけていたという恐怖の魔ま弾だん。電気アンマに並ぶ日本の絶ぜつ技ぎ！


    「食らえ！」


    　カンチョーっ！


    「──!?!?!?!?!?!?!?」


    　開発したあとの快楽ばかりにスポットがあてられ、人体の急所というイメージが薄れた肛こう門もん。そこにすべての力を込め、全身のバネも使い、僕は渾こん身しんのカンチョーを放った。


    　がっちり組み合わせた四本の指がマイクロビキニの体を貫つらぬく！


    『『んっひゃあああああああああっ！　ヤったあああああああっ！』』


    　イカレた双子が歓声を上げ、僕はすべてが空むなしいとばかりの虚うつろな瞳ひとみでマイクロビキニから指を引き抜いた。


    「……つまらぬものを掘ってしまった」


    　また一つ、僕の人生に黒歴史が刻み込まれた瞬間だった。


    　そのときだ。


    「……センネン……ゴロシ……」


    　マイクロビキニが掠かすれた声で呟つぶやく。


    　なんだこいつ、まだやる気か!?


    「……ハハハ。アニーの言っていたとおり、本物のニンジャヘンタイだナ……」


    　それがマイクロビキニ最後の言葉だった。


    　床ゆかに倒れ伏し、何度か痙けい攣れんしたあと気を失う。


    　……なんか、日本への誤解を深めちゃったかな？


    『……酷ひどい戦いだったぜ』


    　ゆとりがぼそりと呟く。僕もそう思うけど、背に腹は代えられなかったんだよ！


    「と、とにかくっ。いまはケータイを奪い返さないとっ」


    『えへへっ。これでお兄さん、きっと攻めの波動に目覚めたよっ』
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    『今後が楽しみだねっ。想像が膨ふくらむねっ』


    『『攻めの目覚めでご飯が美う味まいっ！』』


    「勝手に食ってろ」


    　そうして僕は、アニーが潜ひそむであろう地下通路へと足を踏み入れるのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　無機質な階段を下っていく。


    　地下とはいえそこまで深いものではなく、ものの二、三分で最下層に到達した。


    「……いる」


    　扉とびらの向こうに、一つだけ人の気配。


    　わずかに開いた扉から中をうかがうと、日本では大学やちゃんとした研究所などでしかお目にかかれない据すえ置きのパソコンが何台も並び、よくわからない機械や配線がごちゃごちゃとしていた。


    「……ふぅ」


    　呼吸を整える。


    　決して事後の一息じゃないからね？


    　僕はいまから、アニーを裏切る。


    　ずっと前から覚悟してきたわけだけど、いざその場になるとやっぱり怖い。


    　罵ののしられるだろうし、軽けい蔑べつされるだろう。


    　華か城じよう先輩から秘策を授さずかってはいるけれど、はっきり言ってアニーに通じるかどうかは分ぶの悪い賭かけでしかないし、通じたとしてもアニーを裏切ることには変わりない。きっと恨まれる。


    『お兄さん？』


    『どうしたの？』


    　双子がプレッシャーをかけてくる。


    　早く行けというだけでなく、変なことをしたらすぐわかるからな？　という圧力も感じた。


    『……狸たぬ吉きち』


    　しばらく僕の様子をうかがっているようだったゆとりが、おずおずと話し始める。


    『本当にもう、時間がねーぜ。たぶん、一分一秒を争う。さっきあの小さい絵え描かきから定時連絡があったんだけどな……』


    　ゆとりが録音していたらしいファイルを再生した。


    『ゆとりか？　もう綾あや女めのやつが限界に近いのじゃ。ケータイはまだ手に入らんのか』


    　早さ乙おと女め先輩に続き、華城先輩の声に切り替わる。


    『……うふふ。お空が綺き麗れいね。雪？　あはは、子供たちのはしゃぐ声が聞こえるわ。可愛らしいわね。早さ乙おと女め先輩、いっしょにお茶でもいかがでしょう。冬のお空のお星さまの由来について、ゆっくりお話ししませんこと？』


    　やべえ。完全にぶっ壊れる寸前だ。


    　鳥とり肌はだが立つような華か城じよう先輩の近況に、僕はようやく決意を固めた。


    「華城先輩を助けるために、華城先輩の策を信じて……」


    　僕は扉とびらを開け放った。


    「っ!?　え!?　タヌキチ!?」


    　機械の山に埋もれていたアニーがこちらを振り返る。


    　その瞳ひとみは驚きよう愕がくに見開かれ（まあ僕ほとんど全ぜん裸らだしね）、みるみるうちに敵意が支配していく。


    「ごめん、アニー」


    　アニーが現状を把握するより先に早足で歩み寄る。


    「タヌキチ……噓うそデスヨネ……っ？」


    　できるだけアニーの顔を見ないようにして、できるだけ声を聞かないようにして、辺りを見まわす。


    　ケータイはすぐに見つかった。


    　作業台らしき場所に無む造ぞう作さに放り出されていたのだ。　


    　分解中とか解かい析せき中とか、そういう気配もなかったので、そのままひょいと回収する。


    「やめてクダサイ！　まだ解析が終わってないデス！」


    　アニーがつかみかかってくる。


    　アニーはあまりに非ひ力りきで、格闘技の心得なんかもなければ運動神経はゼロに等しい。


    　けれどそれらのポンコツぶりを帳消しにするほどの気迫で迫ってくるアニーを優しく振り払うことなんて不可能だった。


    　ケータイをかばいながら、アニーを突き飛ばす。


    「──うぐっ」


    　思いのほか強く突き飛ばしてしまい、アニーが機械に背中をぶつける。　


    　咄とつ嗟さに駆かけ寄ろうとする気持ちをぐっと抑え、僕はケータイを持ったままアニーに背を向けた。


    「……やっぱり、タヌキチは《ＳＯＸソツクス》の手先だったのデスネ……」


    　背後でアニーが怒りに満ちた声を上げる。


    「信じてたのに！　タヌキチが来てくれて、ワタシは嬉うれしかったのに！」


    　そこで僕は振り返り、アニーを見た。


    　アニーがこちらを睨にらみながら泣いているのを見て、一瞬怯ひるむ。


    　だが言いよどむわけにはいかない。僕は悪役に徹しなければならない。


    「勝手に同志だと勘違いして気を許すほうが悪い」


    「……っ」


    　アニーが愕がく然ぜんとし、僕はことさら見下すようにニヤリと笑った。


    　気づけアニー。気づいてくれ。


    「内輪にこもって、自分たちが正しいと信じきってるあんたらにはわかんなかっただろうけど」


    　そして僕は再びアニーに背を向けた。


    　ゆっくりとした足取りで扉とびらをくぐり、階段を上っていく。


    　頼む、アニー。　


    　本当に肉バイブ先生のファンだというなら、気づいてくれ。


    　けれど期待に反し、アニーは激げき高こうした。


    「ふざけんじゃねぇデース！」


    　ジリリリリリリリリリリ！


    　アニーが防犯ブザーのようなものを引き抜いた。地下室がけたたましい警戒音に満たされる。


    「タヌキチのバカ！　たくさんのニクボーに穴という穴を犯されるがいいデース！」


    　アニーの罵ば倒とうとともに、地上の気配がにわかに騒がしくなる。


    　たぶん、あのブザーをきっかけに警戒レベルが一気に跳ね上がっている。


    『まずいぜ狸たぬ吉きち！　とっとと脱出だぜ！』


    「……でもっ」


    　まだアニーは、僕たちの真意に気づいていない。


    『ここまで来て帰れませんでしたじゃ話になんねーぜ！　早くそこを出ろ！』


    「くっ……」


    　僕は今度こそ階段を駆かけ上がる。


    　そのときだった。


    「……コイツ」


    　ふと、アニーの掠かすれ声が聞こえた。


    「こいつ、腐ってる……」


    　ぽつりと囁ささやかれた、けれど怒りと後悔に彩いろどられたその一言に、双子が声を上げた。


    『よくやったねお兄さん！』


    『いい悪役だったよお兄さん！』


    『『これでお互い、吹っ切れるね！』』


    「……ああ」


    　僕は階段を駆け上がりながら、力なく項うな垂だれて双子に返事をした。


    　──華か城じよう先輩が僕に与えてくれた策が土ど壇たん場ばで成功した喜びを、双子に悟られないよう必死に隠しながら。


    



    



    　　　　　　●


    



    　貯蔵庫から脱出する道すがら、僕は華か城じよう先輩の授さずけてくれた策を思い出していた。


    『はい。暗あん誦しようしなさい』


    『ええと、「勝手に同志だと勘違いして気を許すほうが悪い」「内輪にこもって、自分たちが正しいと信じきってるあんたらにはわかんなかっただろうけど」で、いいですか？』


    『ええ、上出来よ。あなたがそのセリフを発した後、アニーが「こいつ、腐ってる」と返してくれればそれで作戦は成功よ』


    　あの日、アンナ先輩を置いて家を飛びだしてきたとき、華城先輩が僕に教えてくれたのはそんな突とつ拍ぴよう子しもない作戦だった。


    『本当にこんなので僕たちが本当は味方だって伝わるんですか？』


    『うまくいけばね』


    　華城先輩が僕に教えてくれたこのセリフは、華城先輩の母親、肉バイブ先生の初期作品、《インデペンデンス腐ふ女じよ子し》の中に出てくるものらしかった。


    　僕が発することになったセリフは作中の〝裏切り者〟が発したものであり、それに対する「こいつ、腐ってる」は作品の主人公が〝裏切り者〟の言葉の裏を読み取り、本ほん性しようを言い当てた言葉なのだという。


    　本性を見透かされたことをきっかけに、〝裏切り者〟は主人公たちに与くみするようになり、大団円へ繫つながるというのが《インデペンデンス腐女子》後半の大おお雑ざつ把ぱなあらすじだ。


    　アニーが本当に肉バイブ先生のファンで、内容を暗誦するほど読み込んでいるのなら、この符合に気づくはずだと華城先輩は主張したのだ。


    『まあ、なにもしないよりマシ、くらいに思ってなさい。仮に通じたとしても、アニーがこっちの複雑な事情を丸ごと察してくれるわけじゃあないんだから』


    　それはそうだ。


    　けれど、十分だった。


    　アニーが僕たちのメッセージに気づき、本当は味方なのだと察してくれたと思うだけで心が軽くなる。


    　軽くはなったのだけど。


    「ごめんゆとり！　僕そっちに帰れないかも！」


    　貯蔵庫を脱出できたはいいものの、貯蔵庫を取り囲んでいた大量の変態に見つかってしまい、なんかもう無事に帰るのは厳しそうだった。


    　僕たちの真意に気づく直前だったアニーに防犯ブザー型警報発生装置を鳴らされたのが、かなり痛い。


    　防犯ブザー鳴らされると人生終わるって本当だったんだね……。


    『諦あきらめんなだぜ！　あと一息だぜ！』


    『お兄さんお兄さん、いちおう、街の外に撤退用の車を準備してあったりするんだけど』


    『ケータイさえどこかに隠しておいてくれたら、あとであたしたちの仲間が回収するから』


    『『もうこの際、お兄さんは捕まっちゃっていろいろされちゃってもいいんだよ？』』


    　うっせえ！　意地でも帰ってやるわ！　


    「うおおおおおおおおっ！」


    　手に槍やりを握り、股こ間かんに棒をぶら下げた半はん裸らの男たち。僕を捕まえたあと、どう料理するのかが気になって仕方ないのだろう手に手に銃じゆうを持った腐ふ女じよ子したち。


    　──そんな連中に追い回されながら、僕は異国の街を駆かけ抜けるのだった。

  


  
    



    　エンディング　束の間のハッピーエンド


    



    『今回は本当に災難だったね。せっかく打倒《セクシャリティ・ノー》のために動いてくれていたのに、ケータイは解かい析せきどころか破壊もできず……そのうえ潜せん伏ぷく先さきが《ＳＯＸソツクス》の差し金で襲しゆう撃げきされて、なにより君は酷ひどい裏切りにあったという。その心境は察するにあまりあるよ』


    　日に本ほん村むらが夜襲され、奥おく間ま狸たぬ吉きちが逃げおおせた最悪の夜から数日。


    　アニー・ブラウンは日本と海外のテロ組織を繫つなぐ男、鬼おに頭がしら慶けい介すけと、彼の部下のＰピーＭエムを介して通話していた。


    　場所は日本村の貯蔵庫近くの路地裏。


    　久々の夜襲を受けて、街はいまだに熱気を保っていた。貯蔵庫に放りこんだ品物の再分配や壊れた建物の修復などのために夜中でも辺りは騒がしい。


    「お心遣い、ありがとデス。それから、勝手に動いてごめんなさいデス」


    　アニーは沈んだ声で慶介に言った。


    『いいんだよ、そんなことは。また頑張ってくれればいい。今度はちゃんと、ぼくたちの作戦に従ってくれるようなかたちで、ね』


    　慶介の念押しにアニーは「はいデス」と素直にうなずく。


    「今回の騒ぎで、ワタシわかりマシタ。《ＳＯＸソツクス》は悪魔デス。ワタシたちの敵デス。ケータイを奪い返すためにワタシを騙だまして、《セクシャリティ・ノー》を動かして夜や襲しゆうまで企たくらんで……絶対に許しまセン……っ！　今度はケースケにちゃんと協力して、確実にぶっころすデース！　タヌキチは今度こそブタのエサ、バイの餌え食じきデース！」


    『そうだね。そうしよう』


    「早く作戦をクダサイ！　なんだってするデース！」


    『ははは。頼もしいね。けどもう少し待ってくれ。もう少しで準備が整う。そのとき、君たち海外勢の力を借りて、日本の規制体制を一気に突き崩そう』


    「わかったデース！　日に本ほん村むらの皆と、ケースケの指令、待ってマース！」


    『それじゃあ、時期が来たらまた連絡するよ。海外産の不健全雑誌は引き続きぼくが日本に流すから、そっちもよろしくね』


    「今後もゴヒーキにデス！」


    　そうして、アニーと慶けい介すけの通信は終わった。


    　慶介の部下が挨あい拶さつもそこそこに帰っていき、アニーも貯蔵庫地下の根ね城じろに舞い戻る。


    「なーんて、ネ♪」


    　アニーは舌を出してパソコンを起動させた。


    　するとパソコンから慶介と先ほどの部下の会話が流れてくる。


    『では彼らから提供される不健全雑誌はいつものとおり』


    『うん、ほとんどは善ぜん導どう課に処分を依頼して、新しいやつだけいつものとこに贈呈ってとこだね。わかってると思うけど、慎重にね』


    　それはアニーたちが提供するエロ本を処分せよという内容の会話だった。


    　それもわざわざ善導課に流すことで慶介たちも取り締まりに協力していると点数を稼かせぐようなやり方だ。


    　これだけではない。


    　アニーはここ数日、慶介の通話を逐ちく一いちチェックしていた。


    　そして理解した。


    　本当の敵は彼らであり、狸たぬ吉きちの言っていたことが本当だったのだと。


    「さて、どうしてあげマショウ」


    　慶介は自分のＰピーＭエムが海外からハッキングされているとはつゆ知らず、今後の作戦を各所にぺらぺらと喋しやべっている。


    　その油ゆ断だんは当然だろう。ハッキングする過程でわかったことだが、慶介は万が一にでもＰＭの通信内容を盗聴されないよう、かなり周到に根回ししているようだった。従来のＰＭネットワークからはほとんど独立しているといっていいくらいの厳重さで、国内の有力者と相当の繫つながりがあるに違いないと容易に察することができた。


    　けれど誰にだって想定外というものはある。


    　たとえばそれは、アニーが狸たぬ吉きちに宣言した十日よりも遙はるかに速いペースでケータイの解かい析せきを進めており、デートの最中も世界各国のハッキング仲間に解析を進めてもらっていたことだったり。ケータイ解析によって得られた力がアニーの予想をも超えて大きかったことだったり。


    　そもそも慶けい介すけはアニーが十日やそこらでケータイを解析することさえ半はん信しん半はん疑ぎだっただろうし、解析できたとしてもＰピーＭエムの無効化範囲が増える程度だと思っているのだろう。


    　どこまでできるかはまだアニーも実験中ではあるが、アニーと同時に来日した技術大使たちがなにか余計なことをするまでの間なら、かなり自由に日本のＰＭネットワークを荒らし回れると踏んでいた。


    「本当はタヌキチたち《ＳＯＸソツクス》を騙だますために『まだ解析が終わってない』なんて言いマシタが、どこかでその様子を監視してたのでショウ。ケースケをうまく騙せたデース」


    　そしてアニーは油ゆ断だんしまくりの慶介の通話ログを読み返し、あることに気づいた。　


    　慶介がアニーたち海外のテロリストを実働部隊として利用しようとしている悪わる巧だくみの舞台が、海外産エロ本の運び込まれている場所と一致したのだ。


    　さらに面白いことに、その場所は日本の有力者の多くが利用している公共施設らしい。


    「フフフ。早くケースケの監視を逃のがれて、タヌキチに連絡しなければなりまセン」


    　肉バイブ先生の作品を使った素敵なメッセージを残してくれた異国のヒーローに思いを馳はせ、アニーの顔に笑みがこぼれる。


    　もしあそこで狸吉のメッセージに気づかないまま日本へのハッキング技術を確立させていたら、《ＳＯＸ》へのお門かど違ちがいな怒りのあまり、みすみす慶介にこの技術を差しだすことになっていたかもしれない。


    「たくさんの手て土産みやげをもって、またすぐ会いにいきマース」


    　アニーは顔をほころばせながら、妖よう艶えんに目を細めた。


    「今度こそワタシを一番大切にしてもらえるよう、頑張るデース。タヌキチをワタシの、専用肉バイブにするのデス」


    　次の来日のことを考えると、いまから楽しみで仕方なかった。


    



    　　　　　　●


    



    「や、やっと戻ってきたぞ……」


    　日に本ほん村むらから無事に脱出して丸一日。


    　僕はようやく第一清せい麗れい指定都市に帰ってきていた。


    　日はすっかり暮れてしまっていて、ぱらぱらと雪の降る街にほとんど人ひと気けはない。


    　ちなみに、服は慶介の部下から新しいものを渡されたので、ちゃんと着ている。ブラジャーを股こ間かんやＰピーＭエムに巻きつけていたりはしない。え？　てゆーかそんな頭のおかしい格好してた人なんていたっけ？　なにそれこの寒空にどんだけ変態？　いくらなんでも引くわ。


    「華か城じよう先輩、まだ耐えてくれてるかな……？」


    　僕はポケットに突っこんだケータイを握りしめ、華城先輩との待ち合わせ場所へと急いだ。


    　本当なら僕の手でケータイを操作すれば済む話なのだけど、


    『自分の手で操作しないと不安だわ』


    　などと華城先輩がこの期ごに及んで駄だ々だをこね、大急ぎで第一清せい麗れい指定都市まで帰ってきたというわけだった。


    　これで限界を超えて禁止単語暴発させたりしてたら洒しや落れにならんのだけど……。


    　真冬だというのに汗まみれになるほど走り、僕はいつもの喫茶店へと急いだ。


    「マスターっ。華城先輩は!?」


    「あちらです」


    　僕がお店に駆かけ込むと、店長がいつもの落ち着いた調子で出迎えてくれた。


    　普段ならもう閉まっているはずの店内はうっすらと明かりがついているだけで、僕たち以外にお客さんはいない。


    「おお、来たか奥おく間まよっ」


    　店長の次に僕を出迎えてくれたのは、げっそりとやせ細った早さ乙おと女め先輩だった。


    「ちょっ、どうしたんですかその顔！」


    　なんかおばあちゃんのしなびたおっぱいみたいな顔になってますけど!?


    「ああ。卑ひ猥わいなイラストが描かけんと食欲まで失うせてな。早く綾あや女めにケータイを渡すのじゃ」


    　こっちはこっちでいろいろ限界みたいだった。


    　早乙女先輩に急せかされながら、いつもの僕らの指定席に行く。


    「……」


    　いた。


    　三つ編み眼鏡めがねの生徒会モードで下ネタを抑えているらしい華城先輩が、ぐったりと机に突っ伏していた。そのぐったり具合といったら夏の日の金玉のようで、机にもっちりと押しつけられるほっぺは夏の日の太ももに張り付く金玉のようだった。むしろもう金玉そのものだ。


    「おい、ぼーっとしてないで早くそれを綾女様に渡すっスよ」


    　華城先輩の隣の席でこれ以上ないほど不機嫌な顔をしていたのは鼓こ修す理りだった。


    「鼓修理が何したって、綾女様にはなんの足しにもなんないっス。ほら、とっとと来るっスよ」


    「え？　いいの？」


    　珍しいことに、鼓修理が自分から華城先輩の隣を譲ゆずってくれた。


    　な、なんだ？　明日あしたになったら世界中のおっぱいが爆発するとか、そういう大だい災さい厄やくの前触れなんじゃないの？


    　僕が戸惑っていると、鼓こ修す理りが「なにをぐずぐずしてるっスか！」と僕を華か城じよう先輩の隣に放りこんだ。


    「いやあの、別に隣に座る必要は……」


    　向かいに座るつもりだったんだけど……。


    「ごちゃごちゃ言ってねーでとっととケータイを綾あや女め様に渡すっスよ！」


    　鼓修理にキーキー喚わめかれ、僕はやむなく華城先輩の隣に座ったまま、その肩をとんとんと叩たたいた。おいこれ、目が死んでるけど大丈夫なのか？


    「……んあ……狸たぬ吉きち……？　……あっ！」


    　ケータイを目にした途端、華城先輩の目に生気が戻った。


    「うわっ!?」


    　僕の手から目にも止まらぬスピードでケータイをかすめ取ると、なんかもう気持ち悪いくらいの指先の動きでケータイを操作し、


    「うおおおおおおおおおおおっ！　ちんぽちんぽちんぽおおおおおっ！」


    　イカレたかと思うような勢いで禁止単語を連発し始めた。


    「狸吉！」


    「は、はい？」　


    　ギラギラと目を光らせた華城先輩に両手をつかまれ、不覚にもドキリとする。


    「これなーんだ？」


    　華城先輩が右手でピースを作る。


    「え、ええと。チョキですか？」


    「ぶー。二本のちんこでしたー」


    　おいなんだこの人！　下ネタが小学生以下にまで退行してんぞ!?


    　すると今度は僕の両手を握ったまま、


    「ぐーちょきぱーで、ぐーちょきぱーで、なにできるー、なにできるー♪」


    　イっちゃった顔で歌い始める。


    「右手はぐーで、左手はぐーで──ダブルフィストファック」


    「死ぬわ！」


    　あ、あかん。なんで華城先輩が僕の両手を離さないかやっとわかった。


    　下ネタを聞いてくれる人を逃がさないためだ！


    「ちょっ、鼓修理！　早さ乙おと女め先輩、助けて……」


    　振り返れば誰もいない。


    　店長だけがそっと温かいコーヒーを持ってきてくれて、


    「お二人ともお帰りになりました」


    　逃げやがったああああああ!?


    　いや早さ乙おと女め先輩はわかるよ!?　心配事がなくなって盛大に飯食ったりエロイラスト描かいたりしたいんでしょ!?　でも鼓こ修す理り！　お前はおかしい！　お前はここにいろよ！　敵勢力に捕らえられた姫のごとく、華か城じよう先輩の下ネタ欲を受け止める肉便器になれよ！　僕、もう満まん身しん[image: ]そう痍いなんだよ!?　体中ボロボロでいまにも気絶しそうなんだよ!?


    「ねえ狸たぬ吉きち。私この一週間、ずっと考えていたの」


    　店長もさっといなくなり、華城先輩の爛らん々らんとした瞳ひとみが僕一人にぐっと近づけられる。


    「私の頭はきっと、男の子の金玉が精せい子しを作るとの同じくらいの速度で下ネタを生み出すの。定期的に放出しないと、きっと爆発してしまうんだわ」


    　この人よくこの一週間、寝言で禁止単語叫んだりしなかったな……。


    「だからね狸吉。この前は途中で終わってしまったけれど」


    　ああ、嫌な予感しかしない。


    「私が考えた隠いん語ご辞典に出てくる単語、全部聞いてくれる？　禁止単語が口にできない間、子し宮きゆうの脳みそでたくさん考えたの！　前に話したときの三倍はあるわよ！」


    「いや、あの、華城先輩──」


    「それじゃあ、いくわね！


    　──アナる　お尻しりの穴になにかを入れる動作全般を表す動詞！
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    　──顔がん射しや　感謝の気持ちをこめて顔に精せい液えきをぶちまけること。もちろん語源は「感謝」であり、エロいことをしてくれたお礼に雪化粧と称してぶっかけ始めたことがすべての始まり。


    　──ゴーヤ　棒状！　イボイボ！　これ以上の説明不要！


    　──スカート　元々は女の子の足のラインを隠して男の欲情を抑えるために開発された衣服のはずなのに、いつの間にかチラリズムを刺激しスカートに潜もぐり込んでペロペロしたいなんて妄もう想そうを生み出すようになった、元清せい楚そな服装！　バカめ！　規制すればするほどエロは多様化していくのよ！


    　──パイパン　チンチンやマンマンに毛がないこと。転じて、髭ひげを剃そったあとの状態を「上の口がパイパン」、頭髪が消しよう滅めつした男のことを「パイパンマン」と呼ぶ。


    　──万国旗　響きが「マンコクッキー」に似てるわ！　それだけ！


    　ふう、ようやく一％ってところね」


    　あああああああああああああっ！　頭おかしくなううううううう！


    「ちんこインコ！　ま●こダンス！　セックスアイランド！　のどちんこ革命！　陰いん毛もうドライヤーっ！」


    　やめろぉ！　わけのわからん語句説明の後に、さらにわけのわからんフレーズを休憩がてら連呼するのはやめろぉ！　


    「やっぱり禁止単語がたっぷり口にできるのは素敵ね！　視界がかすんで世界のすべてがモザイク仕様に見えたときとか、耳鳴りがピー音にしか聞こえなくなったときはもうダメかと思ったけれど──あ、あれ狸たぬ吉きち？　どうしたの大丈夫？」


    　そこでようやく華か城じよう先輩は僕が白目でぐったりしていることに気づいてくれた。


    　その顔は僕が店に到着したときとはうって変わってつやつやと光り輝かがやいている。


    「旅の疲れが出たのね。今日きようはしっかり休んだほうがいいわ」


    　トドメは華城先輩が刺しましたけどね。もう少し早く気づいてくれたら嬉うれしかったですわ。


    　そんな言葉は呑のみ込んで、素直にこくこくとうなずいておく。


    　店長にお礼を言ってから、華城先輩と連れだって店を出た。


    



    「はー。やっぱり一日合計三分でも、ちんこって言えるか言えないかで全然違うわね」


    　道すがら、華城先輩が世間話でもするかのような体ていで頭の悪いことを言う。


    「三分で生死の境をさまようような人は華城先輩くらいでしょうけどね」


    「私にとってこの三分を奪われるのは、三分ぶっ続けで呼吸を止められるくらいに苦しいのよ」


    「それ普通に死ぬじゃないですか。大丈夫ですか？　元々頭おかしいのに、禁止単語言えなかった後こう遺い症しようでもっとおかしくなったりしてません？」


    「夜空の星がすべて乳ち首くびに見えるわ」


    　ああ、こりゃもうダメだわ。


    　などと軽口を叩たたきながら帰路についていたのだが、ふと華城先輩の下ネタが途切れた。　


    「私のアパート、ここだから」


    「あ、そうなんですか」


    　そういえば華か城じよう先輩のアパートにまでついてきたのは初めてじゃなかったか？


    　アンナ先輩のマンションのように豪華でもなく、僕のアパートほどしょぼくもないそこそこの建物だ。


    「じゃあ、僕は電車で帰るんで」


    　駅のほうに歩きだしたときだった。


    「あ」


    　華城先輩がか細い声を漏もらした。


    　それまでべらべらといらんことまで喋しやべっていた饒じよう舌ぜつさはどこかへ吹き飛び、もごもごと華城先輩は口ごもる。


    「どうしたんですか？」


    「ええと、その、狸たぬ吉きちがケータイを取り返しに行ってくれてる間に、ちょっと過ぎちゃって……しかも私はあんな状態だったから、ちゃんと作る暇がなくて……その」


    　こちらから促うながしてはみたものの、いまいち要領を得ない。


    「あの、華城先輩？」


    　聞き取りづらいので顔を近づけると、


    「ちょっ、ちんちん！　ちんちんっ！　ちんちんちんっ！　子し宮きゆう口こうバリア！　ヴァギナァ！」


    　なぜか拒絶された。


    　ちょっと、妖怪を退ける呪じゆ文もんみたいに性器の名前連呼しないでくれます？


    　周りに人はいないっぽいですけど、冬の夜は音が響くんですよ。


    「いや、だからね、その」


    　華城先輩はさんざんおろおろしたあげく、


    「え、えいっ」


    「あいてっ」


    　僕の顔面になにかを投げつけてきた。　


    　疲れ切っていた僕はそれを受け止めることができず、華城先輩が投げつけてきたなにかは僕の鼻に当たってから地面に転がった。


    「ま、まあ。ケータイを取り戻してくれたお礼だし？　そんなでも十分よね」


    　そして華城先輩はアパートに駆かけ込んでいき、扉とびらを閉める直前、


    「あ、でも、お返しにザーメンとかはなしよ！」


    　誰か通訳を呼べ、と叫びたくなるセリフを残して引っ込んでしまった。


    「一体なにがしたいんだあの人は……」


    　なんでもいいから下ネタ言いたいだけか、と結論づけて地面に転がったそれを拾った。


    　ええと、なんだこれ？


    「……チョコ？」


    　それはコンビニで十円とかで売ってそうな小さなチョコだった。


    「……あ、そういえば」


    　それでようやく、僕が日本を離れている間に半分を過ぎてしまったこの二月という時期がどういうものだったか思い出す。


    　華か城じよう先輩、スカトロの話してたわけじゃなかったんだな……。


    　アニーと出会う直前くらいから華城先輩が投げかけてきた質問の意味がようやくわかった。


    　それと同時に、ここ最近の華城先輩の様子がおかしかった理由にまで思い至る。


    「……いや、まさかなぁ」


    　心臓がドキドキと苦しいくらいに脈打つ。


    　けれどそれはアンナ先輩に命や童どう貞ていを奪われそうになったり、ガチムチにお尻しりの処しよ女じよを奪われそうになったときのドキドキとはまるで違う。苦しいのにどこか心地よい感覚だった。


    　僕はその感覚をごまかすようにしてそのチョコを取りだし、疲れ切った体に放りこむ。


    「……甘い」


    　それはこの一週間の疲れが全部帳消しになるような甘みで。


    　胸の辺りがじんわりと熱を持つようだった。

  


  
    



    　もう一つのエンディング


    



    「……え？」


    　アンナは目の前でなにが起きているのか理解できないでいた。　


    　今日きようは奥おく間ま君が第一清せい麗れい指定都市に帰ってくる日。


    　どんな顔をして会えばいいかはわからなかったが、それでもじっとしていられなくて、うっすらとした匂においを辿たどってその気配に追いついた、その矢先の出来事だった。


    「綾あや女めさん……？」


    　ここ数日体調が悪いと学校を休んでいた親友が、自宅の前で奥間君となにか親密そうに言葉を交わしている。


    　なにか投げつけたのは、チョコだろうか。


    　アンナも何度か家で試作したものの、肝心の愛の蜜みつがあまり採れず、途中で断念してしまっていた。


    　それなのに。


    　なぜあなたが、奥間君に……？


    　信じられないことはそれだけではない。


    　むしろもう一つの出来事のほうが、アンナには理解できなかった。


    　最愛の人がそのチョコレートを口に放りこみ去っていく……その背中を見つめながら、アンナは先ほど綾あや女めの口から飛びだした、聞き慣れない単語を思い出す。


    　──シキュウ。


    　──ヴァギナ。


    　聞き慣れないながら、その音の羅ら列れつには憶えがあった。


    　つい最近、母が教えてくれた禁止単語だ。


    　母はそれまで「必要ないから」「毒にしかならないから」と、善ぜん導どう課が配布する禁止単語リストからその発音を知ることさえ許してくれなかった。しかし妊にん娠しんとヒワイの一部が結びついており、妊娠が必ずしも好ましいものではないとアンナにわからせるため、母は一部の禁止単語とその意味について、父を脅おどし無理矢理便べん宜ぎを図らせることで教えてくれたのだった。


    　シキュウ。ヴァギナ。　


    　それは赤ちゃん穴の別名だ。母はそれ以上のことを教えてくれず、アンナとしても「赤ちゃん穴」となにが違うのか判然としなかったが、とにかくそれが禁止単語であるということだけはしっかりと理解できている。


    　そしてその単語がつい先ほど、親友の口から紡つむがれていた。


    「……綾女さんはなぜ、禁止単語を口にしてもＰピーＭエムが反応しませんの……？」


    　ＰＭを無効化しているとしか、考えられない。


    　そしてアンナが知るなかで、ＰＭを無効化するような存在は、ただ一人。


    「……まさか……いやでも……そんな……噓うそですわ……噓ですわ……」


    　考えがまとまらない。


    　まとまろうとした答えを認めたくなくて、頭をぶんぶんと振る。


    　頭の中はどんどん混乱していって、心はどんどん寄る辺べを失っていく。


    　なにが正しいのか、どうすればいいのか。


    　教えてくれる人は誰もいなかった。

  


  
    　あとがき


    



    　どうも皆様、お久しぶりです。赤あか城ぎ大ひろ空たかです。


    　ご存じの方も多いでしょうが、このたび『下ネタという概念が存在しない退屈な世界』略して『下セカ』のアニメ化が決定いたしました！　信じられないでしょう？　僕も同じ気持ちです！　原作のほうももう八巻。アニメに負けないようこれまで以上に頑張っていこうと思います。さて、それじゃあネタ探しのために早速エロ本買ってこよっかな。作品のためだからね！　仕方ないね！　


    



    　以下、短いながら謝辞です。


    　下セカの出版およびメディアミックスに携わってくださっている皆様方。皆様方のおかげで下セカはここまで来ることができました。これからもよろしくお願いいたします。


    



    　それでは、今回はこの辺で。


    　次巻はアニメが始まるころの出版になるんじゃないかなーと思います。それまで待ちきれないという人は僕の新作『二度めの夏、二度と会えない君』を読んでてくれると嬉うれしいです（下ネタ成分０の青春モノだけどな！）。ではまた、次巻でお会いしましょう。

  


  
    赤城大空


    Hirotaka Akagi


    



    アニメ化してもおっぱいは手に入らない……手に入らないんだ……っ！

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    下ネタという概念が存在しない退屈な世界８
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